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　舞い上がる、というのはこういう状態なんだろうか。

　エルラント帝てい

 国こく

 第三皇おう

 子じ

 、泣く子も凍こお

 る『毒どく

 龍りゆう

 公こう

 』として名高いクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントは、ぼんやりと虚こ

 空くう

 を見つめながら考える。数日前、妻が頰ほお

 にくれた、淡あわ

 雪ゆき

 のように軽い口づけを思い出すたび、柄がら

 にもなく浮うき

 足あし

 立だ

 つのだ。

「ヤダ、なにニヤついてんの、不ぶ

 気き

 味み

 なんだけどん」

　彼女の養やしな

 い親にあたる吟遊詩人バルド

 に気味悪がられたので、正しよう

 直じき

 に訳わけ

 を白はく

 状じよう

 してみた。すると、あまり面おも

 白しろ

 くなさそうに「ふうん？　なあんだそんなことー」と鼻を鳴らされる。

「べっつに調子こくほどのことでもないし？　ただの感謝のしるしでしょん。アタシやうちの孤こ

 児じ

 院いん

 の子たちには当然、朝採と

 れた卵をくれた隣となり

 のおばちゃんにもやってたけど？」

「そうなのか？　驚いた。まさか、卵をくれる隣人程にまで印象がましになる日が来るとは」

　素直に喜ぶと、「あんた……」と、なぜか吟遊詩人バルド

 にはドン引かれた。
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「男なんて日替わり定食よ！」

　とは、フェルが、ユナイア王国王おう

 都と

 ベルファスティスの孤こ

 児じ

 院いん

 にいた頃耳にした、ご近所随ずい

 一いち

 の悪あく

 女じよ

 と名高いパン屋の娘さん某なにがし

 の迷めい

 言げん

 である。

　彼女は言っていた。「肉でも魚でも野菜でも、骨や芯しん

 になるまでしゃぶったら捨てるでしょ。それと同じよ。お金なんて自力で稼かせ

 ぐものじゃないわ。男を振り回して、貢みつ

 がせるものなの」と。

　当時は、「いや、残った骨や芯は捨てずに煮出してスープにするし、お金は自分で稼がなきゃ。他人の金を食いつぶすとか寝ね

 覚ざ

 めが悪いったらない」と突っ込んだものだが、今となっては後こう

 悔かい

 する。こんなことになるなら、彼女の手て

 管くだ

 を、もっと真ま

 面じ

 目め

 に学んでおけばよかった。

（まさか、自分が『働いて稼ぐために、男を振り回して捨てる』ことになるなんて!?
 ）

　この、恐怖の複ふく

 合ごう

 技わざ

 に挑ちよう

 戦せん

 することになった理由は、このななかまどの月の第一日にあたる立春インボルク

 の直前に、自国ユナイアの王様、セタンタ＝マクネッサ＝ユナイア陛へい

 下か

 が、ぺろっとフェルに下していった、とんでもない命令変更である。

　最初は、「思わずドブに捨てたくなるような毒どく

 妻づま

 を演じて、夫に嫌きら

 われて離り

 婚こん

 してこい」とのご下か

 命めい

 だった。それはそれで難なん

 題だい

 だったが、今ほどではない。

（あの人を誘ゆう

 惑わく

 して骨抜きにして籠ろう

 絡らく

 して、さんざん振り回した挙あ

 げ句く

 に捨てるって……どうすんの!?
 ）

　フェルは、鮮やかな夕暮れ色の眼まなこ

 に宙ちゆう

 を映し、ぼんやりと「あの人」こと、このたびの誘ゆう

 惑わく

 任にん

 務む

 の相手である（仮）夫の顔を思い浮かべた。

　なにせ故こ

 郷きよう

 ユナイアでは、「立てば毒どく

 薬やく

 ・座れば鬼き

 畜ちく

 ・歩いたあとには地じ

 獄ごく

 絵え

 図ず

 」と名高いエルラント帝てい

 国こく

 第三皇おう

 子じ

 『毒どく

 龍りゆう

 公こう

 』クロヴィス殿でん

 下か

 である。

　涼すず

 やかな青い瞳ひとみ

 と、長く伸ばして編んだ黒髪の印いん

 象しよう

 的てき

 な──あの、見み

 目め

 麗うるわ

 しさと性格の悪さが反比例する嗜し

 虐ぎやく

 野や

 郎ろう

 に、さんざっぱら振り回された覚えはあるが、ついぞ振り回したためしなぞない。

　そもそも誰かを誘惑したことがない。フェルのお仕事人生においても、男性をほにゃららする関係だけは、携たずさ

 わったことがないのだ。

　しかもそれが──好きなふりをするどころか、実際に、本当に、好きな人とくれば。

（どど、どうしよう!?
 ）

　フェルは悩んだ。

　悩んだ結果、まずは、なんでも話せる親友に相談することにした。

「あのさラナ。旦だん

 那な

 さまを骨までしゃぶって捨てるって、どうしたらいいと思う？」

「……あんたはまた、一体どこで何を吹き込まれてきたわけ」

　綿めん

 のキャップの中にまとめた黒髪に、ちょっときつめの印象の琥こ

 珀はく

 の瞳。フェルの長い緋ひ

 銀ぎん

 の髪を梳と

 かしていた侍じ

 女じよ

 のラナは、質問を聞くなり、象ぞう

 牙げ

 の櫛くし

 先さき

 をぎしぎし頭にめり込ませてきた。

「ぎゃああ痛い痛い痛い！　き、訊き

 き方間違えただけだって！　でー、あー、旦那さまと自然に距離を縮めるって、どうするんだと思う？　ってこと！」

「何をどう間違えたのかとっても気になるけど、まあいいわ……。なに、あんた、殿下に嫌われて別れる予定じゃなかった？」

「状況が変わったんだよね。あんまり詳しくは話せないんだけど、使命が、嫌われろから目もつ

 下か

 好かれろになったというか」

「え？　それって、このあいだいらしたセタンタ王じきじきのお達しなの？」

　フェルが頷うなず

 くと、ラナはなぜか、とても複ふく

 雑ざつ

 な表情になった。

「……あのねフェル。あんた本当に、どうするつもりなの？」

「どうするって、何を？」

　急にラナが怖こわ

 いくらいの真ま

 顔がお

 になったので、フェルもつられて不安になる。

「あんた、殿下が好きなんでしょ。でも、仲良くすることになったって、結局離婚することは変わらないのよね？」

「う、うん」

　──約束。必ず離婚して、わたくしに名前を返して。

　先日、本物のシレイネ姫が密ひそ

 かに黒こく

 龍りゆう

 城じよう

 に現れ、いろいろと引っ搔き回してから無事にご帰国あそばされたばかりだが、別れ際ぎわ

 に彼女が残した言葉がそれだ。

　セタンタの命令も、離婚が大だい

 前ぜん

 提てい

 。

　フェルにとっては、今さらの事実だ。

「ラナ、それがどうかしたの？」

「あたし、ちょっと腹が立って。セタンタ王って、どんだけ偉えら

 いか知らないけど……って国王陛へい

 下か

 なわけだけど。あんたがド庶しよ

 民みん

 だと思って、ずいぶん残ざん

 酷こく

 なご命令をされたのね」

　そう言われて、フェルは首を傾かし

 げる。

「残酷？」

「フェル、つらくないの？　だって、好きな人とどれだけいい感じになっても、結局離れ離れになるんでしょ？　そして、殿下の隣には、将来別の誰かが立つことになるのよ」

「……！」

　フェルは思わず息を吞の

 む。

　嫌い嫌われるだけなら、まだ楽だった。けれど。

「好きな人に、好きになってもらう努力をしたあとで──そんなの、あんた耐た

 えられるの？」

「……られるられないの問題じゃなくて。耐えなきゃダメでしょ」

　とっさにフェルは返し、かろうじて笑ってみせた。

（うん。今さら、なんだよね）

　当然のように彼のそばにいて、同じ場所で肩を並べて、彼と話す幸せ。それは、つかの間の幻まぼろし

 にすぎない。

　フェルは、身代わりのド庶民花嫁。

　立夏ベルテイナ

 の前夜、ワルプルギスの夜に本当の意味で結ばれてしまう前に、彼と円えん

 満まん

 に離婚する。それが、使命。

　きゅう、と咽の

 喉ど

 の奥が変な音を立てる。もやもやしたものを吞み込み、フェルはかぶりを振った。

「もともとそういう話だったんだもん。わたしはお役目を果は

 たすだけ」

「そう。……あんたがそれでいいのなら、あたしからはもう何も言えないわ」

　ラナはふてくされたように呟くと、フェルの髪に、黄き

 薔ば

 薇ら

 の生花を挿さ

 し込んだ。茎くき

 のひやりとした感かん

 触しよく

 を、心なしかいつもより鋭するど

 く感じてしまう。

「分かった。あんたが殿下と仲良くしたいなら、協力するのはやぶさかじゃないわよ。自然に距離を……っていうと、そうね、まずはくっついてみることかしら」

「くっつく？　物理的に？」

「そうそう。さりげなく隣に寄よ

 り添そ

 って、慎つつ

 ましやかに過ごすのよ。仕事で疲つか

 れた殿下を優しく癒いや

 す感じで、自分から触れてみたり、しなだれかかってみるのもいいかも」

「隣に寄り添って……しなだれかかる……」

　フェルは真顔で繰く

 り返した。

「あとね、フェルったら、いつもハゲろ痔じ

 になれ離婚しろってぎゃんぎゃん殿下に嚙か

 みついてるけど、たまには素直にならなきゃだめよ。前みたいにわざと嫌われようとしてるんじゃなければ、嬉うれ

 しいとかありがとうとか、気持ちいい言葉はそのまま伝えなきゃ」

「すなお……」

「そうよ。可か

 愛わい

 く素直に、ね！　ところで、今日は香水、何つける？」

「ええっと、そしたら……鈴すず

 蘭らん

 がいいな。前に殿下から頂いた……」

　気づいたら答えていて、フェルは自分で慌あわ

 てる。

「殿下からの品？　ああ、あのガラスの小こ

 瓶びん

 。けど珍めずら

 しいわね、鈴蘭の香こう

 油ゆ

 なんて。ラベンダーやリンデン、薔薇なんかならよく聞くけど」

「鈴蘭って、実はわたしの好きな花なんだけど。そのこと、なぜかご存ぞん

 じだったんだよね、殿下」

「あら。そりゃ本物ね」

（本物？）

　首を傾かし

 げるフェルに、ラナはよく分からない解かい

 説せつ

 をくれた。

「好きな人の趣味って、服とか、食べ物とか、色くらいなら把は

 握あく

 してる場合が多いけど。好きな花はね、意外と知らないものよ、ってこと。単に気取った贈おく

 り物がしたいだけなら、別にどんな花だって、女の子はみんな喜ぶものね……これでよし、っと。はいできた」

「……？」

　ラナはガラスの小瓶を傾かたむ

 け、両の耳たぶに香りを乗せてくれると、仕上げと言わんばかりに結い上げたフェルの頭をぺいっとはたいた。

「あら。そうこうするうちに、殿下、そろそろご休きゆう

 憩けい

 しててもいい頃ころ

 合あ

 いじゃないの。何か差し入れてみたらいかがですか
 、『奥方さま』？」

「そ、そうですわね
 」

　慎ましやかに、素直に可愛く。そして夫を振り回す。

（そもそも振り回せるわけないんだけどね!?
 ）

　気が遠くなりそうな感覚に耐え、フェルは若じやつ

 干かん

 蒼あお

 ざめつつ頷うなず

 いた。

（いいよ、なんでも挑ちよう

 戦せん

 だし。やってみるっきゃない。旦那さまと仲良く）

　──あんた、耐えられるの？

　肌の上であたためられていっそう強くなる鈴蘭の香りとともに、聞いたばかりの言葉を思い出したが、フェルは努つと

 めて振り払った。
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「失礼いたします、旦那さま！」

　さっそく夫の休憩中を狙ねら

 って執しつ

 務む

 室しつ

 を訪れたフェルは、可か

 能のう

 な限り晴れやかな表情で扉とびら

 をくぐった。

「お茶ちや

 菓が

 子し

 をお持ちしましたの」

「ああ」

　毒どく

 々どく

 しい紫むらさき

 色いろ

 の鮮あざ

 やかな、トリカブトの砂さ

 糖とう

 漬づ

 けを手に捧ささ

 げ持ち、部屋に入る。

　今までの『シレイネ姫』姿のフェルならば、実に嫌そうに彼ににじり寄り、しゃーっとテーブルに盆ぼん

 を置いて、ぴゃーっとつむじ風のように去っていくところだ。

（でも、今日のわたしは違う！）

　物事、大切なのは思い切りではなかろうか。

　ラナの提てい

 案あん

 を、とりあえずひと通り試してみるのだ。決意も新たに、フェルは標ひよう

 的てき

 を睨にら

 み据す

 えた。

（悪あく

 女じよ

 ？　上等よ。好き……は好きでも仕事は仕事、しかも良心の痛いた

 まないド鬼き

 畜ちく

 相手と割り切って、骨までしゃぶって捨ててみせるわ！）

　ちなみに件くだん

 の標的さまことクロウは、長なが

 椅い

 子す

 で、書類に目を通していた。小休止のはずが涙ぐましすぎて心配になる。が、寝ても覚めても仕事人間なところは、フェルもあまり人のことを言えない。

　フェルはつかつかと歩いていくと、ぼすっと隣に腰掛ける。

「？」

　いきなり普ふ

 段だん

 はしない行動に出た妻に、たいそう訝いぶか

 しげな旦那さまの顔を見つめ。それから、息を詰つ

 めて。

（しなだれ！　かかる！）

　考えたら負けだ。フェルは思いっきり彼のほうに身体からだ

 を傾がせた。

　──ガンッ。

　勢いきお

 いをつけすぎて、旦那さまは呻うめ

 き声も上げずに真ま

 横よこ

 に弾はじ

 き飛ばされた。フェルの動きが唐とう

 突とつ

 すぎて、受け止める暇ひま

 もなかったらしい。

「……!?
 」

　むくりと身を起こしながら、無言の抗こう

 議ぎ

 をまなざしに込めてくるクロウを、フェルは慌あわ

 てて助け起こした。

（ぎゃっ、失敗した！）

「す、すみません旦那さま。もう一度。改めて、ちょっとやり直しますから」

「なんだ？　今度はどういう嫌がらせを思いついたんだ」

「ホホホ。お気になさらないで。さあ、わたくしなんて気にせず書類をどうぞ。あなたの真の花嫁はお仕事ですもの」

「……お前が言うと、含ふく

 みがなさすぎて嫌になるな」

　クロウはもの問いたげな目を一いつ

 瞬しゆん

 こちらに向けたものの、結局首を傾げつつ、書類に視線を戻す。

　その隙を見て、フェルは、今度こそ、ぴとっと彼の身体にくっついてみた。

「!?
 」

　クロウは、いよいよぎょっとしたようにこちらを振り向く。なんだか、ドレスを着た二足歩行の牛が突とつ

 撃げき

 してきたとでも思っていそうな塩あん

 梅ばい

 で、「熱でもあるのか？」などと呟つぶや

 いている。

（お。驚かれてる？　いいのか悪いのかはさておき、反応はあるってこと？）

　フェルは何食わぬ顔で彼の腕に指を絡から

 め、いっそうひたっと密みつ

 着ちやく

 した。それから、じっとクロウを見上げてみる。

　自分から彼に近づくなんて、あまりやったことがない。というか、ほぼ初めてだ。

　積せつ

 極きよく

 的てき

 に寄り添ってみると、己のものとはまったく違う広い肩かた

 幅はば

 だとか、身長差だとか、長い脚あし

 だとか、いろいろと余計に意識してしまう。

（あ、オードコローニュ……いつものだ。これ、好きだな）

　すっと爽さわ

 やかな柑かん

 橘きつ

 系けい

 の香水が鼻び

 腔こう

 をくすぐり、フェルはほんのり落ち着いた。立冬サウイン

 に初めて会ったときから変わらない、彼の香り。

　近くで感じたくて、思わず、ちょっとすり寄ってしまう。布ぬの

 越ご

 しの低めの体温は、何度も触ふ

 れたもので、それもやっぱり心が安らぐ。

　こてっと頭を乗せると、なぜか、黒衣の肩は大きく揺れた。

（って、落ち着いてくつろいでる場合じゃなーい！　それで、ここからどうしたらいいの、ラナ!?
 ）

　フェルが途方に暮れていると、じっと固まって息を止めていたらしい旦那さまが、不意にぽんと膝ひざ

 を打った。

「……ああ！　肩が痒かゆ

 いから俺で搔か

 いているのか」

「違う!!
 」

　さも閃ひらめ

 いたような顔をして頓とん

 珍ちん

 漢かん

 なことを言い出す旦那さまに、フェルは素す

 で突っ込んでしまった。いつもと役割が逆だ、とどうでもいいことが頭の片かた

 隅すみ

 をよぎる。

「だいたいなんですのその非生産的な行動分ぶん

 析せき

 は!?
 　わざわざ取り次ぎまで出してあなたで肩を搔くなら、自室の壁でも使いますわ！」

「それもそうだな。生産性がある理由というと、……さては部屋が寒かったからここに暖だん

 を取りにきたとか。おかしい、薪まき

 は十分にあるはずなんだが……」

「だから、もう！　旦那さまは人の誘惑をなんだと思っておいでなの!?
 」

「……誘惑だったのか!?
 」

　クロウはまじまじとフェルの顔を見つめ、やがて、その額に手を当てた。

　ごく自然に、発はつ

 熱ねつ

 による異常行動あたりを疑っているであろう旦那さまに、フェルはとうとうブチ切れた。

「だから、熱はございませんてば!?
 　わたくしは！　単純に！　あなたにしなだれかかって可愛くつつましく骨までしゃぶり尽つ

 くしたいんですの！　それだけ!!
 」

「……──」

　やけっぱち気味に叫さけ

 んだ挙あ

 げ句く

 、「あ、いらんことまで言っちゃった」に気づいたフェルが本気で青くなった──一いつ

 拍ぱく

 後。

　クロウはますます顔を強こわ

 張ば

 らせると、書類をテーブルに放り、がしっとフェルの両手首を摑む。青い双そう

 眸ぼう

 が恐ろしく真剣だった。泡を食ったのはフェルのほうだ。

「ちょ、ちょっといきなり何しますの旦那さま!?
 」

「お前、本当に正気か？　いや、分かった、分かってる。……毎日カビの生えたパンばかり食わされている虜りよ

 囚しゆう

 生活で、いきなり糖とう

 蜜みつ

 がけの菓子が出てきたら、要するに罠わな

 なんだろう。頭を打ったんじゃないならそういう何かだ。分かってる。問題ない」

「何を独ひと

 りでぶつぶつおっしゃっているのか意味が分かりませんけども！」

　うっかり普段どおり暴あば

 れかけるが、途中ではっと思い至いた

 って動きを止める。そうだ、今は誘惑中なのだ。

（彼から触らせたってことは、第一段階は制せい

 覇は

 した！　はず！）

「とりあえず、試しに受け答えしてみろ。……そうだな、お前がこのあいだこなした、インボルクでのブリギット役。春の聖せい

 詩し

 篇へん

 、見事な吟ぎん

 詠えい

 だったと、他た

 領りよう

 にまで知れ渡っているそうじゃないか」

「おだてても何も出なくてよ」

「別に何か出させる気はない。欲しくなったら勝手に奪うば

 うつもりだから」

　何をだ。

　フェルの顔は引きつったが、そこに突っ込むとあとが怖こわ

 い気がして黙だま

 っていた。

「やっぱりどこか悪いんじゃないのか？　さすがに、いつもなら殴なぐ

 りかかってくるところだぞ……」

　おとなしく身を固くするフェルに、戸と

 惑まど

 ったように首を傾げ、クロウはさらに、腕を引き寄せると、首くび

 筋すじ

 に鼻先をうずめてくる。反応を確かめるように。

（あばばばマジ勘かん

 弁べん

 、じゃない!!
 　落ち着けわたし！　つつましくつつまし……無理ダメとても逃げたい、むしろどつき飛ばしたい！）

　予想以上に平気じゃなかった。とっさに黒い上着の胸とのあいだに自分の腕を挟んでぐいぐい押し返しつつ内心で絶ぜつ

 叫きよう

 するフェルに、クロウはふと動きを止める。

「……鈴蘭の香りがする」

　彼がわざわざ声に出してきた理由は分かる。なぜなら、フェルが今まとう香りは、先日、彼が旅先でくれたもの。

　フェルがいちばん好きな花、鈴蘭の精油。

　今日これを使ったのは、命令変更について悩みに悩んだ結果、元気が欲しくなったからだ。涼やかに甘い香りは、嗅か

 ぐたび幸せな心地ここち

 にしてくれるので。

（好きな花まで知っていたなら、それは『本物』……なんてまさかね！　だいたい本物ってなんのよ？　本物の鬼畜ってこと？　もう、ラナが変な話するから……！）

　彼のオードコローニュと、自みずか

 らの鈴蘭油が混じり合う。意外にも相性は悪くないんだな、などと考えてしまって、余計に恥は

 ずかしくなった。

　真っ赤になるフェルに、クロウはたいそう平へい

 淡たん

 な声できびきびと指し

 摘てき

 してきた。

「よし、そうか分かった。これも突き落とす前振りか。飢う

 えた野や

 犬けん

 に毒どく

 餌じ

 を食わすには匂いも重要だしな。知ってる。手の込んだ嫌がらせだ」

「何をぶつくさとまた妙な独ひと

 り言ごと

 おっしゃってるんですの!?
 　理由なんてなくてよ、つ、使わなければ無む

 駄だ

 になりますもの！　別に、香れば薔薇でもラベンダーでもネコジャラシでもなんでもよかっ……」

　いつもの癖くせ

 で憎にく

 まれ口を叩たた

 きかけ、はたと止まる。

　──気持ちのいい言葉は、ちゃんと伝えないといけない。これもラナの忠告だ。

「……ごめんなさい、噓うそ

 です」

　フェルは小さく謝った。

「本当は。……少し元気が欲しかったんです。とても好きな香りだから、特別なときにつけたいと思って──」

　言っているうちにどんどん恥ずかしくなって、尻しり

 すぼみになる。

　──が。

　どのみち、最後まで続けることはできなかった。

（ほぎゃ!?
 ）

　クロウがいきなり、フェルの首くび

 筋すじ

 に冷たい唇を押し当てたのだ。吐と

 息いき

 が鎖さ

 骨こつ

 をくすぐっていく。まるで、肌の感かん

 触しよく

 や香りを味わうように。

「だ、旦那さま、急になにっ、なんですの！」

　フェルはたちまち頭のてっぺんから爪つま

 先さき

 まで、ぼっこぼこに沸ふつ

 騰とう

 した。

　しかしクロウは、いくら胸板をぺちぺち叩いても身じろぎすらしない。実は、彼は彼で、衝しよう

 動どう

 的てき

 な自分の行いに戸と

 惑まど

 って自じ

 失しつ

 していたのだが、当然フェルには知る由よし

 もないのだ。

「……困るな」

　やがてクロウは、フェルから少しだけ身を離す。それから、朱しゆ

 を帯びた彼女の白い頰ほお

 に片手を添え、緋ひ

 銀ぎん

 の髪に差し入れるように、手の平で首筋を辿たど

 った。

「いきなりは困る」

「え、旦那さま？　困るって、な、何が」

「別に」

　ぶっきらぼうな言葉とは裏うら

 腹はら

 に、彼の長い指は、繊せん

 細さい

 なガラス細工を扱あつか

 うように、そっとうなじに触れた。そのまま、頭を引き寄せられる。群青の一対がすぐそばに迫った。

（だ、あわ、わたしが悪かったです、調子こいてすみませんでしたもう限げん

 界かい

 っ……!!
 ）

　涙目になり、危うく魂たましい

 をどこかに飛ばしかけたフェルは、為な

 す術すべ

 もなく口づけられ──たわけではなく。代わりに、耳もとで、はあっと大きくため息をつかれた。

「で？　何を企たくら

 んでいるんだ、お前は」

　ぎくりとするフェルに、「やっぱりな」とクロウは半はん

 眼がん

 になる。

「いつになく不自然にへばりついてきて、裏がないと思うほうがおかしい。結局のところ、お前は俺と離婚したいんだろう？」

「それはもう、心の底から」

　素直に気持ちを伝えるのは大事なことなので、フェルは深く頷いた。途と

 端たん

 、クロウの片頰が引きつる。

「……そこは否定するところだ」

「そうなんですの？」

　きょとんとするフェルに気抜けしたのか、「まあいい」とクロウは話を変える。彼はテーブルから、放り出された書類をつまみ上げた。

「その最終目的が変わっていないなら、このネタは問題ないな」

「ネタ、って。また賭か

 けか何かのお話ですの？　わたくしに？」

「ああ。俺が見ているこの書類、なんだか分かるか？」

「え？」

　フェルは、クロウの膝ひざ

 に両手を添そ

 えて身を乗り出す。白く上じよう

 質しつ

 な紙に並んでいるのは、訳わけ

 が分からない文字と数字の羅ら

 列れつ

 に見えるが──

（あ、知ってる）

「黒龍城の帳ちよう

 簿ぼ

 、ですわね」

「ああ、先月の決けつ

 算さん

 表ひよう

 だがな」

　数すう

 値ち

 は、今まで勤つと

 めてきたどんな大おお

 店だな

 のものとも桁けた

 違ちが

 いだが、間違いない。

（こんなに巨大な額だってのに、領全体の予算じゃなくて、あくまでお城だけの経けい

 費ひ

 なんだから恐れ入るわ……）

　金銭感覚の違いに気が遠くなるフェルに、クロウは問う。

「侍女たちから聞いた。シレイネ、お前、節せつ

 約やく

 が得意なんだとか？」

「はい？　そ、そんなことは」

　吝ド

 嗇ケ

 家チ

 の姫君というのも妙な話なので、フェルは慌てて否定したものの、クロウに聞くそぶりはない。

「高こう

 貴き

 な女性に浪ろう

 費ひ

 家か

 の多い中、驚くほど生活がつましいとかなんとか。そこでだ」





　──城の維い

 持じ

 運うん

 営えい

 費ひ

 の見直しを手伝ってみる気はないか？





　不思議なお誘さそ

 いに、フェルはぽかんとする。

「お城の予算の見直し？」

「ああ。ユナイアとエルラントをぶち抜ぬ

 く商しよう

 路ろ

 建けん

 設せつ

 の話はしただろう？」

　フェルの故郷ユナイア王国と、ここエルラント帝国は、古くから戦争続きの関係だ。

　国家の存そん

 亡ぼう

 をかけるほど大だい

 規き

 模ぼ

 なものは過去六度ほどだが、小こ

 競ぜ

 り合いを含ふく

 めると、もはや数えるのもいとわしい。かくいうフェルも、そもそもは、花嫁という名の人ひと

 質じち

 として輿こし

 入い

 れしてきたのだ。

　両国の不ふ

 仲なか

 を根本的に解消する手しゆ

 段だん

 として、クロウは、ユナイア王セタンタに、両者を繫つな

 ぎ、東とう

 方ほう

 帝てい

 国こく

 に至いた

 る大商路の敷ふ

 設せつ

 を持ちかけたという。そして、ユナイアの御ご

 前ぜん

 会議にて案が承しよう

 認にん

 された旨むね

 、セタンタから昨さく

 日じつ

 、文ふみ

 が届いたのだと。

「まあ、平たく言うと金がかかる事業だ。共同出しゆつ

 資し

 だが、敗戦で疲ひ

 弊へい

 したユナイアにさして負ふ

 担たん

 をかけるわけにもいかない。幸いクルヴァッハは豊かな土地だから、資金は潤じゆん

 沢たく

 にある。とはいえ、多ければ多いに越したことはない」

「それで、目下は足元──お城限定の節約から、ということですの？」

「察さつ

 しが早くて助かる」

　目標は、現行の月つき

 次じ

 予算からの三割減だ、とクロウは言う。

「使用人に話を聞いたり手伝わせたりは好きにすればいい。資料も望むだけ与える。期限は三日。ここにある俺の原案と突き合わせて、三割以上削さく

 減げん

 できた試算表を作ればお前の勝ちだ。課題を達成できたら、離婚を真しん

 剣けん

 に考えてやらなくもない」

「本当ですの!?
 」

「ああ。噓はつかない。ただし案は現実的なものに。無理な人員整理など別のところに皺しわ

 寄よ

 せがいくのはなしだ」

　フェルは唾つば

 を吞み込んだ。

（離婚を賭けて旦那さまと節約合戦!?
 　こういう展開を待ってたの。やばい、めちゃめちゃ興奮する！）

　前にも、彼と離婚を賭けたことはあるが、そのときとは勝しよう

 率りつ

 が違う。黒龍師団員総そう

 出で

 で追い回されるあの理り

 不ふ

 尽じん

 鬼おに

 ごっこに反し、節約術はフェルの得意中の得意だ。

「受けて立とうじゃありませんの！」

　フェルは思わず、両こぶしを握にぎ

 った。

「旦那さま、絶対絶対、約束ですわよ。三割、達成したら、わたくしとの離婚を真剣に考えてくださいませね！」

　クロウの右手を、小さな両手で包んで胸に抱きしめ、情熱的に夫の顔を見つめながらほんのり頰を染そ

 める。

　そんなフェルを眺なが

 め、クロウは「……台詞せりふ

 が台詞じゃなかったらな」とよく分からないことを呟いた。
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　質しつ

 素そ

 倹けん

 約やく

 が信しん

 条じよう

 、趣味は値切りと小こ

 銭ぜに

 数えというフェルにとって、節約は呼吸よりもたやすいことだ。

　伊だ

 達て

 に故郷ベルファスティスのご近所さんで『禁きん

 断だん

 のモッタイナイ精せい

 神しん

 』『フェルちゃん、そこは人として削けず

 っちゃ駄目だ』と恐れられてきたわけではない。

（このお城に来てからこのかた、『あれ削れそう』『ここ抑おさ

 えたい』とかずっとむずむずしてたんだから。贅ぜい

 沢たく

 上じよう

 等とう

 のお貴族さまには、跳と

 んで弾はず

 んででんぐり返っても出てこないド庶民節約術の真しん

 髄ずい

 、見せてやるわ！）

　そう。

　今度こそ楽勝──の、はずだったのだが。

「なんっなの、この完かん

 璧ぺき

 な予算は……!?
 」

　二日後。早々にフェルは、図書室の机に突っ伏すことになる。

　これまでめくるめくお仕事の日々を送ってきたもので、商家の帳付けや、東方商人の仕入れ手伝いなどは数あま

 多た

 の経験がある。大きすぎる数字に腰が引けたのも最初だけ、そういうものだと慣な

 れてしまえばどうということはない。

　最大の問題は、やはりというか──あの旦那さまが、そう簡単に隙を見せるはずがないということだった。

　クロウから、過去二年分の月次報告書の控ひか

 えも貰もら

 い、意い

 気き

 揚よう

 々よう

 と作業に乗り出したはいいが、見つめれば見つめるほど穴がない。

（今年に入って増えた、妻わたし

 用のドレスや靴くつ

 なんかの分は、皇こう

 族ぞく

 の威い

 厳げん

 を保たも

 つ最さい

 小しよう

 限げん

 に抑おさ

 えてあるし。毒好きのほかは、食しよく

 道どう

 楽らく

 なんかの目立った浪ろう

 費ひ

 もないし。一番の減らし所、あの毒畑を事業仕分けしてやれって思ったわけだけど）

　驚いたことに計算してみると、通常の庭園も聖堂を転用した悪趣味な毒草園も、維い

 持じ

 費ひ

 はさして変わらない。

　それどころかクロウは、育てた毒草毒樹の一部を、家か

 令れい

 を使ってときどき業者に卸おろ

 していることも判はん

 明めい

 した。毒も使いようでは薬になるためだ。あの不気味庭園を改かい

 造ぞう

 すると、逆に赤が出てしまう。

「焼き払はら

 って芋いも

 畑ばたけ

 にするより稼ぎがいいなんて……！」

　フェルは困り果て、家令はもちろん、馬ば

 丁てい

 や庭師や厨ちゆう

 房ぼう

 や召めし

 使つかい

 たち、果ては黒龍師団員に至いた

 るまで、お城に勤つと

 める人々に細かく話を聞いて回った。

　ラナの協力もあって、この、「奥方さまの節約作戦」の話は、またたく間に城中に伝わり、「奥方さま、殿下とまた何か勝負をされてるんですって？」「自分も手伝いますよ」と協力者が増えていき──気づけば、お城のみんなが一いつ

 緒しよ

 に頭をひねってくれている、のだが。

（さっぱり手が見つからん！　あと一日しかないのに）

　これだけ周りを巻き込んで、もう後には引けない。

　何より、得意分野の節約だ、絶対に負けたくない。

（単純に衣食関係で削れるところは全部削り切ったし。何かドカッと一いつ

 発ぱつ

 逆ぎやく

 転てん

 で減らせるような策さく

 が……うーん）

　ここまできたら、意地でも勝利しないと。フェルはのろのろ机から身を起こし、「頭を使うなら、甘いものがいいですよ！」と侍女たちが置いていってくれた、クランベリーのメレンゲ菓子に手を伸ばす。

　──と。

　自分の指より先に、もうひとつ手が伸びてきて、つまもうとした薄うす

 桃もも

 色いろ

 のメレンゲをさらっていった。

　フェルは恨うら

 みがましそうに、いつの間にかこちらを覗のぞ

 き込んでいる人物に目をやる。

「シレイネ、順調か？」

「……これが順調に見えますの、旦那さま」

「いや？　まったく」

　わざわざ奪っておきながら、メレンゲを自分ではなく、フェルの口に放り込み、彼は愉ゆ

 快かい

 そうに目を細めている。軽い口当たりの砂糖菓子は、あぶくのように舌した

 の上で消えた。甘さの中にほのかに利き

 いたクランベリーの酸さん

 味み

 が、苛いら

 立だ

 ちまで溶と

 かしてしまって、なんとなく悔くや

 しい。

「そう簡単に、お前が勝てるような試合を、俺が持ちかけると思うか？」

「いいえ全然。ドン底に突き落とす前に、一度希望を持たせて衝しよう

 撃げき

 を倍ばい

 にしたあとで、さらに上から石を投げ落としてもくるおかたですものね。あなたは」

「よく分かってるじゃないか」

　そのドン底に、オチまで知っているはずなのに、よくもまあ毎まい

 度ど

 転がり落ちるものだ。と、愉たの

 しげに続ける彼に、フェルは盛せい

 大だい

 に頰を膨ふく

 らませた。

「嫌いや

 味み

 を言って満足したなら、出てってくださいませ。あなたの顔を見ると気が散りますの」

「そう言うな。俺のことは空気か何かだと思え」

「空気ですって？　そんな、吸す

 うだけで肺はい

 炎えん

 起こしそうな真っ黒けで毒素まみれの空気はごめんこうむりますわ」

「……俺も大たい

 概がい

 口が悪いと自覚していたが、お前のを聞いているとマシな気がしてくるな。まあ、気づかないなら構かま

 わない。せっかく予算の『穴』の手がかりをくれてやったのに」

「え!?
 」

　ぶんむくれて頰づえをついていたフェルは、慌てて、机によりかかるクロウの顔を見上げた。軽く笑い、クロウはフェルの背はい

 後ご

 に回ると、机に向かう彼女の上から被かぶ

 さるように身をかがめてくる。

（わ!?
 　な、なに）

　背に、彼のぬくもりが当たる。続けて後ろから腕を回され、指先でつうっと顎あご

 をなぞられた。頰に吐と

 息いき

 を感じ、心臓が大きく跳は

 ねる。

（ああもう。『いきなりは困る』って、どっちがよ!?
 ）











　やたらと近い距離に、どきどきと早はや

 鐘がね

 を打ちっぱなしの心しん

 臓ぞう

 を宥なだ

 めつつ、声には出さずに「つつましく、つつましく」と呪じゆ

 文もん

 のように唱とな

 えていたフェルは、彼がそっと囁ささや

 いた言葉に目を瞠みは

 った。

「たとえば、空気みたいに当たり前に使っているもの」

「え……」

「嗜し

 好こう

 品ひん

 も贅ぜい

 沢たく

 品ひん

 も、食費や備品も削けず

 るのに限界があるなら、一見切り詰めようがないところを見てみるかな。俺なら」

　声が至近距離で鼓こ

 膜まく

 を震ふる

 わせ、フェルは身を竦すく

 める。

（空気みたいに、当たり前の……）

　ぱちんと何かが爆は

 ぜる音がした。視線をずらすと、その先にあるのは暖だん

 炉ろ

 。

（あっ！）

「あの、旦那さま！　ひょっとして──」

「じゃあ、せいぜい頑がん

 張ば

 って、無駄な足あ

 搔が

 きを続けてみるといい」

　背から気配が離れる。驚いて振り向いたときには、彼の後ろ姿が扉の向こうに消えようとしていた。

　感謝の代わりに、フェルは頰に溜た

 まった熱を発はつ

 散さん

 するように叫んでみた。

「ひと言余よ

 計けい

 ですのよ！」





　残り時間、フェルは一いつ

 心しん

 不ふ

 乱らん

 に、削さく

 減げん

 案あん

 に集中した。

　賭けのことなど二の次で、いつしか夢中になっていく。確かな手ごたえは、かつて、週に二十九も仕事を掛け持ちしていたときの興こう

 奮ふん

 を思い出させてくれた。

（どんどん減る。わくわくする。うわあ、とんでもなく楽しい！）

　ベルファスティスでは神かみ

 業わざ

 と呼ばれた超高速のそろばん打ちで、何度も何度も案を練ね

 り直して計算し直す。

　数字の得意な侍女にも手伝ってもらい、洗って揉も

 んで叩いて練ね

 って、さらに一日。

「旦那さま、失礼いたしますわ！」

　期限ぎりぎりの夕暮れに取り次ぎを送るなり、フェルはクロウの執務室に駆か

 け込んだ。

「えーと、奥方さま、とりあえずお掛けになって、冷さ

 ました紅茶はいかがです？　失礼ながら、淹い

 れたてより、一いつ

 気き

 飲みに適てき

 するんじゃあないかと思う次し

 第だい

 で」

「ありがとう、頂きます」

　黒龍城の家令、ケイ＝サリタが、メガネの下で、切れ長の藤ふじ

 色いろ

 の目を、ぎょっとしたように瞠みは

 っている。フェルは、勧すす

 められるまま長椅子に腰を下ろすと、ケイが浅黒い肌色の指で差し出してくれたカップを受け取り、下品にならない程度にごくごくと呷あお

 った。

「なんだ、諦あきら

 めて寝ているかと思ったのに」

「ふっ……負け犬予定の旦那さま、吠ほ

 えられるうちに好きなだけ吠えるがよろしいわ。さあ、ご覧らん

 になって！　言ってはなんですが負ける気はございませんわよ」

　樫かし

 の執務机から立って、すぐ隣に腰を下ろしてくる夫に、フェルはばさりと予算案を突きつける。書面に視線を走らせ、クロウは目を眇すが

 めた。

「おや……これはまた、結構な額が減ったな。どこを削った？」

「まずは薪しん

 炭たん

 料りよう

 です」

　フェルは即そく

 答とう

 する。

「クルヴァッハの冬は厳しいですもの、薪炭料は多めに取ってありますわね。でも、薪だってタダじゃございません。皆さまに協力していただいて調べてみましたら、使い切らずに次々くべたり、結構な無駄があることが分かりましたの。燃ねん

 料りよう

 は、使うときに量を気にしないことが多いですもの。まるで水や空気のように
 」

　類るい

 似じ

 の項目として、夜間に使う灯火油や、馬の飼い葉なども見直してみた。

「着ちやく

 眼がん

 点てん

 は悪くない。が、急に削れば不満が出るかもしれない部分でもあるが？」

「節約ついでに周しゆう

 知ち

 徹てつ

 底てい

 してまいりましたもの。皆さま、気持ちよくご協力いただけそうですわ」

　頷くフェルに、「で、それだけか？」とクロウは目を細める。

「薪炭料で稼げるのは、多く見積もってせいぜい一割。残りまだ二割ある」

「わたくし、『まずは』と申し上げましたでしょ」

　ふふんと鼻を鳴らし、フェルはわざと小こ

 憎にく

 たらしく笑った。

「見てくださいな。……本番は二枚目以い

 降こう

 ですの」

　次の一枚からは、びっしりと書き込まれた各種削減案が始まる。タペストリで隙間なく壁を覆おお

 い放熱を防ふせ

 ぐのは、厳げん

 冬とう

 の地である故郷ベルファスティスでの知ち

 恵え

 だ。炉ろ

 の灰はい

 や、厨房で出る生なま

 ものの屑くず

 などは、容器に土と合わせて混ぜ、発はつ

 酵こう

 ののち熟じゆく

 成せい

 させれば良りよう

 質しつ

 の堆たい

 肥ひ

 に変わる、等々。

「ふうん。タペストリはどこから調達するつもりだ？」

「そこは抜かりなくてよ。先代や先々代の頃の品で、お蔵くら

 入りしているものがありました。虫むし

 干ぼ

 しします」

「分かった。だが、それでも多くて二割。もうそろそろ、単純な『節約』はネタ切れのはずだ。まだ、一割足りないが？」

「そのとおり、ですわ……」

　クロウの指し

 摘てき

 を受け、フェルは思わず唇くちびる

 を嚙か

 みしめる。

（さすが旦那さま。いちいち計算が速くて嫌味だったら。でも、わたしだって負けるつもりなんか、ないんだから！）

　フェルは、ふっと口元を緩ゆる

 めた。

「……では、時間というのはいかがかしら」

「時間？」

「来月には、春分オースターラ

 を迎えて、日が長くなりますでしょう。その間、時とき

 告つ

 げの鐘かね

 を一いつ

 刻こく

 分早めて鳴らすのです。時間の感覚って、意外と馬ば

 鹿か

 になりませんもの」

　城で働く使用人たちの時間割について細かく聞いて回った結果、時告げの鐘に左右されて、日が暮れてからも灯火を使って仕事をしたりと、無駄が多いことが分かった。

「だらだらと長い間仕事を続けるより、短く集中する方が効こう

 率りつ

 だって上がりますもの。時を早めて、代わりに消しよう

 耗もう

 品ひん

 の使用制せい

 限げん

 をかける。これで、最後の一割。去年の同じ月に比べれば、ちゃんと三割減らせております。……まあ、ぎりぎりですけれど」

　腕を組み、小さな背を得意げに逸そ

 らしてみせるフェルに、クロウは「なるほど」と軽く口くち

 の端は

 を持ち上げた。

「ちなみに、これが俺の案だ。──では、答え合わせをしてみるか」





　どきどきしながら、長椅子の上で姿し

 勢せい

 を正し、彼の計算が終わるのを待つ。──結果は。

「二割七分──っ!!
 」

　がっくりと両手を肘ひじ

 掛か

 けについてうなだれるフェルに、クロウはふっと微笑ほほえ

 んだ。

「残念。届かない」

「うう……残念も残念ですわよ。あとちょっと……あとちょっとでしたのに！」

　何より、協力してくれたお城の皆さんに申し訳が立たない。みんな、フェルのために自分の時間を削りながら考えてくれたのだ。

「皆さま、ごめんなさい……」

　あんまりフェルがしょんぼり凹へこ

 んでいるので、近くで話を聞いていたケイが、若干気の毒になってきたらしい。ためらいがちに補おぎな

 ってくれた。

「奥方さま奥方さま、そこまで気に病や

 まずとも。自分め思うに、我が君は、もともと節せつ

 減げん

 の上じよう

 限げん

 をご承しよう

 知ち

 だったんじゃあないかと。で、削って削ってさすがに三割まではいかないだろうとアタリをつけて賭けを申し出た。違いますかね」

「……へ？」

「要するに、初めから勝ちようがなかったのでは、と。だって、相手は我が君ですよ？」

　理り

 解かい

 まで一拍。

　フェルは、ぎしぎしと音を立てそうなぎこちなさで、ゆっくりとクロウを見た。

　……さりげなく目を逸らされた。

「おい、ケイ。せっかくうまく収まりかけていたのに、種を明かすなよ」

「……っの！」

　極きわ

 めつきのひと言を聞いて、脳のどこかで、何かいけないものがぶちっとちぎれる。

「相変らずやり口が最っ低ですわね、この性しよう

 悪わる

 陰いん

 険けん

 毒龍公!!
 　ああもう、この数日、お城の皆さまがどれだけ一緒に悩んでくださったと……!?
 」

「ソレハ悪カッタナ」

「誠意が！　微み

 塵じん

 も！　感じられない!!
 」

　長椅子の上から引ひ

 っ摑つか

 んだクッションを投げつけるフェルに、今回はさすがにやりすぎたとでも思ったのか、素直に食らってくれながら、クロウは苦く

 笑しよう

 した。

「悪かった。でも、俺の力だけじゃ決して減らせなかった二割七分だったのも事実だ」

「……？」

　どういう意味だ、と訝いぶか

 しむフェルに、「このあいだ助じよ

 言げん

 はしたが、短時間で、お前がここまで内容を詰つ

 めてきたのは予想外だった。意外と肝きも

 が冷えたぞ」とクロウは薄うす

 く笑え

 む。

「第一、俺が削減に乗り出したところで、使用人たちには、けちくさい城じよう

 主しゆ

 の締めつけにしか見えなかっただろう。『奥方さまが、城中を走り回りながら、使用人みんなの知恵を借りてまで汗みずくで考えた策さく

 』だから、全員が喜んでついてくるんだ」

　俺が思いつかなかったものもある。『時間』の節約、面白い案だった、とクロウは付け足した。

　それから、フェルの予算案の下に、いくばくかの数値を書き込む。

「騙だま

 した詫わ

 び代わりに、今回浮いた予算のうち、これだけ好きに使っていい」

「……え？　浮いた分は商路の建設費にするんじゃ」

「問題にもならない額だろう」

「それでも、わたくしにすれば結構な……ええと、よろしいんですの？」

「ああ。ドレスでも香水でも宝石でも、好きなものを買えばい──」

　クロウがみなまで言わないうちに、フェルは頰を紅こう

 潮ちよう

 させると、外に向かって走っていく。彼女が開け放った扉の向こうには、ぎゅうぎゅうに使用人たちが詰めかけていた。

「奥方さま、いかがでした!?
 」

「殿下に勝てましたか!?
 」

　我われ

 先さき

 にと、口々に問いかける彼らに、申し訳なさそうに「負けちゃいましたわ」と肩を落としつつ、フェルは握りこぶしを作った。

「でも！　目標額には達たつ

 しなかったけれど、浮いた予算の一部を頂けましたの」

　いろいろ尋ね回るうちに、使用人棟とう

 の暖炉が古くて壊こわ

 れかけだとか、あれこれ足りないものだとか、彼らの目下の悩みなども知ることができたフェルである。

　戸惑う彼らに一人一人視線を合わせ、フェルは指を一本立てた。

「皆さまと勝ち取ったものですもの。使い道、一緒に考えてくださいな」

　やがて、わっと盛も

 り上がる彼らの様子を見ながら、クロウが呟いたひと言は、もちろんフェルの耳に入っていない。

「だろうな。……ドレスも宝石も、お前が買うわけがないか」
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（結果は残念だったけど、楽しかったなあ……）

　クロウの執務室からの帰り、フェルはほくほく緩ゆる

 む頰を押さえていた。

　貰もら

 った資金の使い方を報告したあと、せっかくなのでと、そのまま全体予算の補ほ

 正せい

 を手伝ってきたのだ。

　久しぶりに、こそこそ変装なんてせずに、『仕事』に打ち込めた。しかも、クロウと一緒にだ。

　極めつきに、彼がくれたひと言。

　──きっかけは賭けだが、助かった。また、お前の力を借りていいか？

（助かった、って言ってくれた。……なんだかんだいって、誠実な人なんだよね）

　ほかでもない彼の役に立てた。次も望んでくれた。それが何より嬉しい。

（そもそも『空気みたいに当たり前のものを減らせば』って鍵かぎ

 をくれたのは、旦那さま。彼だって分かっていたはずなのに……譲ゆず

 ってくれたわけだし）

　立冬サウイン

 に嫁いでからこちら、彼の意地悪にはさんざん振り回されてきたし、つい先日、「やばいこいつ真しん

 正せい

 の鬼畜だ」とたいがい実感させられる事件もあったばかりなのだが。

　三カ月前と違って、築いてきた信しん

 頼らい

 関係が、根元から崩くず

 れることは結局なかった。

（……なんか、むず痒がゆ

 い）

　足元がふわふわして、舞い上がった気持ちを、フェルは慌てて引きずり下ろす。

　お前のおかげで助かったと言って、彼は頭を撫な

 でてくれたが、なんというか、それは、当初の目的であった『誘惑』とは根本的に違う気がする。

　役に立ってどうするのだ。骨までしゃぶるどころか、自分が出だ

 し殻がら

 になっている。

（目的が！　変わってるじゃない!!
 ）

　思わず、がっくりと肩を落とす。

　これでは進展しているのか後こう

 退たい

 しているのか分かりゃしない。

（ラナは、『仲良くなったんだから成功』って言うんだろうけど……うーん）

　頭が冷えると同時に、気づいたことが一点。山やま

 百ゆ

 合り

 の模も

 様よう

 を織お

 り出した紅あか

 いクレープ織のショールを、彼の執務室に忘れてきた。侍女に取りにいかせるのが筋すじ

 なのだが、身代わりド庶民にすれば、引き返したほうが早いと感じる。

　廊ろう

 下か

 を半なか

 ばまで戻ったところで、ふと、聞き覚えのある低音のオネエ言葉が聞こえて足を止めた。

「……で、やっぱり断られちゃったわん」

　フェルの目に飛び込んできたのは、クロウの執務室から廊下に漏も

 れた薄うす

 明あ

 かりに浮かぶ、紅い髪の長身の美び

 丈じよう

 夫ふ

 。黒の祭さい

 服ふく

 に、位い

 階かい

 を示す赤い肩掛け。

（ガウェイン先生!?
 ）

　フェルは思わず、壁に張りついて息を殺した。

　育ての親であり、孤児院の院長先生でもあるガウェインが、この黒龍城にやってきたのは、立春インボルク

 のわずか一週間前のこと。

　まだしばらく滞たい

 在ざい

 するという彼に、フェルは単純に喜んだが、城じよう

 主しゆ

 の『奥方さま』と、一いつ

 介かい

 の低てい

 位い

 聖せい

 職しよく

 者しや

 、吟遊詩人バルド

 のガウェインでは、なかなか話す機会に恵まれない。

　ガウェインは、黒龍城の敷地内でも隅すみ

 っこの離り

 宮きゆう

 にあたる黒こく

 陽よう

 宮きゆう

 に引っ込んでしまうし、フェルはフェルで、インボルクの準備や始末に追われて、召使の変へん

 装そう

 をして会いにいくこともままならず……という、歯がゆい日々が続いていた。

　ちなみに、思い切って先日訪ねたときは留る

 守す

 だった。ラナによれば、そもそも彼は黒陽宮から出ていることが多いのだという。

（先生、本ほん

 棟とう

 に来てたんだ！）

　しかし、彼はクロウと話し込んでいる様子だ。フェルに気づくそぶりもない。

「だろうな。俺からの訪問の申し出には、『皇こう

 族ぞく

 権力と聖職者は癒ゆ

 着ちやく

 しない』と断っておきながら、貴き

 殿でん

 に対しては『ユナイア派は

 閥ばつ

 の吟遊詩人バルド

 の訪問は受けない』とは、笑わせてくれる。……さすがはエルラント中央教会、お高くとまっておいでだ」

「何度も直接掛け合ったし、門前で数日粘ねば

 ってもみたけど全然ダメ。気持ちの悪い理不尽さよねえ。ま、もうちょっと試してみるけど。何かあるのかとか勘かん

 ぐっちゃうわ」

「そうか……無理を頼たの

 んで申し訳ない」

　フェルは首を傾げて耳をすます。不思議な組み合わせだ。しかも彼らは、ただの低位聖職者と第三皇子というには、なんとなく打ち解と

 けすぎているようにも感じられる。

（変なの。先生の『試し

 練れん

 』とかがあったから、仲良くなったのかな？　それにしたって、話の内容が……？）

　ガウェインが先日から留守がちな理由は判明した。なんと、黒龍城内にすらいなかったのだ。

（でも、エルラント中央教会に行ってたって？　どうしたんだろう。両国共通の国教……正教のエルラント派総本部になんか、なんの用事が）

　しかし、誰が聞いているやら分からない廊下での会話だ。彼らは、核心に触れる前に、さっさと話題を変えてしまった。

　ぼそぼそと続く声に、「そういえば、奥方さま
 に関してだけどん」の言葉が入っているのを聞き、フェルは飛び上がりかけた。

（わたしの話!?
 　なんで!?
 ）

「ラナちゃん……じゃなくて、侍女の子から聞いたわよん。予算をネタに、まぁたタチの悪い賭けを吹っかけたそうじゃないの」

　ガウェインはフェルと『シレイネ』の入れ替わりを知っている。とはいえ、クロウにそんな話を振られるのは困る。クロウもきっと、軽く流すだろうと思いきや、意外にも彼は律りち

 儀ぎ

 に答えた。

「嫌な言い方をしてくれる。経理の手伝いをしてもらっただけだ」

「ふうん、手伝いねえ。いったいどういう風の吹き回し？　聞いてた話じゃ、あなた最初は、奥方さまを部屋に押し込めて出さなかったそうじゃない。急に、そんな大事な仕事を任せるなんて」

　その疑問には、フェルも大いに同意した。

（ワルプルギスを迎えるまでは、本当の意味で『奥さん』じゃないんだし……賭けのネタとしてほいほい振られた仕事にしては、確かに重要すぎる気が）

　それに今までは、何かと妻の自由を制限してきたのに。急な方針転てん

 換かん

 はどういったわけだ。

　何かが、小骨のように引っかかる。もやもやと落ち着かなさに悩むフェルをよそに、クロウの声は続ける。

「……変えていかなければいけないと思ったから」

「変える？」

「あいつは妙なところまでよく気がつくし、何か、集中できる仕事に打ち込むときは楽しそうだ。それにこのあいだ『体調を崩くず

 した』際に開いてしまった城の連中との距離を、あいつ自身の力で縮めさせてやりたかった」

　たとえ、嫌っている夫の前で笑わなくとも、この城のどこかでは、彼女が笑顔で過ごせるように。

「クルヴァッハで暮らしていく中で、あいつが、自分の居場所はここだと思えるように」

　そう続けられた言葉に、フェルは息を吞んだ。

（旦那、さま）











　急に、胸が詰まった。

　ああ。ちゃんと、見てくれているんだ。彼は。

　今、目の前にいる『妻』がどんな人間かを。

　それが分かった瞬間、胸が震えるほどの高こう

 揚よう

 と──同時に、腰から下が溶けてなくなってしまいそうな虚きよ

 脱だつ

 感かん

 があって、フェルはへたり込みたくなる。

（旦那さまは、ちゃんと『わたしの化けたシレイネさま』をそのまま受け入れて一緒に暮らしていくための工く

 夫ふう

 をしてくれている。今後のことまで考えようとしてくれている）

　大事にされている、と実感した。だからこそ。

（わたしはどう？　彼を騙だま

 して離婚して……そのあとはどうするの？　裏切って傷つけたまま逃げるつもりなの？）

　しかし、シレイネとして居残ることは言ごん

 語ご

 道どう

 断だん

 だ。

　恩おん

 義ぎ

 ある姫に不ふ

 義ぎ

 理り

 を働くばかりではなく。そもそも彼は、何も知らないのに。





　──〝あんた、これからどうするつもり？〟





　ラナの声が、耳の奥にこだまする。

（わたしは──）

　立ち竦むフェルをよそに、ガウェインは話を続ける。

「なぁるほどねえ。あなたの直球すぎる台詞せりふ

 、嫌いじゃないけどオッサンには若干寒いわ」

「オッサン、って。本当はいくつなんだ……。いや、それ以前に乙女おとめ

 という話はどこに」

「やだーなにー幻げん

 聴ちよう

 かしらぁ嫌になっちゃうわねえ全部寒いせいね！　暖炉どこよ暖炉」

「！　……ああ。失礼した。中へ」

　ふと何かに気づいたようにクロウが提案し、彼らは扉の奥へと消えていった。

　オークの扉が閉まり、周囲には、沈ちん

 黙もく

 と薄うす

 闇やみ

 が残る。

　──フェルは俯うつむ

 き、しばらくその場に突っ立ったままでいた。
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「ちょっと、あからさますぎたかしらん？」

　きいっと音を立てて、扉が閉まる。外へと漏も

 れた光が細くなり、やがて完全に閉じてしまうのを待ちかねたように、クロウはため息をついた。

「ガウェイン殿どの

 。いつから気づいていたんだ」

「なあに？　話を、あの子が聞いてたこと？　そうね、最初は分からなかったわねん。あの子ってば、アタシに似て、気け

 配はい

 消すのがうまいから」

　告白できてよかったじゃない、と嘯うそぶ

 く大おお

 柄がら

 な聖職者に突っかかりたい衝しよう

 動どう

 に駆られるが、確実に片手であしらわれて終わりなので、仕方なく控ひか

 えめに抗こう

 議ぎ

 する。

「早く言ってくれ。何か余計なことまで伝わってしまったらどうするつもりなんだ」

　──〝妖精にとって、知ることは知られること。あの子に話せば大変なことになるわ〟

　本物の『シレイネ』の忠告が脳のう

 裏り

 をかすめる。彼女はクロウに、フェルに妖精のことは決して告げるなと言い残した。

　おとぎ話めいた、奇き

 怪かい

 な助じよ

 言げん

 だとは思う。だが、敵の姿も正体もおぼつかない分、度を越すほどに慎重にならなければならない。

「あらそ。じゃ、しばらく黙ってた理由を教えてあげるわ。アタシの語ご

 彙い

 じゃ、今のあんたみたいな状態を『臆おく

 病びよう

 風かぜ

 に吹かれる』って言うからよ」

「臆病風……？　そういう問題じゃな……」

「いーや、そういう問題だね。要するに、『相手の耳も目も何もかも塞ふさ

 ごうとしている思考停止野郎』って話。いい加か

 減げん

 イライラすんの」

　反はん

 撃げき

 の言葉が予想以上に辛しん

 辣らつ

 で、クロウは一瞬息を吞んだ。

「そりゃあ言っていいことと悪いことはあるわ。特にあの子の本当の素す

 性じよう

 については、本人の安全に関わるらしいから、不用意に明かせないのは承しよう

 知ち

 してるし……ただ、全部じゃないはずよん？」

　ガウェインは、琥こ

 珀はく

 色いろ

 の目を眇すが

 める。

「ついでだから訊かせてちょうだいな。……いつまであの子を騙し続けるつもり？」

「それは……」

「あの子が偽の『シレイネ』だって知ってること。たとえ本物の『シレイネ』じゃなくても、あの子がいいんだってこと。それだけでも言えない？　……伝えれば、たしかに混乱はさせると思う。でも、あの子だけが何も分からないままでいるのは、あまりに酷こく

 だわ」

　せめて、いつになったら彼女は『偽物のシレイネ』から解放されるのか、と。

（しかし、言ったが最後、あいつは逃げるはずだ。……そばで守れなくなるのは、困る）

　本当に、それだけが理由か？　ふっと胸にわいた自問を押し殺し、クロウは口を開く。

「今は……まだ、言えない」

　答えてからクロウは、下げ

 策さく

 だったと気づく。ガウェインが半はん

 眼がん

 になったからだ。

　そのまなざしが、娘の前では決して見せない鋭するど

 さを帯お

 び、声からしなが消える。

「お前さんがあの子に何も告げない理由、それはあの子のことが信じられないってことか？　少なくとも、こっちにゃそう見えるわけだが」

「違う！　あいつのことは誰より信頼している」

「あのな、クロウ
 」

　ガウェインは、含ふく

 めるように名を呼ぶ。

「てめえの誠意は見せかけだって、思わせてくれるなよ。──あの子を守るためだって理り

 屈くつ

 は分かるが、このまま、最後まで道どう

 化け

 を演じさせるつもりなら容よう

 赦しや

 しねえ」

　並の人間ならば相対するだけで心臓を止めてしまいそうな気迫を放っていたガウェインだが、そこでふっと肩の力を抜くと、結論のように提案した。

「……って一度、そこんとこちゃんと向き合ってみたほうがいいんじゃねえか。あの子に本気で好かれたいと思うんならな。うまく言えんが、人間不ふ

 信しん

 ？　いや、愛情不信か。ソレ、抱えたままだと未来永えい

 劫ごう

 幸せにできんぞ。あの子もだし、自分だって」

「好かれたい……あいつに？」

　心底怪け

 訝げん

 な声で問い返したクロウに、ガウェインも驚く。

「おいおい、何びっくりしてるんだ」

「俺が好かれるかどうかと、あいつの幸せとは関係ないのでは？　あいつの喜びは……あなたや故郷の仲間が健すこ

 やかであることだろう。俺には、ここでの暮らしがあいつにとって快適であるよう力を尽くすことと、国交を正常化してあなたがたを助けることしかできないと思うんだが」

　彼女と一緒に、幸せになる。

　それはとても虚うつ

 ろで、散さん

 漫まん

 で。およそ現実離れした響きを持って聞こえた。

　きっとこれからも、彼女の心は得られない。だが、自分にとって彼女の存在は大きすぎて、もはや手放すことなどできない。クロウの中で、それは揺るぎない前ぜん

 提てい

 であり、かつ、特に不満を覚えるべき話でもなかった。

「俺では、彼女を幸せにできない。だからこそ、彼女が自分で『幸せになる』ためにできることは、すべてしてやりたいんだ」

「いやいやいや、一瞬立りつ

 派ぱ

 な主張に聞こえるけど、絶対なんか違う。今どきの若い子の思し

 考こう

 回かい

 路ろ

 が理り

 解かい

 不ふ

 能のう

 すぎて、オッサン、じゃなくてオネーサン、本っ気でアタマ痛くなってきたわ……」

　しばらくガウェインは啞あ

 然ぜん

 としていたが、やがて片手を挙げた。さすがに何かを感じ取ったクロウは、「ところで」と無理やり話題を変える。

「本当に、貴殿には来ていただけて良かった。……あいつの秘密を探るために、貴殿の証言は必要不ふ

 可か

 欠けつ

 だ」

　のみならず、『フェルの正体も、本来の出しゆつ

 自じ

 も知っている聖職者
 』の協力が欲しかった。

　──しかし。

「本人には、戦せん

 災さい

 孤児だと説明しているそうだが。そもそも俺から聞くまで、貴殿は、フェルが自国の王女だという話そのものを知らなかったんだな」

「まあ、そうねん」

　ユナイア王家に生まれる『夕暮れ色の姫君』──緋ひ

 銀ぎん

 の髪を持ち、黄昏たそがれ

 のあわいを瞳に持つ女性は、必ず神かみ

 隠かく

 しに遭あ

 うという。実は、ユナイア王宮に暮らす『シレイネ姫』は、『妖よう

 精せい

 の取り替え子』で、フェルこそが正統なユナイア王女なのだと、クロウは先日、ほかでもない『シレイネ』本人から聞かされた。

「ただし、一度神隠しに遭あ

 ったときに、王おう

 籍せき

 も権利も失われて、身分はしがない孤児のままだが、と」

「……アタシもね。あんまり詳しいこと知ってるわけじゃないんだけど。まず、フェルディアちゃんを保護してたのは、アタシの先代の孤児院長の吟ポ

 詠エ

 詩ル

 人ジ

 なのね」

　聖職者には階級がある。頂点に立つ第一階級の樫樹の賢人ドルイド

 は、まず、各国の中央教会にしかいない。それから、王おう

 侯こう

 貴族への布ふ

 教きよう

 役やく

 となる第二階級の預言者ウアテス

 、孤児院経営など慈じ

 善ぜん

 事業に直接携たずさ

 わる語フ

 りイ

 部ラ

 や吟ポ

 詠エ

 詩ル

 人ジ

 と続き、元来僧兵でもある吟遊詩人バルド

 は末まつ

 端たん

 の聖職者に当たる。

「ジジイ……あー、先代院長の吟ポ

 詠エ

 詩ル

 人ジ

 は、まあ、ネアカでかくしゃくとした人だったけど、噂うわさ

 によれば、戒かい

 律りつ

 を侵おか

 して降格させられた預言者ウアテス

 だったらしいんだわ。で、先代が失しつ

 脚きやく

 したのと、あの子が生まれた時期が、だいたい同じ」

「戒律を侵す……？　どんな」

「それも教えてもらえなかったわねえ。あと、フェルディアちゃんの出身地なんかを具体的に訊こうとすると、絶ぜつ

 妙みよう

 にはぐらかされたわん」

　ガウェインは先代から、「ワルプルギスには、あの子を聖堂などの神しん

 域いき

 から決して出すな」と固く注意されていたという。

「ワルプルギス？　よりによって、か。……それは、なぜ」

「分からないわよ。アタシも当時は諸しよ

 事じ

 情じよう

 あって荒あ

 れてたから。気持ちに余よ

 裕ゆう

 ができて、そういう疑問を覚え始めた頃には、もう彼はいなかった……」

　クロウはふと、本物の『シレイネ』がこの城に滞たい

 在ざい

 していたときの、奇き

 妙みよう

 な行動を思い出していた。フェルが使っている、黒龍城の女主人の部屋には今、天てん

 井じよう

 画が

 がない。一定のモチーフを使った燭しよく

 台だい

 やチェストなども、まるごと入れ替えになっている。

　取り払われたものには、共通項があった。

（──聖詩篇にまつわるものや、教会の祝福を受けたもの）

　理由は分からない。けれど彼女と、辺へん

 境きよう

 の民イルの首しゆ

 長ちよう

 ・キリヤ＝イル＝ティカルはともに、『妖精』と考えられている一族の血を引くという。

　彼らは、太陽光と、聖詩篇をひどく嫌う。現に、シレイネ同様『妖精の取り替え子』であるキリヤは、黒龍城で最も日当たりの悪い部屋に幽ゆう

 閉へい

 されることを望んだ。そもそも聖詩篇は、太陽を最高神に据す

 える教えだ。

　そして、何より気がかりなのはキリヤの言葉。

（……まず、『妖精たちの王様』っていうのは、なんなんだ？　シレイネは『兄さま』と呼んでいた。というからには、男、なんだろうな）

　呪じゆ

 毒どく

 をエルラントにばらまき、執しつ

 拗よう

 にフェルの身み

 柄がら

 を狙ねら

 ってくる──シレイネやキリヤの言う『妖精の王』とは何者なのか。

　それがおそらく、一連の事件の裏側で糸を引いている人物。

　フェルを得え

 体たい

 の知れない災さい

 厄やく

 から守るためには、その『妖精の王』とやらの正体や対抗策を摑つか

 まなければならない。自分たちに心当たりがあるのは今のところ、妖精が嫌っていた正教だけだ。

　そしてクロウには、聖詩篇や教会を調べておきたい理由が、個人的にもうひとつ。

（セタンタやキリヤの話を総合すれば、その『妖精の王』は、ユナイアとエルラントの度重なる戦争とも、パールの死し

 因いん

 とも関係がある、と）

　パーシヴァル＝エルラント。生きていれば藍らん

 龍りゆう

 公こう

 に叙じよ

 任にん

 されていたであろう、クロウの同どう

 母ぼ

 弟てい

 。

（キリヤは、パールは『知りすぎた』と言っていた。あいつは、一体何を探っていたんだ？　そういえば、死の間ま

 際ぎわ

 まで、クルヴァッハ南なん

 東とう

 部ぶ

 に残る妖精の伝説を詳しく調べていた。夜遅くまで図書室に籠こも

 って文ぶん

 献けん

 を当たったり、キリヤにも尋ねたり……）

　その矢先、『おれが死んだら、兄上はどうするのかな』と、未来を予見するような言葉を遺のこ

 し、──そのとおりに彼は亡くなった。

（まさか。あの時点でパールは、自分の命が長くないことを知っていた……？）

　クロウは、さらに黒龍城に残るパールの痕こん

 跡せき

 を辿たど

 り、彼が、聖詩篇を調べるため教会に探りを入れていたことを摑んだ。

　しかし、現在のエルラント中央教会と、クロウの父である現エルラント帝ウーベルの関係は悪く、クロウが調査協力を打だ

 診しん

 しても取り付く島もない。

　そこで、聖職者であるガウェインが仲介に入ったわけだが、今度は「ユナイア派の下っぱにくれてやる時間はない」ときたそうだ。

「……手詰まりか」

「ええ、いろいろとね
 」

　眼を細めるガウェインの言葉に、隠す気もない歯がゆさを感じ取り、クロウは視線を逸そ

 らした。

　さすがに苛いじ

 めすぎたかもしれないと顔をしかめ、仮かり

 初そめ

 の『姑しゆうとめ

 』はため息交じりにこう締し

 めくくった。

「王女だろうとなんだろうと、フェルディアちゃんが大事な娘だってのは変わらないわ。あなたがあの子を守ろうとするなら、アタシは協力を惜お

 しまない。そのためにここに残ったんだしね。だからこそ、とりあえず、さっきの話をもう一度よく考えてみて」
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　夜の暗がりは、断だん

 崖がい

 の底で待ち受ける深しん

 淵えん

 と同じ色だ。

　廊下の壁には、割れたランプと古びた髑髏どくろ

 を描いた空虚ヴアニタス

 画。一時大流行した不ぶ

 気き

 味み

 なモチーフの群れは、いずれも世の無む

 常じよう

 を暗示するものだという。ぽっかりと空いた眼がん

 窩か

 に、先ほど見たばかりの青い双眸を思い出し、ガウェインは前髪を片手で搔き回した。

（あーあ。予想以上に厄やつ

 介かい

 なもん抱えてやがるな、あの坊や……）

　クロウの部屋を辞じ

 して後、明かりの点々と灯とも

 された薄暗い本棟の廊下を歩き──並んだ古い甲かつ

 冑ちゆう

 のひとつの前で、ガウェインは足を止めた。

「ねえ。不意打ちするつもりじゃないんなら、気配消してあとを尾つ

 けてくんのやめてくんない？　アタシ、昔のクセで斬りつけちゃいそうになんのよ」

　振り返りもせず、背はい

 後ご

 に呼びかける。

　すると、声に応おう

 じて、大ぶりな東方趣味の飾かざ

 り壺つぼ

 の向こうから、音もなく人影が滑すべ

 り出てきた。若草色の裾すそ

 が、薄うす

 闇やみ

 の中でふわりと揺れる。

「あーららら。さすがは『紅あか

 髪がみ

 の悪あつ

 鬼き

 』ガウェイン＝ヘラルド殿。いえいえ、頃合いを見て、お声をおかけしようとは思っていたのですよ？」

　しれっと応じたのは、黒龍城の家か

 令れい

 、ケイ＝サリタだ。メガネの奥で藤ふじ

 色いろ

 の眼を細める彼に、ガウェインは片頰で笑む。

「前に会ったときも気になったけど、側そつ

 近きん

 の趣味もおかしいわよねん、あの坊や。普通、家令ってのは靴や袖そで

 口ぐち

 に暗あん

 器き

 なんて仕込まないご職業でしょん」

「おや、鋭するど

 くていらっしゃる。それはそれ、自分めは特とく

 殊しゆ

 でして。東方商人から護ご

 衛えい

 から人生恋愛相談、婿むこ

 姑しゅうとめ

 問題解決に夫婦円満のお手伝いまで手広く扱う、家令を超えた家令なのです」

「じゃ、間かん

 諜ちよう

 なんかもこなすの？　天てん

 井じよう

 裏にいたの、あなただったのねん。……さっきの会話、聞いてたんでしょ」

　この質問には、ケイは口こう

 角かく

 を上げたまま答えなかった。

　しかし次の瞬間、はあっとため息をつくと、「ただの間諜はこうもお節せつ

 介かい

 じゃありませんよ」とうんざりしたように肩を落とした。

「お節介？」

「これから申しますことは、おしゃべり家令の、ただのたわ言ごと

 の昔語りでございます。まあ、話半分に聞いてください」

　ケイは銀ぶちのメガネを中指で鼻に押しつけ、ぐるっと視線を巡めぐ

 らせた。

「……使し

 者しや

 殿、いえ、ヘラルド殿は、我が君に同母弟がいた話はご存じで？」

「ガウェインでいいわよ、姓せい

 呼びされると嫌なことまで思い出すから。ええっと、そうねえ。ちょっとだけ。もっとも、彼が三年前に亡くなったことと、兄弟仲が良かったことしか知らないけどねん。あと、とてもいいかただったとか」

　──いつか、彼のために、ティカルで聖詩篇を歌ってあげてほしいんです。

　さんざん逡しゆん

 巡じゆん

 しながら、フェルはガウェインにそう頼んだ。亡くなった経けい

 緯い

 や直接の死し

 因いん

 などは、頑がん

 として口を開かず、ガウェインも無理に質ただ

 そうとはしなかったのだが。

「弟ぎみは、呪じゆ

 毒どく

 を使って殺されたのですよ。リグレイン＝フレアメル……エルラント帝国と、皇こう

 帝てい

 ウーベル陛へい

 下か

 を憎にく

 む亡ぼう

 国こく

 出身の第三妃──実じつ

 母ぼ

 に。我が君への当てつけとして」

「！」

「我が君は、ウーベル陛下と同じ眼をお持ちでいらっしゃる。だからこそリグレイン妃は、腹を痛めた我が子でありながらも憎い敵かたき

 の血を引いたあのかたに、その敵の幻まぼろし

 を見た。そして日夜囁き続けた。生しよう

 涯がい

 呪われてあれ、苦しみ抜き、実をなさずして果は

 てるようにと」

　──〝あなたがいつか、生まれ落ちた世界に、恨うら

 みを抱いだ

 いて死ぬように〟

　海中に漂ただよ

 う朽くち

 木き

 のように、水みな

 底そこ

 で忘れられた廃はい

 墟きよ

 のように。

　永えい

 劫ごう

 に欠けた光、飢えた三日月。

　それは、幼少期から耳元で囁かれた、呪いの子こ

 守もり

 唄うた

 。ガウェインは顔をしかめた。

「なるほどな。あの虚うつ

 ろは、刷す

 り込みみたいなもんなのか。誰かを大切に想う。誰かを大切に守る。その誰かから自分も大事にされるんだってなあ当然の帰き

 結けつ

 だが、それがあいつに限っちゃ、ぽっかりと抜け落ちてるってわけな……」

　ただ己だけが、相手を想えば。大切に囲い込めば。たとえ相手が自分を見ようと見まいと、それで彼の世界は満たされる。

　しかし、ここで家令は渋しぶ

 い顔をした。

「いやまあ半分は」

「半分？」

「パール殿下の事例は、要するに、彼のように『兄上が大好きだよ！』と言ってくる相手に対しては、かつて我が君にも、すんなりあたたかな気持ちで受け入れる姿し

 勢せい

 があったって証あかし

 ですよ。愛情不ふ

 信しん

 の残りの原因は、ひとえにあなた様の娘でしょうに」

「おい、テメエいい度ど

 胸きよう

 してんじゃねえか。とんだ言いがかりだな！　うちの娘のどこに非があるって」

　嚙か

 みつきかけてからガウェインも考えてみた。

（あの子の気持ちも、……ものすごく認めたくないし見なかったフリもしたいが、まあ勘かん

 づいちゃいる。だが、なにせ立場が立場だ。身代わり花嫁っていう）

　そんな娘の所しよ

 業ぎよう

 はといえば。

「自分めの知る限り、口を開けば『最低』『離婚しろ』『大嫌い』の三点張りですねえ」

　ケイによれば、変へん

 装そう

 姿で、本人に悪口を垂た

 れ流したこともあるとか。あの男は存ぞん

 外がい

 生真面目なので、きっと、もれなく律りち

 儀ぎ

 に粛しゆく

 々しゆく

 と胸きよう

 部ぶ

 受じゆ

 傷しよう

 したはずだ。

「非が…………あー、うん。まーなあ、そうなあ……」

「平たく片付けまして。夫婦揃ってこじらせすぎ、ってやつでございますね」

　ガウェインは、両手で顔を覆おお

 いたくなった。

「とはいえ我が君は、少しずつ変わってきています。あとちょっとなんですけどねえ」

「自覚がないのが一番厄やつ

 介かい

 、ってな。まずは本人が気付かなきゃどうしようもない……。

しかし、あなたもモノ好きねえ……。なんでわざわざそんなこと言いにきたの、アタシに。アタシがクロウの奴やつ

 をどう思ってようが、あなたには一寸いつすん

 も関係ないでしょうに」

「まあ、我が君と自分めってのも、お互い利り

 害がい

 の切れ目が縁の切れ目ってな、パッサパサの繫つな

 がりだったはずなんですけど。どうも、あのかたはあなた様を本気で姑と敬うやま

 っているらしいので」

　やれ、面めん

 倒どう

 くさい。自分めも最近知りました、と嘯うそぶ

 きつつ。

「たかが共きよう

 犯はん

 者しや

 でも。その彼が、自ら尊そん

 重ちよう

 したいと望む相手に、何も知られないうちから勝手に失しつ

 望ぼう

 されて見捨てられる。それが、想像以上に嫌だったようなのでございます」

　藤色の眼をつまらなそうに伏せ、家令は無表情に続けた。
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　何も知らない彼を裏切ったまま、この仮かり

 初そめ

 の関係を終わらせるのか。

　それとも、──？

（……起きよう）

　ぴいちく囀さえず

 る小鳥たちの声を聞きながら、フェルはむくりと寝台の上に身を起こす。

（頃ころ

 合あ

 い見て、昨日の手伝いの続きに行こう。まだ計算途と

 中ちゆう

 のがあったし。商しよう

 路ろ

 の話も、もっと詳くわ

 しく聞いてみたい）

　彼ともっと話して、もっと彼を知って。何かの答えを見つけなければ──。昨日胸にしこった疑問は、ひと晩明けても、曖あい

 昧まい

 な焦あせ

 りを煽あお

 ってくれる。





　昼過ぎにフェルが執しつ

 務む

 室しつ

 を訪れたとき、クロウは相変らず仕事に励はげ

 んでいた。

「旦だん

 那な

 さま？　計算のお手伝いに参りましてよ。それと、疲つか

 れが取れるというお茶もどうぞ」

「シレイネか」

　ひょこっと扉とびら

 から顔を覗のぞ

 かせ、侍じ

 女じよ

 に持たせた茶と菓子の盆ぼん

 を示しめ

 すと、クロウは少し口元を緩ゆる

 める。……そういえば、彼はいつから、『妻』の前でも自然に笑い始めただろうか。フェルは考えてみたが、思いつかなかった。

「それは助か──」

「うひゃは、ありがたいですねえ！　聞きましたか我わ

 が君きみ

 ？　奥方さまはお優しい。つい先だって、卑ひ

 怯きよう

 なやり口でからかってきた人でなし夫を、わざわざ手伝おうとは！」

「まったくですわね。もっと言ってやってくださいませ、ケイさま」

「ケイ。口を開くなら、沈ちん

 黙もく

 より価値のあることを言え？」

　傍かたわ

 らで書類に埋う

 もれながら諸もろ

 手て

 を挙あ

 げる家か

 令れい

 を、クロウははたき倒した。

　商路の件は、普ふ

 段だん

 の執しつ

 務む

 をさらに増やすようなものだ。都合、彼らの仕事は倍になるらしく、ひょうきん者のケイの声もさすがに掠かす

 れ気味である。

　キルトのコゼーをそっと取りのけると、つるんとした白はく

 磁じ

 のポットが現れ、レモンバームの香りが部屋に漂ただよ

 う。侍女に長なが

 椅い

 子す

 前のテーブルを示しめ

 し、ハーブのお茶とお菓か

 子し

 とを並べてもらう間、フェルは何なに

 気げ

 なくクロウの手元を覗き込む。

　樫かし

 の大机に広げられた地図には、大商路の概がい

 要よう

 が線として書き込まれていた。思わずフェルは唸うな

 る。

「エルラント皇こう

 都と

 と、ユナイア王おう

 都と

 のベルファスティスを直線で繫つな

 いで、東方帝国に抜ぬ

 ける。遠えん

 大だい

 な計画ですわね……あら。皇こう

 領りよう

 とクルヴァッハのあいだに、もうひとつ他領が」

「紫し

 龍りゆう

 公こう

 領りよう

 ヴァゼタ。第四皇おう

 子じ

 ユアン……ユアン＝ヴァゼタ＝エルラントの土地だ。今年で十九になるんだったかな、あいつは」

「ユアンさま……って、ええと」

（どんなかただっけ。セタンタ陛へい

 下か

 に頂いた『クロヴィス皇子の身しん

 上じよう

 書しよ

 』で見た気がする）

　フェルは、嫁とつ

 いでくる前に頭に叩たた

 き込んできた、エルラント皇室事情をもやもやと思い出す。

　エルラントの皇子は五人いる。関係の良し悪しに大きな差はあれ、そのうち、上の三人までとは、フェルも面めん

 識しき

 があるのだが。

「思い出しました、ユアンさま。たしか、動物がお好きで、いつも大きな二頭の獅し

 子し

 を連れているから、『ヴァゼタの若わか

 獅じ

 子し

 』と呼ばれていて……。ウーベル陛下の第二妃ひ

 メイヴさまの第二子……あっ」

　全部理り

 解かい

 したフェルの頭は、急に冷えた。

「第二皇子イグレックさまと同じ母君の皇子さま!?
 」

　イグレック＝ゼルク＝エルラントとは、エルラントの反ユナイア派の急きゆう

 先せん

 鋒ぽう

 。ここに嫁いできた当初、フェルは、クロウともども彼に殺されかけたことがある。因いん

 縁ねん

 の相手だ。

「メイヴ妃の出身である、大貴族のロシュ侯こう

 爵しやく

 家け

 が、そもそも反ユナイアの中ちゆう

 核かく

 だからな」

（うげえ……じゃあやっぱりユアン殿下も、小さめのイグレック殿下、みたいな？　そんな人の領地が、皇都とのあいだに？）

「それは、厄やつ

 介かい

 ですわね。ユアンさまも、きっと絵に描か

 いたような反ユナイアなのでしょうから」

　あからさまに顔をしかめるフェルに対し、クロウの返答は意外なものだった。

「そうでもない。俺は、紫龍公ユアンと協定を結べたらいいと考えているんだ。ヴァゼタを突っ切れば皇領まで近いし、生産馬は良りよう

 質しつ

 で、交こう

 易えき

 にはもってこいだ」

「えっ？　どういうことですの？」

「あ、はいはい。ユアン殿下は、一応血けつ

 統とう

 の派は

 閥ばつ

 は反ユナイアですが、本人はそうでもない、ってことですよ奥方さま。特とく

 殊しゆ

 なお育ちゆえ、あんまり母君のご実家の影えい

 響きよう

 も受けずに済んでますし。ねえ、我が君」

　ケイが手を振って解説をくれる。

「育ちが特殊……？」

「兄きよう

 弟だい

 の中で唯ゆい

 一いつ

 、教会で育ったんだ。あいつは」

　曰いわ

 く、ロシュ侯爵家は野心家ばかりで、だからこそ、皇こう

 位い

 継けい

 承しよう

 権けん

 第二位にあたる第二皇子のイグレックをもてはやし、皇位から遠いユアンを蔑ないがし

 ろにしてきたのだという。

　第二妃メイヴも、イグレックだけに愛情を注そそ

 ぎ、教きよう

 養よう

 のためと称しよう

 して、幼おさな

 いユアンを中央教会に放り込んでしまった。

「教会は皇家から隔かく

 離り

 された環境だからな。ましてや父上とは仲が悪いし……まあ、長じてからロシュ侯爵家がユアンに何か吹き込もうとしても無駄だったんだ」

「ユアンさまって、どんなおかたなんですか？　そもそも」

　育ちや血筋は分かったが、肝かん

 心じん

 の彼の性格がいまいちよく摑めない。

　フェルの問いに、クロウは顔をしかめた。珍めずら

 しく、返答に困っているように見える。

「ああ。そうだな。性格か……。似ているものを挙あ

 げれば、強し

 いて言うなら」

「空気ですよねえ」

　さらっとクロウのあとを毒どく

 で補おぎな

 ったケイに、フェルは啞あ

 然ぜん

 とした。

「くうき……って、なんてこと言うんですのケイさま!?
 　ちょっと旦那さま！　黙ってないで否定してくださいませ！」

「あー……いや、俺はさすがに空気とは思わないが、兄弟では影が薄うす

 かった。そうだな、印象か……。根が真面目な割にやさぐれていて、生きていれば、パールと同じ年だ。仲が良かったな」

「……え」

　亡な

 くなった弟の名が出てきたことに、フェルは少し怯ひる

 んだ。訊いてはいけないことを訊いてしまったようで、ちらりと後こう

 悔かい

 する。

　しかし、続くクロウの台詞せりふ

 に、それも吹き飛んだ。

「そうだ、パールと仲が良かった。ほかには……パールと仲が良くて、パールと仲が良かったな」

「全部繰く

 り返しですわよ!?
 」

　顎あご

 を落とすフェルに、クロウは腕を組んで「だが、これだけは」と断ことわ

 った。

「大変な努力家なのは確かだ。あいつにとっての利をちゃんと提てい

 示じ

 すれば、話が分からないこともないはず。反ユナイア貴き

 族ぞく

 を出し抜いて商路建設にあいつを巻き込めれば、抵てい

 抗こう

 勢せい

 力りよく

 への牽けん

 制せい

 にもなるだろう。元々その予定、だったんだが」

　指し

 摘てき

 をさらっと流しつつ、クロウが不意に眉まゆ

 をひそめたので、フェルは首を傾かし

 げる。

「繰り返し書しよ

 簡かん

 を出してはいるんだが、なかなか応おう

 じる気配がなくてな。一度、紫龍公領に出向いて直接交こう

 渉しよう

 するか、とも考えていたんだが……」

　言葉尻じり

 を濁にご

 すクロウに、ケイがすかさず忠ちゆう

 告こく

 する。

「ですが、そのヴァゼタ公爵領の実状がいまいち見えませんからねえ。途中で、待ち伏せていた反ユナイア派に狙ねら

 い討う

 ちにされる、なんて可か

 能のう

 性せい

 もありますよ？　今はまだそこまでではなくとも、あなた様だって、親ユナイアの旗はた

 頭がしら

 になり得う

 るんですから」

　要するに、ユアンを味方につけたいが、相手から反応はないし、こっちから迂う

 闊かつ

 に動けもしない状況だ、と。

　骨こつ

 子し

 は理解したフェルは顎を引く。

（商路の建設は、エルラント内の、親ユナイア勢せい

 力りよく

 と反ユナイア勢力のぶつかり合いでもあるんだ）

　計画を聞いたときは、無む

 邪じや

 気き

 に、秘ひ

 められた可能性に高こう

 揚よう

 したが、その底流には、なかなか一ひと

 筋すじ

 縄なわ

 ではいかない複ふく

 雑ざつ

 な事情があるのだと。

（ううーん、なんというか、根深いなあ……。それにしても、ユアンさまじゃないけど、エルラント帝てい

 息そく

 の兄弟っていえば）

「第一皇子のジルフォードお義に

 兄い

 さまは御ご

 息そく

 災さい

 ですかしらね」

　思いつくまま口に出したフェルに、クロウは、ユアンを語るときとは一いつ

 転てん

 、げっそり顔をしかめた。

「あんまりあいつの話をするな。……名前を呼ぶと出る気がする」

「出るって」

　性格をそのまま表したような、浮かれすぎにも見える純じゆん

 白ぱく

 の衣い

 装しよう

 を思い描きながら、フェルは夫をやんわりたしなめる。

「あのう、旦那さま。怪かい

 談だん

 をしていると寄ってくるオバケじゃないのですから。呼べば出る、だなんて」

「そうだな……まあ、仮にも皇こう

 族ぞく

 。報しら

 せもなくホイホイ来るわけがないか。ただ、あいつから先日届いた書簡、どうも様子が──」

　クロウが何か言いかけたときだ。





「ひゃっほほとぅらんら、来ちゃった、お兄様だよ──！」





　閉し

 め切った窓もなんのその、明めい

 瞭りよう

 すぎる声が響ひび

 き、クロウとフェルは同時に押し黙った。

「……今の、聴き

 こえまして？」

「幻げん

 聴ちよう

 だ」

　一瞬で断だん

 じて、平然と書類仕事に戻ろうとしたクロウの意思を踏ふ

 みにじるように、なおも声は続ける。

「ほーらほら愚ぐ

 弟てい

 その二、そしてその二の嫁よめ

 ！　黒こく

 龍りゆう

 城じよう

 の楽しい仲間たち！　呼ばれて飛び出て私・参上！　みんな大好き、ジルフォードお兄様だぁよ！　出ぇておいで!!
 」

　黒龍城の敷しき

 地ち

 は結けつ

 構こう

 な広さがある。城門の外から叫さけ

 んでいるのだとすれば、素晴らしく張りのある声をお持ちだとフェルは冷れい

 静せい

 に思った。演えん

 説ぜつ

 などすれば、さぞ際きわ

 立だ

 つだろう。

「わわ、我が君？　いいんですか!?
 　あれ、確実に幻聴じゃないと思うのですが……」

「ケイ。絶対に城門を開けるなよ」

　蒼あお

 ざめる家令に厳げん

 命めい

 すると、書類をめくりながら、クロウはあくまで徹てつ

 底てい

 無む

 視し

 の構えを取る。

（ジルフォードさま、本気で来ちゃった!?
 ）

　相変わらず「無む

 駄だ

 な抵てい

 抗こう

 はやめて出てきなさい、故こ

 郷きよう

 のお兄様が泣いているぞ」などとすっとんきょうな警けい

 告こく

 を繰り出してくるものの、曲がりなりにも長ちよう

 兄けい

 にしてエルラント帝国皇こう

 太たい

 子し

 殿でん

 下か

 に対し奉たてまつ

 り、いいのかそれ、とフェルが心中で突っ込んだときだ。

　窓下からの美声は、明るく続けた。

「ようし分かった、あくまで引きこもるつもりなら、お兄様にも考えがある！　又また

 聞ぎ

 きではあるんだが、お前の甘あま

 ったるくも嬉うれ

 し恥は

 ずかし照れくさ初恋話を、今から披ひ

 露ろう

 してやるからな!!
 　たしかあれは、愚弟その二が十六の春のこと──」

「ケイ、今すぐ城門を開けてあの馬ば

 鹿か

 の口に石せつ

 膏こう

 を流し詰つ

 めてこい!!
 」
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「愚弟その二と愚弟その二の嫁、久ひさ

 しいな！　来ちゃった、お兄様だぞ！」

　慌あわ

 ただしく城門まで迎えに出たクロウとフェルに、ジルフォードはにこにこ笑うと、明るく同じ台詞せりふ

 を投げてきた。

　先日、新しん

 婚こん

 旅行先のティカルで出会った、白はく

 龍りゆう

 公こう

 ことジルフォード＝グリフレイ＝エルラントは、異常にノリがよく、ノリのままに人の話を聞かない男だった。

　灰青色の髪、水色の瞳。次じ

 期き

 皇こう

 帝てい

 にふさわしく、美しく高こう

 貴き

 に整った顔立ち。以前と何一つ変わらぬいでたちだが、一点不思議なところがある。

（？　変な格かつ

 好こう

 ）

　彼は、足元まで覆おお

 う、ぞろっとした長い外がい

 套とう

 を身に着けていたのだ。内側から両手で搔か

 き合わせているのか、前はぴっちり留と

 められており、首だけ浮いて見える不自然さである。











　──その時点で、フェルは嫌いや

 な予感がした。

（謎なぞ

 の露ろ

 出しゆつ

 癖へき

 があるというか、このあいだは局きよく

 部ぶ

 に薄うす

 布ぬの

 一枚で堂どう

 々どう

 と女湯に現れたし。裸ラ

 の魅み

 力りよく

 を理解させてやるとか言ってたし。そ、その外套の下にはまさか……いやいくらなんでもそれはさすがに、いやまさか）

　嫌な『まさか』の内容を具体的な言葉にする前に、ジルフォードはふっと爽さわ

 やかに笑い。

　次の瞬間──フェルたちに向けて、外套の前をバサリと開いた。

（ギャーッ!?
 ）

　真しん

 正せい

 の変へん

 態たい

 行為にフェルが絶ぜつ

 叫きよう

 する前に、旦那さまが我が身も顧かえり

 みず嫁の目を塞ふさ

 いでくれる。電でん

 光こう

 石せつ

 火か

 の自じ

 己こ

 犠ぎ

 牲せい

 で、間かん

 一いつ

 髪ぱつ

 、おぞましいものを見ずに済んだ──かと思いきや、ジルフォードの哄こう

 笑しよう

 が鼓こ

 膜まく

 にぶっ刺さ

 さる。

「わははは！　見ろ、新しい意い

 匠しよう

 で白龍公の正せい

 装そう

 を誂あつら

 えたのだ！　せっかくだから驚かせてやろうと隠してきたぞ。どうだ、眩まぶ

 しすぎて直ちよく

 視し

 できないほどかっこいいだろう」

「……!?
 」

　フェルが慌ててクロウの手をずらしてみると、外套の下にある長身は、ちゃんと金モール付きの上品な白い衣で覆われていた。

（ま、まぎらわしい……！）

　脱だつ

 力りよく

 してへたり込みかけるフェルから手を離し、クロウは無言でつかつかと兄に歩み寄ると、頭を勢いきお

 いよくどつき倒した。

「何をしに来たんだ、あなたは!?
 」

「あいた。何って、だから衣い

 装しよう

 を見せに。あとは、そろそろお前たちがこの兄を恋しがって泣いているんじゃあないかと思ったからな！　気き

 遣づか

 い屋で親切な兄の膝ひざ

 元もと

 に縋すが

 りつき、熱く接せつ

 吻ぷん

 するがいいのだ。さあさあ」

「巨大な勘かん

 違ちが

 いです。どうぞ、帰り道は後ろに。本来は星か土に還かえ

 れと言いたいところですが、気遣い屋で親切な弟は、あえて口には出さないでおきます」

　クロウが指さした帰り道ことジルフォードの背はい

 後ご

 には、城門に続く道を固めるように、少しよう

 数すう

 精せい

 鋭えい

 に絞しぼ

 ったらしい白龍兵が、神しん

 妙みよう

 な面おも

 持も

 ちで立ち並んでいた。

　この人たち、きっとお仕事大変だろうな、とフェルはなんとなく同情する。黒龍城の兵や使用人は、基本が生き

 真ま

 面じ

 目め

 なあるじとは対照的に割と悪ノリ好きだが、白龍兵からは真ま

 逆ぎやく

 の印象を受ける。世の中、上司部下はお互い不足分を補おぎな

 うようにできているのかもしれない。

　しょっぱい気分になる考え事に見切りをつけ、フェルは仏ぶつ

 頂ちよう

 面づら

 を隠そうともしない夫の半歩後ろで、優ゆう

 雅が

 に腰こし

 を折った。

「お久しぶりです、ジルフォードお義兄さまにおかれましてはお変わりなく。御ご

 健けん

 勝しよう

 そうで何よりですわ」

「やあやあ嫁じゃないか！　元気そうだな、そして相も変わらず美しいな！　立春インボルク

 に演じた女神ブリギツド

 の評判は我がグリフレイにまで届いているぞ。さすがは愚弟その二の噂うわさ

 の初こ、ぶふぁっ」

　破は

 顔がん

 してフェルの手を取ったジルフォードは、高こう

 揚よう

 ついでに、何かいけないことを口に出しかけたらしい。すかさず愚弟その二ことクロウの鉄てつ

 拳けん

 制せい

 裁さい

 が腹ふく

 部ぶ

 にめり込み、後ろに吹き飛ばされる。

「……失礼、兄上。腹に毒虫が這は

 っていたもので、つい」

「そうかありがとう。だが、次からは是ぜ

 非ひ

 、予告の上で、丁寧にかつ恭うやうや

 しくはたき落としてもらいたいな！」

　結構な勢いで飛ばされたはずなのだが、ジルフォードは難なん

 なく起き上がると、やれやれと頭を振ってみせる。武ぶ

 術じゆつ

 はからきしなのにやたらと打たれ強いのが、この男の特とく

 徴ちよう

 でもあった。

「まったく、愚弟その二は、だから社会性が薄うす

 いというのだ。優しいお兄様でもぷんすこだ。ちょっとは素直にならないと、友達ができないぞ。なにせ昔から、友達の少なさでは兄弟でも群ぐん

 を抜く、衝しよう

 撃げき

 のぼっちだったからな！」

「……」

　もう反はん

 論ろん

 に疲れたのか、無言のまま立ち尽くすクロウの眉み

 間けん

 に、皺しわ

 がびしびしと増える。

　いたたまれなくなって、フェルは控ひか

 えめに手を挙あ

 げてみた。

「えー……っと、お義兄さま。以前は存じ上げませんけれど、今の旦那さまは、社交的な一面もおありだと思いますの。最近では、わたくしの兄、セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアとも交流があって……」

「そうかそうだな。じゃあ進しん

 撃げき

 のぼっちだな！」

　そこはぼっちから脱だつ

 出しゆつ

 させてやれよと内心フェルは思ったが、下手に打ち返すとどこに話題が飛んでいくか分からないので、あえて沈黙を選んだ。

「いい加か

 減げん

 、真面目に答えていただきたい。……何しに来たんです、あなたは」

　低い声で問いかけたクロウに、ジルフォードは「怖いなあ」と肩を竦すく

 めた。

「可か

 愛わい

 い弟の顔を見に来た。それじゃあダメかね？」

「俺がくだらない冗じよう

 談だん

 を好かないことを知っていて見上げた度ど

 胸きよう

 ですね。さすがに兄上がそんなに暇ひま

 じゃないことくらい百も──いや、いい」

　クロウは苛いら

 ついた口調で反発しかけ、途中でやめた。代わりに、まなざしを兄に向けたまま、「無理にあなたと話すこともない」と不思議なことを呟つぶや

 いた。フェルは首を傾かし

 げる。

（ん？　どうするんだろう）

　そこからは一瞬だった。

　クロウはいきなり、抜き打ちでジルフォードの首を狙ったのだ。

「旦那さま!?
 」

　泡を食ったフェルが腕にすがりついて止める前に、ぎいん、と硬こう

 質しつ

 な音が場に満ちる。

　ジルフォードは、一歩も動いていない。にっこり笑んで、同じところに佇たたず

 んだままだ。

「え……」

　フェルは目をこする。幻まぼろし

 かと思った。

　──いつの間にか、クロウとジルフォードのあいだに背の高い女性が立ち、手にした短剣で、クロウの剣を受け止めている。

（誰？）

　年は二は

 十た

 歳ち

 前後だろうか。黒に近い灰色の髪を高い位置でひとつにまとめ、暗あん

 紫し

 色いろ

 の瞳は鋭するど

 い光を帯びている。顔立ちは整っているが、それ以上に、希き

 薄はく

 すぎる表情が目立つ。

　しかし、驚くのはそれだけではなかった。

　女性は、背に庇かば

 っていたはずのジルフォードの胸むな

 倉ぐら

 を後ろ手に摑み上げると、目にも留と

 まらぬ速さで奥に立ち並ぶ白龍師団兵たちのほうに投とう

 擲てき

 したのだ。すさまじい怪かい

 力りき

 である。

　義兄は、ひょうひょうとした笑顔のまま、軽かろ

 やかに宙ちゆう

 を舞っていった。

「はああ!?
 」

　フェルの驚きよう

 愕がく

 に応おう

 じるように、白龍兵たちが駆け集まり、荷の上げ下ろしよろしくジルフォードを受け止める。やけにこなれた反応だった。

「久しいな、ミゼルカ。何やら気配があったから、お前じゃないかと当たりをつけた。やっぱり潜ひそ

 んでいたか」

　自分から斬りかかっておきながら、片頰を引きつらせ気味に剣を納めるクロウに、ミゼルカと呼ばれた女性武ぶ

 人じん

 はきびきびと腰を折る。

「お久しぶりです、黒こく

 龍りゆう

 公こう

 。僭せん

 越えつ

 ながらお願いが。お戯たわむ

 れに、本物まがいの殺さつ

 気き

 を出すのはご勘かん

 弁べん

 を。警けい

 戒かい

 せざるを得なくなります」

「埒らち

 が明かなかったから、迅じん

 速そく

 に、あの変た……兄上の頭に唯ゆい

 一いつ

 冷ひ

 や水みず

 をぶっかけられるお前を呼び出したかったんだ。……しかし、相変わらず容よう

 赦しや

 がないな」

「殿下を安全圏けん

 にお連れするのは護衛士の務めですので──危険はひとつと限りません」

　女性は顔を上げ、短剣を持つ手を無む

 造ぞう

 作さ

 に横に薙な

 いだ。途端、再びけたたましい金属音が響ひび

 き、地面に小ぶりなナイフが突き刺さる。それを横目で眺なが

 め、彼女は静かに続けた。

「こんな風に。……斬りつけると同時にナイフを投げ上げる、二段構がま

 えの時もあります」

「なるほど？　腕は落ちていないようで何よりだ」

「やあやあ、今日はまたよく飛んだな！　なかなかの眺なが

 めだった。私はもう大空を羽ばたく鳥の気分だ」

　白龍兵のあいだから満開の笑顔のまま這は

 い出してきたジルフォードに、女性は冷ややかに告つ

 げた。

「どうせお避よ

 けにならないでしょうから、強きよう

 制せい

 措そ

 置ち

 を取ったまでです。もう少しましな……いえ、運動能力の壊滅ぶりからして無理でしたね、失礼しました」

「まあ、隠された華か

 麗れい

 なる運動能力はあるのだが、そこはミゼが居るからね！」

「からね！　ではありません。なぜわざわざご自身で危険を招まね

 かれるのか。物ぶつ

 騒そう

 なじゃれ合いはどうぞ殴り合い程度に抑えて頂きたく。見ているこちらは肝きも

 が冷えます」

（な、生なま

 ゴミを見る目だ……！）

　台詞せりふ

 を聞きながらフェルは戦せん

 慄りつ

 した。見知らぬ女性のまなざしは、猛もう

 吹雪ふぶき

 も謝って退たい

 散さん

 しそうだ。彼女の手を借りつつ、平へい

 然ぜん

 と立ち上がったジルフォードが信じられない。

　思わず数歩引くフェルに、クロウが簡単な紹介をくれる。

「ミゼルカ＝ティアシェ。ジルフォード兄上の護衛で隠おん

 密みつ

 だ。優ゆう

 秀しゆう

 な武ぶ

 人じん

 を輩はい

 出しゆつ

 するティアシェ村出身の中でも逸いつ

 材ざい

 で、男女含めて群ぐん

 を抜く腕前を誇ほこ

 る」

「お目にかかれて光栄です、ミゼルカと申します。普段は天てん

 井じよう

 裏うら

 に潜ひそ

 んでおります。黒龍公夫人、以後お見知り置きを」

　淡たん

 々たん

 と感情のこもらない口調で名乗り、彼女は粛しゆく

 然ぜん

 と膝ひざ

 を折る。

（天井裏？）

　一瞬冗談かと思ったが、彼女の瞳は真面目そのものだ。フェルが答えあぐねて黙っていると、一いつ

 拍ぱく

 置いてから、さくさくと注ちゆう

 釈しやく

 を続けた。

「お前どこから現れた、と驚かれるかたがあまりに多いので、自己紹介に含むよう、ジルフォード殿下からご下か

 命めい

 賜たまわ

 りました」

「な、なるほど……」

　たじろいだのも一瞬。フェルはにっこり笑い、ドレスの端はし

 をつまんで挨拶した。

「初めまして、ミゼルカさん。シレイネ＝アリステル＝ユナイア、夏までに離り

 婚こん

 予定の暫ざん

 定てい

 黒龍公夫人です。お目にかかれて光栄ですわ」

「恐きよう

 悦えつ

 です、夏までに離婚予定の暫定黒龍公夫人」

　黒灰色の髪の女性──ミゼルカは、こめかみに揃えた指をつけて敬礼を取り、やはり無表情に答えた。隣でやり取りを聞いていたクロウが、軽く指先で眉間を揉も

 んでいる。

「……ミゼルカ。妻の口くち

 癖ぐせ

 にいちいち真面目に答えなくていい。暫定までの冠かんむり

 は余計だ」

「はい。では、黒龍公夫人」

　ミゼルカの、白龍師団の白い制服に包まれた、すっと背筋の通った立ち姿は美しく。物静かな空気も相まって、まるで研と

 ぎ澄す

 まされた刃やいば

 のようだ。

（か、かっこいい……！　もっと話してみたい！）

　しかも、男女まとめて一番の腕前なんて。今までのお仕事人生で、容姿や性別で侮あなど

 られることも多かったフェルは、さっきまでのやり取りも忘れて憧どう

 憬けい

 のまなざしを向けた。

　瞳を輝かがや

 かせてミゼルカを見つめるフェルの肩に、いつの間にか隣に来ていたジルフォードがぽんと手を乗せる。

「そうとも嫁。ミゼは優秀な護衛だ。周囲に危険ありと判断した彼女の手で、私は何度もゴミ箱に突っ込まれて助けられたものだ！」

「ご、ゴミ箱？　いやだ、お義兄さまったらご冗じよう

 談だん

 ばかり」

　普通に笑い飛ばそうとしたフェルに、平淡な声で、ミゼルカがきびきびと答えた。

「安全が確保できるまでは、擬ぎ

 装そう

 と緩かん

 衝しよう

 を兼ねた場所に隠れていただく必要がございますので。皇太子がゴミ箱に潜んでいると思う暗あん

 殺さつ

 者しや

 は滅めつ

 多た

 におりません」

「……」

　フェルは、ジルフォードが純白の衣装を新調した理由を考えようとして、やめた。納のう

 税ぜい

 者の吝りん

 嗇しよく

 家か

 としてトラウマになりそうだ。

　黙り込むフェルに、ジルフォードはふと何かに気づいたように眉を上げる。

「おや、鈴すず

 蘭らん

 の香りがするね。これは嫁の香こう

 油ゆ

 ？」

「はい。主人からの贈り物です」

「そうか。鈴蘭はいいものだな！　ミゼも好きな花だ」

　その言葉を聞いて、フェルはあれっ、と思う。

（ジルフォードさま？　今──）

　しかし、そこでジルフォードが何気なく口にした次の台詞に、些さ

 細さい

 な引っかかりは搔か

 き消された。

「ところで、愚弟その二は知っているかね？　外がい

 遊ゆう

 していたリグレイン妃ひ

 の帰国を」

「……あなたが皇宮に行ったのは、そのためですか」

「まあね。様子見さ。──彼女は父上とエルラントを恨うら

 んでいるからね」

　聞き覚えのある名に、フェルも緊張した。

「ああ。そうだな」

　感情の抜け落ちた瞳で地面にまなざしを投げるクロウの肘ひじ

 に、フェルは思わず手を添える。クロウは軽く目を瞠みは

 った。

「シレイネ？　どうした」

「……いえ。別に、な、なんとなく」

　口では理由なんてないと言い張りつつ、ひたっと寄り添って視線を逸そ

 らすフェルに、やがてクロウも苦笑した。

「妙な奴だな」

「やあやあ、さすが新婚さんは仲良しさんだなあ！」

「気のせいでしてよ！」

　てらいなく手を叩たた

 くジルフォードの指し

 摘てき

 に、フェルは驚いてクロウを突き放す。無む

 防ぼう

 備び

 によろめいた彼は、兄を睨にら

 んだ。

　異い

 母ぼ

 弟てい

 の声なき抗こう

 議ぎ

 をさらっと受け流し、「そのリグレイン妃の動向を探って皇宮にいたら、摑つか

 めた情報もまあちらほら」と付け足す。

「まずは、──愚弟その一のイグレックは覚えているね？　つい先日、あれが乱らん

 心しん

 したのだ。誰かに呪じゆ

 毒どく

 を盛も

 られたらしいね」

（え!?
 ）

　フェルはごくりと咽の

 喉ど

 を鳴らす。ちょうど、第四皇子絡がら

 みで彼の話も出た矢先のことだったので、余計に驚いた。

（あの人が……発はつ

 狂きよう

 ？）

　酷ひど

 い目に遭あ

 わされたし、今後和わ

 解かい

 できるとも思わないが、そんな結末を望んでいたわけではない。見知った顔の思わぬ不幸に、口の中に苦い味が広がった。クロウも同じ気持ちだったのか、慎しん

 重ちよう

 に尋ねている。

「……イグレック兄上が？　呪毒を盛られたって……誰に」

「さあ。なにせ私の得え

 られた情報もわずかだからなあ。皇宮内にある貴き

 人じん

 用よう

 の牢ろう

 の中で、奇き

 声せい

 を上げながらぐるぐるベッドの周囲を巡めぐ

 っているのが発見されてね」

　彼は、取り押さえられてから、ずっと震ふる

 えながら同じ文句を呟いているんだよ、とジルフォードは顔をしかめる。

「妖よう

 精せい

 王おう

 に呪われる。赤い病に冒おか

 される。藍あい

 。翠みどり

 。次は黒、お前の番だ、と」

　──黒龍の庭は、赤い病に冒される。

　キリヤが使った脅迫に酷こく

 似じ

 しているその言葉。

（また、妖精）

　押し黙るフェルに、ジルフォードは続ける。

「しかしこれで、呪毒の入手先に繫つな

 がる手掛かりがひとつなくなってしまったわけだ。イグレックは、何も口を割らないまま狂くる

 ってしまったからなあ。そこでだ、愚弟。最近の、一連の呪毒騒さわ

 ぎ……狙われているのはこの国そのものかもしれない、と思わないかね」

「で、兄上は、エルラントを憎にく

 む母上……リグレイン妃が怪あや

 しいと？」

「まあ、平たく言うとそういうことだな！　もっと疑わしい理由は、そうだなあ、できればお前の前では言葉にしたくないかな」

　ジルフォードが語ご

 尾び

 を濁にご

 した理由を察さつ

 し、フェルは俯うつむ

 く。パールを呪い殺した犯人として目されているのは、ほかでもないリグレインだ。

　加えてイグレックの異変直前に、赤あか

 葡ぶ

 萄どう

 酒しゆ

 を持って獄ごく

 中ちゆう

 を見舞うリグレインらしき人物も目もく

 撃げき

 されているという。呪毒は赤いものを隠かく

 れ蓑みの

 とする。

　フェルは茫ぼう

 然ぜん

 と呟いた。

「でも、彼女には皇帝陛下の庇ひ

 護ご

 があるし、そもそも証しよう

 拠こ

 は……」

「ま、あくまで憶おく

 測そく

 にすぎないな。ここまでが、優秀なお兄様の慧けい

 眼がん

 による推すい

 理り

 なのだが」

「その優秀な兄上にひとつご提案です。いい加減立ち話はやめませんか。変へん

 態たい

 を城内に引き入れるのは正直嫌ですが、妻の身体にこたえそうです」

　そのひと言で、そういえば城門前で話し込んでいたのだと気づいたフェルである。一方クロウは、さりげなく「あと」と付け足した。

「兄上、ミゼルカを貸していただけませんか」

「うん？」

「シレイネ。お前、彼女と話してみたいんじゃないのか？　ちょうどいい時間だ、茶に付き合ってもらうといい」

　何も言ってないのによく分かったなと、フェルはぎくりとしたが、なぜ今この時この瞬間に提案してくるのだと思わなくもない。

　食い下がりたいのはやまやまだが、フェルは仕方なく頷うなず

 く。

　対照的に渋しぶ

 ったのは、意外なことにミゼルカのほうだった。

「殿下、しかし……」

「ミゼ、命令だ」

　ジルフォードのひと言に、彼女は踵きびす

 を揃そろ

 えて、「はっ」と敬けい

 礼れい

 を返す。無感動にも見えるその瞳が、一瞬だけ曇くも

 ったのを、フェルは見てしまった。

（あ、あれ？　いいのかな）

　驚くほど足音をさせないミゼルカを伴ともな

 い、フェルはためらいつつも場をあとにした。
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「急に来るなんて聞いていません」

　場所を応接室に移すと、クロウは兄を前に、さっそく盛せい

 大だい

 なため息をついた。

「まあ気にするな。兄弟は何度会ってもいいものだ。わはは」

（……元気そうじゃないか。心配して損そん

 した）

　クロウは心中で悪あく

 態たい

 をつきつつ、安心してもいた。実は、この長兄の様子が気になっていたからだ。

　少し前に、ジルフォードは皇こう

 宮ぐう

 から書しよ

 簡かん

 を寄こしてきた。手紙そのものは、普通の「元気かな？　私は元気だからお前も元気だということでいいな！　異い

 論ろん

 は認めない」という通常営業の内容。

　だが、封筒は、優美なものを好む彼らしくないことに、反ほ

 古ご

 でできていた。おまけに、広げた紙には異い

 常じよう

 に乱みだ

 れた筆ひつ

 致ち

 で、断だん

 片ぺん

 的てき

 な言葉が綴つづ

 られていたのだ。

（『酷こく

 似じ

 』『リグレイン妃』『化け物』『来るな』、いずれも殴なぐ

 り書き。乱れた筆致は、ジルフォードのものに見えたが……違うのか？　では、あれは一体）

　もちろん、先ほど本人に見せて確認もしたが、「なんの手違いだろうね？　……おかしいな。私はちゃんと封筒を使って封ふう

 蠟ろう

 をしたのだが……気持ち悪いなあ」と首を傾げられてしまった。確かに気味は悪いが、覚えがないと言われてしまったからには、それ以上突っ込んで訊くこともできない。

「新商路の計画は順調そうじゃあないか。聞いたよ、セタンタ王を呼びつけて、直接同意を取りつけたって？」

「あなたの密みつ

 偵てい

 は優秀ですね」

　クロウは皮ひ

 肉にく

 ってから茶をすする。なんでもお見通しというわけだ。

「父上……ウーベル陛下は、対ユナイア融ゆう

 和わ

 策さく

 に傾いているし、商路には賛さん

 同どう

 しているはずさ。でも、リグレイン妃が帰ってきたから、これも少し不安があるのだよ」

　彼女の悪意はいつどこで牙きば

 を剝む

 くか分からないからなあと、ジルフォードは目を細めた。

「なにせ、呪毒なんて意味わからんちんなシロモノが国に広がり始めたところだし、どうなるやらでね。国の未来を憂うれ

 う優秀な皇こう

 太たい

 子し

 としては、早く犯はん

 人にん

 を突き止めて悪わる

 巧だく

 みを阻そ

 止し

 しないといけないなあと思うわけだな」

「呪毒といえば。兄上のグリフレイ領のごく近きん

 隣りん

 で、怪あや

 しげな事件があったと噂うわさ

 が聞こえておりますが」

「……ゲヴォルダンの獣じゆう

 害がい

 のことか。ほんの二週間ほど前だな」

　途と

 端たん

 にジルフォードは笑みを引っ込め、眉まゆ

 根ね

 を寄せた。痛ましい事件だったのだ。

　──『ゲヴォルダンの獣けもの

 』。そう呼ばれる謎なぞ

 の化け物が、突とつ

 如じよ

 、皇こう

 領りよう

 辺へん

 境きよう

 の寒かん

 村そん

 を襲おそ

 ったのである。

　黒い縞しま

 のある赤い毛並みの、雄お

 牛うし

 ほどもある狼おおかみ

 に似た怪かい

 物ぶつ

 だったという。信じられないほど強く敏びん

 捷しよう

 で、三十名ほどの哀あわ

 れな村人たちは、ほとんどが喰く

 い殺された。

「家か

 畜ちく

 はほとんど無む

 傷きず

 で、殺されたのは人間ばかり。それだけで異い

 常じよう

 性せい

 が分かるというものだろう。討とう

 伐ばつ

 には重じゆう

 傷しよう

 者しや

 が相あい

 次つ

 いだが、なんとか成功したのだ。だが──」

　獣は槍やり

 に貫つらぬ

 かれた途端、一匹の猟りよう

 犬けん

 に姿を変えた。

　そして、時を同じくして、生き残った村人のうち、一人の男が血を噴ふ

 いて絶ぜつ

 命めい

 した。犬の飼い主だったという。彼の心臓には、槍で突いたような穴が開いていた。

「で、飛び散った血は、淡あわ

 く光っていたと……なるほど。最近キリヤに聞いた中では、『隠かく

 れずの月』によく似ている気がします。いわば、他者強化型の呪毒とでもいいますか」

「ゲヴォルダンは、何者かの実験台にされた可能性が高いな。……胸の悪くなる話だ」

　クロウの推すい

 測そく

 を聞き、「警戒を強めねばだな」とジルフォードはため息をついた。

（呪毒の獣の出現に、あの女の帰国か……気味の悪い符ふ

 合ごう

 だ）

「リグレイン妃が帰き

 館かん

 して……皇宮で、ほかに何か変わったことはありませんでしたか？」

　ジルフォードの返答までには、少し考えるような間があった。

「変わったこと？　ああ、そうそう。重要なことを忘れていた。……弟に会ったよ」

「弟？」

　その言い回しに、クロウは妙な胸むな

 騒さわ

 ぎを覚えた。

（あの女と『弟』──？）

　否いや

 が応おう

 でも、連想するものは決まっている。亜あ

 麻ま

 色いろ

 の髪と、明るい海の瞳だ。

　自らを略りやく

 奪だつ

 し穢けが

 したウーベル帝を連想させる全てを嫌い抜き、男性の使用人すら離宮にほとんど寄せつけなかったリグレイン妃が、唯ゆい

 一いつ

 そばに置いた『弟』といえば一人だけ。

（何を馬ば

 鹿か

 な。パールは死んだ……ほかでもないこの手が、その肉を断た

 った）

　むしろ、生きている可能性がかけらでも信じられれば、どんなにいいか。絶対にそれだけはあり得ないのは、ほかでもないクロウがいちばんよく知っている。

　自じ

 嘲ちよう

 に唇を歪めるクロウは、次のジルフォードの言葉に目を見開く。

「うん。欠番
 だった時期が長い愚弟だな。おうおう、いいことを訊いてくれたものだ。実は、その『愚弟』について、多少の気がかりがあってね。偶然に会えたはいいが、あの子はずいぶんと嫌ぁ
 な感じに様さま

 変が

 わりしていて……うん。むしろそれが主題だった」

　その言い方も、さらに不安を煽あお

 る。

「兄上。様変わりした弟、というのは──？」
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　クロウがジルフォードと応接室で話し込んでいる間に、フェルはミゼルカを伴ともな

 い、中庭に面したテラスに出た。絵に描いたような好こう

 天てん

 で、ぽかぽかとした陽ひ

 射ざ

 しが心地よかったからだ。見下ろした庭では、冬ふゆ

 薔ば

 薇ら

 は季節を終え、早そう

 春しゆん

 の花がつぼみをつけつつある。

（えーっと、どうしよう……。そ、『粗そ

 茶ちや

 ですが』とか言うべき？　いや、ラナたちが厳げん

 選せん

 してくれたいい茶葉だから別に粗そ

 じゃないし。むしろ、『とっておきの高級茶なので心してどうぞ』って、もてなす気皆かい

 無む

 じゃないかそれ）

　もてなすといっても、何をすればいいのやら。フェルは、『奥方さま』として、単身でこの城で客人など迎えた経験はない。

「お砂糖はひとつ？」

　すみれの砂糖漬けや粉砂糖をまぶしたガレット。種々の菓子を並べたテーブルの前で、ミルクで煮出した紅茶をカップに注そそ

 ぎながら、内心の動揺をねじ伏せ、フェルは扉近くに突っ立ったまま控ひか

 えるミゼルカに問いかけた。

「いえ、お気き

 遣づか

 いなく。臣しん

 下か

 の身で同席するわけには」

「ジルフォードお義兄さまなら心配いりませんことよ。旦那さまもお義兄さまも、お二人きりでお話がされたかったから、こんな不自然な言いつけをされたのでしょうし」

　ぎくりとしたようなミゼルカに、戸惑いながらもフェルは「なんとなくですが」と続ける。フェルは根っからのド庶しよ

 民みん

 なのでまったくなんとも思わないが、皇太子の直ちよく

 属ぞく

 とはいえ、領りよう

 主しゆ

 の妻に、護衛をもてなせというのは一般的にはおかしな話なのだ。

「邪じや

 推すい

 でしたらごめんなさい。最初に旦那さまが斬りつけたせいかしら、なんだかあなたは、お義兄さまのそばを離れたくない様子だったもので」

「未み

 熟じゆく

 さを反省いたします。……お心を煩わずら

 わせて申し訳ございません」

　恐縮しきって首こうべ

 を垂た

 れる彼女に、フェルは慌ててかぶりを振る。

「このお城は安全です。黒龍師団は優秀だし……お義兄さまは、動くのは少し不ふ

 得え

 手て

 と聞いてはいるけれど、何もないところで危険な目に遭あ

 いようもありませんわ」

「あのおかたは昔から、剣を持てば指を切り、馬に乗れば華麗に転がり落ち、弓を射い

 れば跳は

 ねた弦つる

 で自分の顔を弾はじ

 いて悶もん

 絶ぜつ

 し、河に入れば溺おぼ

 れておいででした」

　そういえば風ふ

 呂ろ

 でも二度ほど沈みかけていましたねとフェルは言いかけ、やめた。余計に心配させるだけだし、それぞれフェルとクロウが沈めたものだ。

「本当に、昔から、あのおかたは。勝手にうろつき、勝手に姿を消し、勝手に脱ぬ

 ぎだし、果ては勝手に死にかける……」

　何かを思い出したらしく、若じやつ

 干かん

 虚うつ

 ろなまなざしで呟つぶや

 き始めたミゼルカに、フェルは明後日あさつて

 の方向を向いた。

「まあ、あの裸ラ

 至上主義うんぬんは困りますわよね！　目のやり場とか」

「はい。衣服は、先ほどのような緊急の避ひ

 難なん

 をしていただく際に摑みやすいですから。緩かん

 衝しよう

 材ざい

 にもなりますので、常にご着用いただきたいところです」

　全然「はい」でもなんでもない返答にフェルはテーブルに突っ伏しかける。とりあえず、皇太子が安全のためにぶん投げられるのは日にち

 常じよう

 茶さ

 飯はん

 事じ

 らしい。

　裸ラ

 そのものに無反応なところを見ると、「ひょっとして白龍師団兵はみんな見慣れてるんですか」と尋ねかけたが、猛もう

 烈れつ

 に後こう

 悔かい

 しそうなのでやめておいた。

「改めまして。……お会いするのは初めて、ということは、あなたはティカルにはいらっしゃらなかったんですの？」

「隠れてご同行させてはいただきましたが、距離を置いて警戒しておりました。最も危あや

 うかった、あの塚つか

 が崩くず

 れ落ちる瞬間には、間に合わなかったのです」

　ミゼルカの無表情な瞳が、わずかに悔くや

 しげに翳かげ

 る。フェルのほうはぴんときた。

（だから、さっき離れるのも嫌だったのかな）

　なんと忠実な護衛だろう、とフェルは彼女の職業意識の高さに感動する。

「あなたは、昔からお義兄さまの護衛をされているの？」

「はい。かれこれ十年ほどはおそばにおります」

　では、彼らはいわば幼おさな

 馴な

 染じみ

 なのだ。主しゆ

 従じゆう

 のあいだでも、そんな言葉が通用するのかはさておき。

「あの、ミゼルカさん」

「敬けい

 称しよう

 はどうぞお気き

 遣づか

 いなく。私はジルフォード殿下の護衛です。ミゼルカと呼び捨てていただければ」

（うーん、困った。そうしたほうが自然なんだろうけど……慣れないなあ）

　フェルは孤こ

 児じ

 院いん

 でも年長だったので、なかなか『少し年上のお姉さん』と語らう機会はなかった。

　あっちは年上、こっちはただの身代わりだしで、気を遣つか

 うなと言われてもどだい──

（ん？　待った。それならいっそ開き直ったほうが）

「では、せっかくですもの。ジルフォードお義兄さまのように、ミゼと呼んでも？」

「……え？　は、はい。ありがとうございます。黒龍公夫人」

「一方ばかりが愛あい

 称しよう

 では不公平だわ。わたくしのことも名前で呼んで」

　ミゼルカ──ミゼは、すぐ顎を引いたものの、面めん

 食く

 らったようにぱちぱち目をしばたたいていた。その様子は、大人びた彼女の雰ふん

 囲い

 気き

 を、少しあどけなく見せる。

「では、お言葉に甘えて。シレイネ様」

「様なんて、っていうかそうか名前……いいえ、なんでも。よろしくお願いしますわね、ミゼ。嬉しい。ミゼって愛称が可愛くて、実は呼んでみたかったの」

　そう。珍めずら

 しく、数代前のご先せん

 祖ぞ

 さまあたりで途と

 切ぎ

 れてしまったらしい乙女おとめ

 心ごころ

 が、ありもしないのにくすぐられる響ひび

 きだった。フェルが瞳を輝かがや

 かせると、ミゼは困こん

 惑わく

 したように視線をさまよわせ、少し苦笑した。

「シレイネ様は、ジルフォード殿下のおっしゃるとおりのかたですね」

「？　まあ。お義兄さまは、わたくしのことをなんて？」

「はい。話していると噓うそ

 がつけず、不思議と警けい

 戒かい

 心しん

 を解いておしまいになる、と。明るくて、闊かつ

 達たつ

 で……『あれで病弱を名乗るなら、死に病の老人でも、真の病弱を馬ば

 鹿か

 にすんなと病びよう

 床しよう

 から跳は

 ね起きて怒ど

 鳴な

 り散らしそうだ』と」

「……あ、はい。さようでございますわね……」

　恐縮すぎて実感の湧わ

 かない褒め言葉の中、最後の一点だけは心当たりがあり、フェルは眉間を押さえて下を向いた。確かに、新婚旅行では、訪問先のイルの戦士相手に殺た

 陣て

 を繰く

 り広げ、密みつ

 偵てい

 まがいの真ま

 似ね

 に、花火で蟻あり

 塚づか

 を爆ばく

 破は

 しと、いろいろやらかした覚えはある。

「それに、姿かたちが妖精のように可か

 憐れん

 で、この世のものではないように麗うるわ

 しいと。……僭せん

 越えつ

 ながら、私も、あなたほどお美しいかたは初めて見ました。『あんな嫁を貰えるなんて愚弟その二は果か

 報ほう

 者もの

 すぎる』と言われるからには、ジルフォード殿下も、きっとあなたのようなかたが──いえ。申し訳ございません」

　次つ

 いで出かかった言葉を、ミゼは慌てたように吞の

 み込んだ。

（そっか。ジルフォードさまのことになると、饒じよう

 舌ぜつ

 になるんだ）

　冷たく無感動な守しゆ

 護ご

 者しや

 の仮面の下から、ちょっとずつ彼女自身の表情が見えてきた。

「ミゼ、は。ジルフォードお義兄さまが大好きなのね」

「……そんびゃことは」

「そういえばこの城の家令も、我が君好き好き大好き激げき

 愛あい

 してると毎日言っては、執務室のクローゼットに潜ひそ

 んで旦那さまと片時も離れたくなさそうですもの。って。はい？」

（ちょ、っと。待って、今）

　ミゼは真顔で、思いっきり嚙まなかったか。

　白く整った面おも

 ざしには、動揺のかけらも見受けられないが、よくよく見れば耳が火ほ

 照て

 って朱しゆ

 色いろ

 に染まっている。











（え……？）

　たぶん。

　どうも、何かいけないものを、踏んだ、らしい。それも思いっきり。

（ただの忠誠じゃなくて。ええと、この反応は、ひょっとしなくても、わ、うわ）

　きっと、そういう何か。

　さすがのフェルでも察してしまい、慌ててわたわたと取り繕つくろ

 う。

「ごごごごめんなさい、今のなしで、いやでもなしじゃなくて、お待ちになって、勘かん

 違ちが

 いかも、じゃなくて」

「し、シレイネ様？　申し訳ございません、落ち着いて……」

「あらいやだ、冷静ですわ。おほほ、いやあね、わたくしったらなんてひどい勘かん

 違ちが

 い！　あなたがジルフォードお義兄さまのことをお好きだなんて、そんなまさかですわよね!!
 　地べたに這は

 いつくばってお詫わ

 びすべきだわ。要するに。ええっと。少し萎しお

 れかけたキャベツを濡ぬ

 れた布で包んで冷れい

 暗あん

 所しよ

 に置いておくとシャキっとするんですのよ、ご存じ!?
 」

「いえ、ご推すい

 察さつ

 の内容については、まったく勘違いではなく！　あのかたへの気持ちを質ただ

 されれば、私は否定する術すべ

 を持ちませんので、実際に立ち上がって這いつくばろうとなさるのはどうかご容よう

 赦しや

 を！」

　フェルのほうは立りつ

 派ぱ

 に混乱していたが、ミゼもフェルの激げき

 震しん

 に巻き込まれた形で──うっかり、告白が転がり出た。

　時間が凍こお

 る。

　凍ったまま、両者、熟う

 れた林りん

 檎ご

 のようにさらに真っ赤になった。いわば冷凍林檎合戦だ。

「ごめんなさい!!
 」

　先に解凍されて謝ったのはフェルだ。自分の浅はかさを猛もう

 烈れつ

 に悔く

 いた。

　平民の護衛兵と、皇太子。

（わたし、何てことを言わせてしまったの）

　好きだったから、なんになるというのだろう。彼らの道が交まじ

 わる日は来ない。

　青くなったフェルに、ミゼは首を振る。

「どうぞ、分ぶん

 不ふ

 相そう

 応おう

 な戯たわむ

 れと、お忘れを。私は、ジルフォード殿下の護衛です。この身はあのかたの盾たて

 となり、腕は剣となり、弓ゆみ

 矢や

 となる。それこそが幸せ。あのかたのそばにいる、唯一の道」

（あ、……そっか）

　動かない関係だからこそ、未来が焦こ

 げついているからこそ、自身の気持ちをはっきりとは告げないからこそ──そばにいられるのだ、と。

「未来を望むあのかたが、ただ前だけを見据えていられるよう。背をお守りするのが私の使命。それは、今も昔も、これからもずっと、です」

　ミゼの話を聞きながら、フェルは俯うつむ

 いた。どこかで聞いたような話だと、他ひ

 人と

 事ごと

 みたいな感想が浮かんだ。

（それはいったい、誰のこと──？）

　彼女の心は、手に取るように分かる。それこそ、痛いほどに。

「はい……ありがとう、ミゼ。全部忘れます。取り乱してごめんなさい」

　カップの中を見つめ、フェルは首を垂れる。

　クリーム入りのお茶のとろりとした表面には、不安そうな自分の顔が揺れていた。
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　何も知らせず、何も伝えず。

　ただそばで守り続けることが、幸せ──。

　ミゼと別れたあと、フェルは独り廊下を歩きながら、もぞもぞと落ち着かない気持ちを持て余していた。

　近くにいても、決して交わることのない道だ。それでも構かま

 わないとミゼは言う。

　凜りん

 と背筋を伸ばす彼女は、美しいとフェルは感じた。それはきっと、秘められた覚かく

 悟ご

 のためだ。葛かつ

 藤とう

 も何もかも吞み込み、ただ真っ直ぐ彼を護りたいと言えるミゼが眩まぶ

 しくて、割り切ることができる強さが羨うらや

 ましかった。

（ジルフォードさまは、どうなんだろう？　ううん、考えちゃ駄目だ）

　ぶるぶる首を振ったところで、ちょうど悩みの一いち

 翼よく

 と出くわした。

「嫁？　ちょうど良かった。捜していたのだよ」

「ジルフォードお義兄さま。旦那さまとお話は？」

　いつの間に前にいたのだろう。明るい空色の瞳と視線が合い、フェルはぱちぱちと目をしばたたいた。

「ちょうど今終わったのだ。護衛の相手をしてくれてかたじけないね。代わりに礼を言っておこうかな」

「いいえ。わたくしこそ楽しかったですわ。ミゼによろしくお伝えくださいな」

　微笑んで腰を折るフェルに、「あれも嫁と過ごせて楽しかったようだ。まあ、私も嫁は気に入っているからな！」とジルフォードはひらひら手を振る。

　そして、そのままのノリで、ぽんと続けた。





「──もし、きみが本物のシレイネ姫ではなかったとしてもね」





「……えっ……？」

　急に、世界から音が遠ざかったような心地がして、フェルの反応は、一いつ

 拍ぱく

 遅れた。

（今……なんて？）

　きぃん、と耳鳴りがする。茫ぼう

 然ぜん

 とするフェルに、ジルフォードは続けた。

「大丈夫かね？　むう。反応が弱いな。もう一回言おうか。嫁、きみは、シレイネ＝アリステル＝ユナイアではないだろう。不自然なほどに、極めて容よう

 姿し

 の似に

 通かよ

 った、別人だ」

「なん……で。何をおっしゃっているのか、分かりませんわ。悪ふざけを続けるおつもりなら、わたくし、これで失礼いたします」

　震える声で断りを入れると、フェルは踵きびす

 を返そうとしたが、ジルフォードに腕を摑まれてしまう。

「まあ、待ちたまえ。さっきも言ったが、私は嫁が気に入っているのだ。だからこそ、質問にははっきり答えてもらいたいわけだな。『悪ふざけ』で全てを片付けようとするのなら、私にもそれなりの考えがあるが、どうかな？」

「…………」

（何を、どうやって知ったの？　ううん、それは問題じゃなくて）

　知った理由をここで訊いてしまうことは、入れ替わりの事実を認めることだ。まずは、この場を切り抜けなければ。

「……付き合いきれません、お戯たわむ

 れですもの」

　虚きよ

 勢せい

 を張り、フェルは精いっぱい背筋を伸ばすと、ジルフォードを睨む。「やあ怖こわ

 い！」と肩を竦め、彼は目を細めた。

「言っておくけど、いろいろと物ぶつ

 証しよう

 もあるのだよ？　たとえば、例の肖しよう

 像ぞう

 画が

 とかね。第一、そんなに蒼あお

 ざめて怯おび

 えた顔で、掠かす

 れた声を出されても説得力が皆かい

 無む

 だというものだ」

　怖がらせてすまないね！　と明るく謝るジルフォードは、もう、何か得え

 体たい

 の知れないもののように見える。

（そうだ。この人は、油断できない）

　ティカルでは、最終的に味方になってくれた。けれど、それまでの経緯いきさつ

 は、今、フェルを警けい

 戒かい

 させるには十分なものだ。

「さしずめ、セタンタ王が病弱な妹の身を案じて、ユナイア王家の傍ぼう

 流りゆう

 にいた妹似の姫君を身代わりに立ててきたってところかな。……しかしまあ、双ふた

 子ご

 でもないのなら、珍しい色合いまでそっくりよく似た娘がいたものだな。自然の神しん

 秘ぴ

 というやつか」

　感心したようなその言葉に、フェルは思わず、咽の

 喉ど

 に詰めっぱなしだった息をゆっくり吐き出す。

（つまり、替え玉の本当の名前や、ド庶民である素す

 姓じよう

 まではバレていない、ってことね……）

　自分が吊つ

 るされても孤児院が無事なら、状況はまだましだ。少し落ち着きを取り戻したフェルは、努つと

 めて平へい

 静せい

 を装よそお

 った。

「ばかばかしい。……絵え

 空そら

 事ごと

 を並べて、何をお望みですの？　先ほどおっしゃっていた、ご質問とやらを、聞いておきましょうか」

「質問というより、課題かな。このあいだ、ティカルできみは私に言ったね。『あの人を傷つけるなんてごめんだ』と」

　弟パールにまつわるクロウの過去をジルフォードから聞かされたとき、フェルは、ジルフォードにそう宣言した。衝しよう

 動どう

 的てき

 に口走ったことだったが、その気持ちに偽いつわ

 りはない。

「では嫁。『シレイネ姫』の偽にせ

 物もの

 にすぎないきみは、なんのためにここにいるんだい？」

　クロウを傷つけることなどごめんだと言うならば、何ができるつもりで、ここにとどまっているのか。

「なんのために、っていうのは、そもそもの入れ替わりの理由じゃあない。そんなものはきみ自身の意思じゃないからね。贋にせ

 物もの

 の花嫁という立場で、この場所で、愚弟を騙だま

 していながら、あの子を傷つけたくないときみは言う。そんなこと、どう実現するんだという話」

「……」

　それはちょうど、つい先日も自分で覚えた疑問だった。

　クロウは、フェルのためにできることをしようとしてくれている。

（それじゃわたしは。彼に何が返せるの？　って）

　彼の『課題』は、フェルが自らに抱いだ

 き、けれど心の奥底になんとか埋めてしまいたかった違い

 和わ

 感かん

 のかけらを、正確に抉えぐ

 ってきた。

「花嫁の真しん

 贋がん

 について、私からは、クロウにとやかく言うつもりはないんだけれども。まあそもそも、私が暴ばく

 露ろ

 したところで、あの子はとっくに気づいていながらわざと黙っているんだろうから、言うだけ無駄だろうがね。意味するところは分かるかな」

「……え」

　さらっと今聞き逃のが

 せないことを言わなかっただろうか、この男は。

「今、なんて？」

「きみは、なんのために──」

「そのあとに！」

　心臓がばくばくと脈みやく

 打つ。手の平に、嫌な汗がにじんだ。

（旦那さまが──なんて言った？）

　その様子に目を眇すが

 め、ジルフォードは「……ああ、なるほど」と頷く。

「きみ。一度会ったきりの私が分かったんだよ。そして……愚弟その二は賢かしこ

 い男だ。兄弟の中で、おそらく最も知恵は働く」

　それはフェルもよく知っている。三カ月、いちばん近くで彼を見てきた。怖いくらいに、知っているつもりだった。

（噓だと、聞き違いだと言って）

　フェルの祈いの

 りを打ち消すように、ジルフォードはおごそかに告つ

 げる。

「私からは誓って何も言っていない。だが──クロウが、本当にきみの正体に気づいていないと思っているのかね？」

「……！」

　クロウはきっと、身代わりに気づいている。

　その宣せん

 告こく

 に、フェルは足元が崩れるような感覚に襲おそ

 われた。
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　──極きよく

 端たん

 な譬たと

 え話をする。

　そうだ、独ひと

 り暮らしのコワモテのお爺じい

 さんの家に、泥どろ

 棒ぼう

 に入るとしよう。もちろん泥棒はこの世から撲ぼく

 滅めつ

 されるべきだと思うが、あくまで譬え話だ。

　お爺さんはちょっとボケていて、自分を孫まご

 と勘かん

 違ちが

 いする。諸しよ

 事じ

 情じよう

 あって、自分も孫のふりをしながら、お爺さんと暮らし始める。

　ほどほどに仲よくなり、信しん

 頼らい

 関係も出来上がり、自分、ちょっと孫の身分に愛あい

 着ちやく

 出てきたかもなあ、という頃になって。まんまと騙されていたはずの老人が実は──

「せせせ先生！　助けてください！　お爺さんがずっと、わたしが孫じゃないって気づいてたかもしれないんです……！」

「へっなんの話!?
 　イエ、分かんないけどとりあえず最短で壁を這は

 いのぼってくるのやめなさいフェルディアちゃん!!
 　落ちたら大だい

 惨さん

 事じ

 よ！」

　ほとんど半泣きで、ずるずる鼻をすすりながら、黒こく

 陽よう

 宮きゆう

 二階の窓を外から叩たた

 いたフェルを、ガウェインは青くなりながらも抱かか

 え入れてくれた。

　カツラとメガネの、いつもの変へん

 装そう

 姿すがた

 だ。召めし

 使つかい

 のお仕し

 着き

 せをどんなふうに着て、どうやって出てきたのかあまり覚えていない。たしかラナがあれこれ誤ご

 魔ま

 化か

 してくれて、いろいろな人の目を欺あざむ

 けた。

「あの、フェル収容できました!?
 」

　当のラナは、少し遅れてちゃんと出入り口から駆か

 け込んできた。壁を登っていくフェルをはらはらしながら見守っていたらしいラナに、「大丈夫、今確保したわん」と笑いかけ、ガウェインは胸に飛び込んできたフェルの背をよしよしと撫な

 でる。

　黒陽宮──黒こく

 龍りゆう

 城じよう

 の中でも、隅すみ

 っこの端はし

 っこに位置する、小さな離り

 宮きゆう

 だ。現在、ガウェインの滞たい

 在ざい

 に使われており、面めん

 倒どう

 を嫌きら

 った彼が使用人を一いつ

 切さい

 断ってしまっているため、耳じ

 目もく

 を気にせず秘密の話もできる。

「……とりあえず、久しぶりね、フェルディアちゃん。落ち着いた？」

「はい」

　こっくり頷うなず

 くと、ガウェインは最後にとんとフェルの肩を叩いた。

　すぐ目の前に、誰よりも親しんできた、紅あか

 い髪と琥こ

 珀はく

 色いろ

 の双そう

 眸ぼう

 がある。それだけで、世界のどんな場所でだって戦っていけると思える、大切な先生の色だ。

（お、落ち着いてきた……）

　黒と白で統一された、品のいい室内調度を目で追いながら、フェルは鼻をすんとすすった。心しん

 境きよう

 激げき

 震しん

 のときに、彼が城に滞たい

 在ざい

 してくれていて、本当に良かったとしみじみ感じる。

　正体を知っても友達でいてくれるラナもそう。ぐずぐず悩み始めると止まらず、早々に脳みそが限げん

 界かい

 を迎えたフェルは、収しゆう

 拾しゆう

 がつかなくなる前に彼らに相談することを選んだのだった。

「──で、どうしたの？」

「実は……」

　フェルはぽそぽそ事情を説明した。ガウェインは、初めこそ真ま

 面じ

 目め

 な面おも

 持も

 ちで聞いていたが、やがて複雑な顔になっていき、しまいには指先で眉み

 間けん

 を押さえた。

「はああ、なるほどねえ。あーあ言わんこっちゃない。あの坊ぼう

 や、最悪じゃねえか……。にしても、譬えがよりによってコワモテの独どつ

 居きよ

 老ろう

 人じん

 て、ウケるわー……」

「？　先生？」

　フェルは首を傾かし

 げ、ラナと顔を見合わせる。「こっちの話」と手を振り、ガウェイン先生は苦笑する。

　黙ると不安になって、間を置かずに、フェルはまくしたてた。

「どうしよう、シレイネさまやセタンタ陛へい

 下か

 にご迷惑がかかったりしたら……！　今すぐ逃げるべきですか!?
 　そもそもどうして!?
 　なんで!?
 　だってわたし、ずっとお姫様のふりしてたのに！　ねえラナ、いつどこで殿下にバレたんだと思う!?
 」

　近くにいたラナの両りよう

 袖そで

 を摑んで上下に揺ゆ

 らすと、「そうね」とラナは難しい顔で人差し指を立てた。

「殿下がどうやって気づいたか、ね……それらしい節ふし

 を思い返してみたら？」

「わ、分かった。立冬サウイン

 からこっちで、彼に怪あや

 しまれたかもしれない瞬間、だよね」

　大きく息を吸す

 い、フェルは記き

 憶おく

 を手た

 繰ぐ

 ってみた。

　ひとつ、アンダードレスで修しゆ

 羅ら

 場ば

 に乗り込んだとき。

　ふたつ、エルラント最強の軍団である黒龍師団と毎日壮そう

 絶ぜつ

 な追いかけっこをしていたとき。

　みっつ、彼の顎あご

 を掌しよう

 底てい

 でブチ割りかけたとき。路ろ

 地じ

 裏うら

 で屋台の呼び込みをしたとき。男性でもちょっと引く大きさのかたまり肉のグリルをぺろりと平らげ、なおかつ旦那さまの皿にまで熱いまなざしを送ったとき。誰も見ていないからと、「ぶべっくしょい！」とくしゃみをしたところに偶ぐう

 然ぜん

 旦那さまと出くわしたとき。

「うん……」

　ひとしきり思い返すと、フェルは真顔でゆっくり頷うなず

 いた。

「……あのさ、ラナ。どうして今まで気づかれてないって信じられてたんだと思う……？」

「あたしに訊き

 くな」

　返答はにべもない。そうですよね、とフェルは半分砂になった状態で宙ちゆう

 を見つめる。

「けど、気づかれてるならいろいろおかしいと思うの！　だって、旦那さまだよ毒どく

 龍りゆう

 公こう

 だよ？　身代わり花嫁なんて利用しないはずないじゃない。それともぬるま湯で油ゆ

 断だん

 させといて、じわじわ火にかけて煮殺す方式？　でも肉は水から茹ゆ

 でると悪あく

 夢む

 みたいに灰あ

 汁く

 が出るし。筋を切って下味をつけ、ちょっとフライパンで焼き色をつけて旨うま

 味み

 を閉じ込めてから煮込むのが定じよう

 石せき

 なのに、あの旦那さまに限ってそんな初歩的な過あやま

 ちを犯すはずが」

「……あのねフェルディアちゃん。とりあえず話が途中で変わってるからねん。現実逃とう

 避ひ

 代わりになんでも生活の知ち

 恵え

 に変へん

 換かん

 する癖くせ

 やめなさい？」

「はっ」

　飴あめ

 色いろ

 に炒いた

 めた玉ねぎと大きめ切りの根こん

 菜さい

 を加えたところで、ようやく我に返ったフェルに、ガウェインが苦く

 笑しよう

 した。

　彼は、それからちょっと思し

 案あん

 する風を見せ、「ま、おれから話すことじゃねえか」と呟つぶや

 く。なんのことだとフェルが問いかける前に、ガウェインはため息をつき、紅あか

 い髪を自みずか

 ら搔か

 きまぜた。

「決して、あの野や

 郎ろう

 を庇かば

 うわけじゃないんだけどねん」

「？」

「この前、冬至ユール

 の試練でね。毒どく

 龍りゆう

 公こう

 なんて危ない奴やつ

 にいっときだって娘を任まか

 せられるかって怒ってたアタシに、あなた言ったわ。『誠実なところもある、そんなに捨てたもんじゃない人だ』って」

「……はい」

　よく覚えている。フェルは、心配いらないと言おうとして、いつの間にか彼のいいところを一生懸けん

 命めい

 挙あ

 げて庇かば

 っていたのだ。

「実際のとこ、花嫁が替か

 え玉だま

 だと、知っているのか、知らないのか。アタシからは、どう確かめるべきかの答えは示せないわん。でも、あなたがこの三カ月の間、見て、触ふ

 れて、感じ取った『クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント』がどんな人間で、どう行動するだろう、って。まあ、ちょっとは考えてやってもいいんじゃないかって、思うのね」

　冷れい

 徹てつ

 で、恐おそ

 ろしくて、目的のためには手段を選ばない毒龍公。

　弟の亡なき

 骸がら

 の眠る地を、ずっと守り続ける兄あに

 皇おう

 子じ

 。

　妻の故こ

 郷きよう

 をいつまでも敵対国呼ばわりさせるわけにもいかないだろうと、なんでもないことのように、遠大な商路の計画を懸けん

 命めい

 に進めてくれている旦那さま。

（事実を知っているのに黙ってたとして。ずっと過ごしてきた時間は変わらない。もしそうなら……わたしの知ってる、彼は……）

　俯うつむ

 くと、ラナが、ぽんと頭に手を乗せてくれた。顔を上げると、ちょっと笑って、頷うなず

 かれる。

（今の。少しだけ、旦那さまが、よくしてくれる仕し

 草ぐさ

 みたい……）

「何を選んで、信じるか。今までのことを思い出しながら、じっくり考えて決めてみて。その上でやっぱりクルヴァッハを脱だつ

 出しゆつ

 したいのなら、──アタシはどんな手段を使っても、あなたをここから逃がしてあげる」

　だから安心なさいな、と。

　ガウェインの、節ふし

 くれた太い指が、そっとフェルの小さな手を包つつ

 む。

　じんわり伝わる熱はあたたかい。それなのに、ひやりと冷たい夫の指先を思い出してしまっていた。





　──少し落ち着いたフェルが次に向かったのは、黒龍城本ほん

 棟とう

 の端はし

 の端。日当たりの悪い、北の側そく

 塔とう

 だった。

　貴き

 人じん

 の幽ゆう

 閉へい

 などに使われてきたという高い塔とう

 を下から見上げ、フェルは息を詰つ

 める。

（旦那さまの真意について……わたしの正体も名前も知ってた『あの人』なら、何か手掛かりを持っているかも。話を聞いてみなきゃ。でも、彼のところに出入りできる使用人は限られてるし。ここは！）

　お仕着せのスカートの裾すそ

 を、勇いさ

 ましくまくり上げて膝ひざ

 上うえ

 で括くく

 り、本日二度目の壁登りを実行してみたところ、完全制せい

 覇は

 もしないうちに、部屋のあるじにはあっさり気づかれた。

「うわわわ!?
 　な、なんだですか、というか、手！　手、出してください。死ぬですよ!?
 」

　泡を食った風ふ

 情ぜい

 で窓を開け放ち、バルコニーから身を乗り出してフェルを引っ張り上げてくれたのは、瑠る

 璃り

 色いろ

 を帯びた銀ぎん

 髪ぱつ

 に、朝焼け色の瞳を持つ、浅黒い肌の少年だ。とはいえ、幼おさな

 いのは見た目だけで、実際は青年と呼ばれる年である。

「花嫁さま!!
 　なんって無茶するだですか!?
 　落ちたら挽ひき

 肉にく

 だですよ!?
 」

「いえ、挽肉までは言いすぎじゃないかと思いますけど、割れたスイカにはなるかもですよね……って」

　訛なま

 りの強い共用語でたしなめてくれる、辺へん

 境きよう

 民みん

 族ぞく

 の長おさ

 ・キリヤ＝イル＝ティカルに、フェルはこくんと唾つば

 を吞む。

（今、『花嫁さま』って言ったよね、わたしを見て。ちゃんと栗毛のカツラやメガネを身に着けた、『召使』姿のはずなのに）

「わたしが誰か、お気づきなんですね。実は、直接見破られたのは初めてです」

「でしょうね。普通の人間なら、分からなかた思うです。でも、香りで分かる」

「え。香り……？」

　フェルは首を傾げる。それから、自分の袖そで

 をくんくんと嗅か

 いでみた。

「ごめんなさい。わたし、何かにおいますか」

「違いますよ。生まれのせいで、僕は、ちょっと鼻が利き

 くのだです。人間よりも、ずっと」

（まるで、自分が人間じゃないみたいな言い方……？）

　薄暗い部屋の中央で、燃も

 える暖炉の炎ほのお

 が大きく爆は

 ぜ、自分たちの影を揺らめかせる。キリヤのそれが、不意に奇き

 妙みよう

 な形に歪ゆが

 んだ気がして、フェルは慌てて目をこすった。

「前置きはこのくらいにして。わざわざこんなところにいらしたということは、ご用があるんじゃないだですか、『花嫁さま』……フェルディア嬢じよう

 ？」

　そうだ、とフェルは思い出す。以前彼は、どこかへ出荷するための呪毒を隠した蟻あり

 塚づか

 で、フェルの化けた『シレイネ王女』の本名を呼んだのだ。

（一体どこからその名前……だってわたし、身代わりに来るまで、ティカルなんて行ったことなかったし、もちろんキリヤさまと面めん

 識しき

 もないし）

　だというのに、贋にせ

 物もの

 だと見破られるのみならず、名前まで知っているとなると──

（やっぱりこの人が……）

「正体のこと。黒こく

 龍りゆう

 公こう

 には言ってませんですよ。ほかの誰にも、言うつもりもあるません」

「！」

　どこからどう訊き

 こうかぐるぐる考えるフェルの先回りをするように、彼は肩を竦めた。

「先日シレイネ姫が来たことで、かなり城が動どう

 揺よう

 しましたから。別に、これ以上場を乱みだ

 したところでいいことは何もないです。勝手に気づく分には、止められるませんけどね」

「あの……ジルフォードさまにも、言ってませんか？」

　一応フェルは確認してみたが、「はい……？　白龍公がどうしたんだです？」と不思議そうに首を傾かし

 げられてしまった。ジルフォードの話をすると、彼は難むずか

 しい顔になる。

「なるほど、そんなことが……びっくりされた、ましょう。お察さつ

 しするです」

「ありがとうございます。……キリヤさまは、どう思います？」

「あー、っと。それは、だですね……」

　この質問に、キリヤはどこか悩むような仕し

 草ぐさ

 をした。それから、ためらいがちに返す。

「白龍公があなたの素姓まではご存じなかったのなら、黒龍公も本当の名や出しゆつ

 自じ

 までは知らないのではないか……と。それにまあ、さすがにそのご格かつ

 好こう

 をされていれば、僕でもない限り、召使姿のあなたと姫君姿のあなたが同一人物だなんて、誰も気づけない思うますよ」

「で、ですよね。旦那さまも、さすがにこの姿までは知りませんよね！　嫁さんがこんな哀かな

 しい野や

 暮ぼ

 姿すがた

 で『銭ぜに

 大好き！』とか叫さけ

 んでたら、もっと我が身を憂うれ

 えてるはずだし！」

「……いや、そんな、そこま……。そうだですね、じゃ、そういうことで……」

　なぜか視線を泳がせるキリヤをよそに、フェルはうーん、と唸うな

 る。ひとまず安心できたが、この件について、これ以上キリヤから訊き出せることはなさそうだ。

　話を切り上げるかとも考えたが、せっかくこんなところまで来たのだ。彼に確かめておきたいことは、実はほかにもいろいろあるわけで。

「お尋ねしたいのは、それだけじゃないんです。わたし自身のことも……」

　フェルは自分のことを、なんの変へん

 哲てつ

 もない一般人だと思っていた。もちろん、今でもそう思っている。

（ド庶しよ

 民みん

 で、戦せん

 災さい

 孤こ

 児じ

 で、シレイネさまとはお顔が偶然に似ているだけ……そう思ってきたのに）

　呪じゆ

 毒どく

 なんて得え

 体たい

 の知れないもの見たこともなかったはずなのに、なぜかこの眼にはそれに対たい

 抗こう

 する力があるという。

　ここに来てから自分の身に起こったことは、あまりに信じがたいこと続きだ。

「それからあなたも……あなたは何者なんですか？　どうして、わたしの名前を知ってるんです？」

　蝶ちよう

 の群む

 れに紛まぎ

 れ込んだ毒どく

 蛾が

 だと己おのれ

 を評ひよう

 していたキリヤに、フェルは尋ねる。

「ぼくは、『朝焼けの子』の影ですよ。もっとも、『夕暮れの子』のあなたとは違い、本体はもう、この世にはいないはずだですが」

　複ふく

 雑ざつ

 な色を浮かべたまなざしで、キリヤは笑った。

「そして、答えてあげられるのも、それだけです。あなたに少し解かい

 放ほう

 して頂いたますが、この身には、まだ毒の残ざん

 滓し

 がある」

「……秘密を漏も

 らせば、身体からだ

 が砕くだ

 けるという呪のろ

 い？」

　確認するフェルに、キリヤは頷いた。それから、少しだけ言い足す。

「だから花嫁さま。情報を差し上げられない代わりに、今度はあなたについて、助言をさせてください」

「助言？」

「はい。正確には、あなたの力について。理由やご自身の身の上を探るより、使い方を考えたほうがいい、ということだです」

　瞳で対象を見み

 据す

 え、かけられた呪じゆ

 言ごん

 の『逆さま』を唱とな

 えることで、呪いを解と

 くことができる。フェルの力はそういうものだという。

「……使い方？」

「はい。力そのものは、そこにあるものなのだから仕方ないと考えて、どう付き合っていくか。この、東西のあわいの地クルヴァッハで、仮かり

 初そめ

 とはいえ、黒龍公の妻という立場にいる、あなた自身がどうしたいのか──」

　キリヤの言葉に、フェルは黙る。

（わたしがどうしたいのか）

　ジルフォードも、キリヤも。最後は同じ問いをフェルに投げかける。

「あなたの色は、魔ま

 を魅み

 入い

 らせるます。さあ、もう戻って。見張りは、僕がなんとかごまかしますから。ここはクルヴァッハで、今は夕暮れ。昼から夜へのあわいの時間。……あなたは、黄昏を身に宿す『花嫁さま』なのだから」

　黒龍公の妻だと思って、そう呼んでいたわけではありませんよ、と。彼は最後にそう言った。





（で。目もつ

 下か

 、どうしようかって）

　相談できそうな面メン

 子ツ

 を順じゆん

 繰ぐ

 りに巡り、フェルはひとしきり唸うな

 る。

　三カ月前なら、たぶん重たいドレスの裾すそ

 をからげてでも、即そく

 座ざ

 にトンズラしていただろう。しかし今は、彼と一緒に過ごした時間の積み重ねが、『慌てて逃げなくてもいいかもしれない』という結論を導みちび

 いた。

　問題はここからだ。

（うう、しばらく彼には会いたくないなあ。ちょっと考える時間が欲しいというか。今はどんな顔しても、ぎこちなくなりそう。けど、不必要に警けい

 戒かい

 しても逆に怪あや

 しいし）

　さあどうしよう、と悶もん

 々もん

 としていた、その翌朝。

　こういう時に限って、としか言いようがない。心も決まらないうちに、さっそく、旦那さまからの呼び出しがあった。
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「旦那さま。失礼いたします」

　年ねん

 季き

 の入った樫かし

 の執しつ

 務む

 机づくえ

 で、いつもどおり書類を取り崩くず

 していたクロウは、控ひか

 えめに扉とびら

 を叩たた

 く音で顔を上げた。

　戸口には、見慣れた緋ひ

 銀ぎん

 の髪の少女が、どこか所しよ

 在ざい

 なげに立っている。急な求めに応おう

 じてくれた妻に、クロウはふっと目を和なご

 ませた。

（……っと。立ち話をさせるわけにもいかないな。長くなるだろうし）

　妻の顔がどこか不安げに翳かげ

 っていることは気になりつつも、クロウは席を立ち、長椅子に移動した。彼女が座れる幅はば

 を残して腰掛け、手にしていた書類に視線を戻す。

「朝からすまない。今、商路の構想を見直していて、お前の意見を聞いてみたい箇か

 所しよ

 が──」

　途中で違い

 和わ

 感かん

 に気づく。

　先日どおりなら、すぐ隣となり

 に来るはずのぬくもりが、いつまで待っても訪れる気配がない。

　視線を上げると、なぜかフェルは、相変わらず戸口に突っ立ったままである。

「……シレイネ？　どうした」

「な、なんでもありませんの」

　フェルはぱたぱた手を振ってみせた。とはいえ、唇くちびる

 の端はし

 が引きつっているし、目は泳いでいる。

（絶対、なんでもないって表情じゃないだろう、それは）

　クロウは顔をしかめる。

「……どうしたんだ？」

「お気になさらず。どうぞ、わたくしのことは空気だと思ってくださいな」

「お前に倣なら

 って返すと、そんなに賑にぎ

 やかな空気があれば、人間の肺なんて三秒で破は

 裂れつ

 する。だいたい、呼んだのは俺だ。……何かあったのか？　顔色が良くない」

「べべべ別にまったくこれっぽっちも!!
 」

　腹でも壊こわ

 したんだろうか。幼い頃、彼女は見切り発車でなんでも口に入れる子供だったと、ガウェインからは聞いている。今はさすがにそんなことはしないだろうが。

「？　それじゃ、早く隣に来い。試し

 算さん

 が見せられない」

「え、……ええ」

　しかし、おずおずとやってきた彼女は、先日のようにぴったりくっついてくるどころか、新婚旅行の帰りがけにしていたように、椅子の手すりに腰を下ろすではないか。

「お前……〝妻たちの反はん

 逆ぎやく

 〟座りの流りゆう

 行こう

 はガセネタだったんだろう。俺に何か言いたいことでもあるのか？」

「い、言いたいこと……ですか」

　フェルはうろうろ視線をさまよわせる。

　彼女は、本当に分かりやすい。今も、訊きたいことがあるのに、訊く勇気が出ない。いかにもそういう様子だ。

（……なんだ？　一体、どこから何を仕入れてきたんだ）

　しばらく待ってやると、やっと覚かく

 悟ご

 が決まったのか、「では……」と口を開く。

「うぁの、旦那さま」

「どうした？　『あの』が裏返っているが」

　何を勢いきお

 い込んでいるんだと、即そく

 座ざ

 に突っ込んでみると、フェルは口ごもってしまう。

「いえ、要するに、旦那さまが独り暮らしのお爺さんで、泥棒の孫が……」

「は？」

「ではなく。旦那さまは、わたくしが、身が──」

「身が？」

「みが、みが、身がたっぷり詰まった渡わた

 り蟹がに

 の詰め合わせ、今なら半額。あらお得！」

　今、絶対、何か言い換か

 えた。

　クロウは半はん

 眼がん

 になりつつ、「ケイの押し売りなら断っておけ」と律りち

 儀ぎ

 に答えておいた。

「……なんなんだ？　今、別のことを言いかけてやめただろう？」

「それはその……わたくし聞いたのですけれど、旦那さまは、ジルフォー……」

「兄上がどうした？」

「お義兄さまを心から敬けい

 愛あい

 していて、いつか彼のように裸ラ

 で徘はい

 徊かい

 するのが夢だとか」

「そうか、なるほどな。……あの馬ば

 鹿か

 お望み通り剝む

 いて吊つ

 るして丸焼きにしてくる」

「わーっ、待ってください！　出任せですの！」

　長椅子から立ち上がって異い

 母ぼ

 兄けい

 を絞し

 めに（半なか

 ば本気で）行こうとしたクロウの腕に縋すが

 って止めたのち、フェルはぱっと熱いものに触さわ

 ったように手を引いた。

「ごめんなさい……わたくし、やっぱり気分がすぐれないみたい！」

「おい……!?
 」

　やがて、扉に飛びつくようにして執務室を出ていく妻を、クロウは茫ぼう

 然ぜん

 と見送る。何がなんだか、さっぱり分からない。

（……何があったんだ？）

　ひどくざらついた心地になった。彼女を追いかけようとも思ったが、結局思い留まる。

（……いや、そもそもだ。あいつに避けられるなんて、いつものことじゃないか。むしろ、先日が異い

 常じよう

 だっただけだ。そうだろう）

　気にかけるのは、彼女の浮かない表情だけでいい。何も変わらない。そのはずなのに。

腹の底に澱おり

 が溜た

 まる。こんなに動揺する理由が自分でも分からず、クロウは戸と

 惑まど

 う。

　──ジルフォード。

　彼女が残した名前が、手掛かりだ。





「やあやあ愚ぐ

 弟てい

 その二！　血けつ

 相そう

 変えてどうしたね」

　その足で、即そく

 座ざ

 に長ちよう

 兄けい

 のいる客間を急きゆう

 襲しゆう

 したクロウを、ジルフォードは優ゆう

 雅が

 に片手を挙あ

 げて迎え入れた。

　彼は、長椅子に腰掛けて軽食の真っ最中だったらしい。剝む

 いた林りん

 檎ご

 をしゃりしゃり齧かじ

 っている兄のもとに、クロウは靴くつ

 音おと

 を鳴らして大おお

 股また

 に歩み寄る。

「……お訊きしたい。妻に何か吹き込みましたか」

　ただの頭のネジが緩ゆる

 んだ考えなしにも見える長兄を見下ろし、慎しん

 重ちよう

 に問いかけた。この能のう

 天てん

 気き

 そうな頭には、実際、自分よりもよほど狂きよう

 気き

 じみた狡こう

 猾かつ

 さが詰まっている。

「ん？　どうしてそう思うんだね？」

「彼女の様子がおかしかったもので。避さ

 けられている、とも」

「おや、そうなのか！　ありゃりゃ。予想以上みたいだなあ」

（予想以上……？）

　その言葉に、クロウは無表情のまま身をかがめ、兄の胸むな

 倉ぐら

 を摑み上げる。

「……ありがたいことに、ミゼルカはいないようだからな。ちょうどいい。場合によっては数発は覚悟していただく」

「ぎゅう、苦しいじゃないか。そうそう、ミゼにはちょっと今、お使いに行ってもらっているからね。すぐに戻ってくるはずなんだけど……お前、あともうちょっと遅く来てほしかったなあ」

　兄に恐おそ

 ろしいほど忠ちゆう

 実じつ

 な、護衛の不在。彼女は優秀な密みつ

 偵てい

 でもある。

　何を探りに行かせたのかも、じっくり聞き出す必要があるが、まずは──

「で、妻の耳にどんな毒を流し込んだ？　あいつを煩わずら

 わせ傷つけることは、たとえ兄上でも許さない」

「そうだね……お前たちを見ていたら、まどろっこしくて、つい。でも、余計だったかもしれない」

「？」

「彼女が大切か、それもいい。私は、お前のそういうところが好きだよ。……それでいい。お前たちは、そのままで」

　ジルフォードは、少し寂しそうに微笑ほほえ

 んだ。

　常つね

 は見せない表情に、クロウは思わずぎくりとする。

（……そのままでいい？　本当に？）

　──〝一緒に幸せになりたいなら、ちゃんと向きあった方がいいんじゃないか……〟

　今は、まったく関係ないはずなのに。

　なぜか、ガウェインの言葉が思い出される。不意の迷いは、腕から力を奪った。

　その隙すき

 を狙ねら

 ったのか、ジルフォードは摑まれた襟えり

 からさりげなくクロウの手を外し、ぱんぱんと胸元をはたく。

「まったく、せっかく新調したばかりの一いつ

 張ちよう

 羅ら

 が、皺しわ

 になったら面めん

 倒どう

 じゃないか」

「あなたなら斬ざん

 新しん

 な着こなしとでも言い張れるでしょう。それより質問に──」

「答えているような、悠ゆう

 長ちよう

 な時間はあるのかな？　そんなこと気にかけてる暇があるかっていうと、違うんだなこれが」

　彼がそう言った瞬間、測はか

 ったような絶ぜつ

 妙みよう

 の間合いで、こんこんと扉が叩かれる。

　一いつ

 拍ぱく

 のち、顔を覗のぞ

 かせたのはケイだった。

「あのー、お取り込み中、申し訳ございませんが、我わ

 が君きみ

 ？　外出されていたミゼルカ＝ティアシェ殿が、戻られたようなんですがー」

「……通せ」

「いいんですか？　なんだか彼女、ちょっと不ふ

 審しん

 な、というか不自然に大きな麻あさ

 袋ぶくろ

 を担かつ

 いでいまして。門もん

 衛えい

 が中を検けん

 分ぶん

 させるよう申しましたところ、あなた様とジルフォード殿下に取り次つ

 いでくれと──」

（荷物？）

　クロウは戸と

 惑まど

 い、ジルフォードを睨にら

 んだ。「おお、よかった成功したのか。じゃ、ついでに嫁も召しよう

 喚かん

 しちゃってくれ！」と、ジルフォードは親指を立てる。

　食えない皇こう

 太たい

 子し

 殿下は、読めない笑顔でこう締し

 めくくった。

「これは私から、ささやかな波は

 乱らん

 の贈り物だよ」
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（なに考えてんの。訊こうにも訊けるはずないでしょ！　『あなた、わたしが身代わりだって気づいてます？』なんて）

　自室に逃げ戻ってから悶もん

 々もん

 として顔を覆おお

 っていたフェルは、急な呼び出しに驚かされた。

「今すぐ城門に来てほしい……？　何かありましたの？」

「さあ……」

　クロウからの使いは、詳しよう

 細さい

 までは知らされていないらしく、フェルは、混乱を押し殺して城門に駆けつけた。どうも最近は、面倒事はこの場所から始まるきらいがある。

　跳は

 ね橋は下りているようだ。石造りの大きな門の付近には、いつの間にか、黒龍兵たちの制服で、文字どおり黒山の人だかりができている。

「旦那さま、いったい……」

　習慣でクロウのそばに行ってしまいつつ、訝いぶか

 しむフェルに、クロウの代わりに返答したのは、人ひと

 垣がき

 の中心にいたミゼルカだ。

「ただいま戻りました、ジルフォード殿下。ご足そく

 労ろう

 おかけしました、黒龍公、シレイネ様」

　彼女はなぜか、肩に大きな麻袋を担かつ

 いでいた。

（……なんだろ？　小麦か何か？　にしては、妙みよう

 に長細いし……）

　まじまじと見つめるフェルの前で、彼女は麻袋を、いやに丁てい

 寧ねい

 に地面に下ろす。

「ご苦労、ミゼ。無事に受け取れたんだね。にしても、さすがエルネットさりたの最速便。依い

 頼らい

 したのは一週間前なのに、時刻までぴったりだ」

「あ、毎度ご利用ありがとうございます。お客様の声にご投とう

 稿こう

 いただきますと、素敵な特典もありますよ」

　ジルフォードの独ひと

 り言ごと

 に、反射なのか、ケイが律りち

 儀ぎ

 に答えている。

（……エルネットさりたを使って運ばせたもの？）

　エルネットさりた。

　それは、ケイが家令をするかたわら経営に携たずさ

 わる、万ばん

 能のう

 宅配業者だ。お客様の仔し

 細さい

 は問わず、物でも人でもなんでも運ぶ。

　ジルフォードは麻袋の前にしゃがみ込み、口を縛しば

 る紐ひも

 を鼻歌交じりに解き始めた。

　同時に、フェルは奇き

 妙みよう

 なことに気づいた。人だかりに交じって、近くに何か大きなものがいる。

　黄おう

 金ごん

 のような見事な毛並みを持つ、四し

 足そく

 の動物。あれは──

「獅し

 子し

 !?
 」

　それも二頭もいる。

　おまけに、それぞれ四し

 肢し

 を括くく

 られ、豚の丸焼きよろしく棒に結わえられているのだ。

「ど、どうしたんですかこの子たち……」

　すっかりおとなしく縮こまっているもふもふ二頭に同情したフェルに、「荷物の受け取りの際、暴あば

 れましたのでこの処置を」とミゼは端たん

 的てき

 に答えた。

（え。じゃあ、このかわいそうな獅子二頭は、ミゼがやったってこと。まさか、素す

 手で

 で？……って、ん？　『二頭の獅子』って、最近どっかで聞いたような言い回し）

　もやもや悩んでいるうちに、すぐ目の前で、広がった袋の口から、栗色の髪がぱらりとこぼれた。

（人間出てきた!?
 ）

　フェルは、袋の中から出てきた人物を凝ぎよう

 視し

 する。

　少年と青年の中間くらいの年齢だろうか、栗毛の男性だ。気を失っているのか、固く目を閉じているから、瞳の色は分からない。

　すっと通った鼻び

 梁りよう

 と、どことなく野性味を感じるきりっとした眉。咬か

 まされたさるぐつわが痛々しい。

　ぼうっと眺なが

 めている場合じゃない、と途中でフェルは我に返った。

「どういうことですの。ちょっと、いくらなんでも人身売買は許されませんわ!?
 　誰かお城から警けい

 邏ら

 兵へい

 を呼んで……」

（ってここがお城だった！）

　一人煩はん

 悶もん

 するフェルの前で、クロウが自じ

 失しつ

 したように呟く。

「なんで……こいつがここにいるんだ？」

「ふふ。お兄様からの手て

 土産みやげ

 だ。泣いて感謝するがいいのさ！」

　ジルフォードの声など無視して、クロウは倒れたままの青年を助け起こす。慌てて手伝おうと正面に回って膝ひざ

 をつきつつ、フェルは首を傾げた。

「あの、旦那さま？　そのかたは、お知り合いですの？」

「知り合いも何も。ユアンだ」

「は？」





「……このあいだからしばしば話題に上がる、紫し

 龍りゆう

 公こう

 ユアン＝ヴァゼタ＝エルラントだよ」





「……はい？」

　──聞いた名前の意味を理解するまでに、だいたい三十秒は消しよう

 費ひ

 した。
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　──紫し

 龍りゆう

 公こう

 一名、小こ

 包づつみ

 で届きました。

（あり得え

 ない！）

　城門近くに、気を失うしな

 ったユアンを放ほう

 置ち

 しておくわけにもいかず。現在、彼は、急きゆう

 遽きよ

 クロウが用意した貴き

 賓ひん

 室しつ

 に運び込まれている。都合、黒こく

 龍りゆう

 城じよう

 には現在、三人のエルラントの皇おう

 子じ

 が集つど

 っているわけだ。

　皇子三名詰め合わせ、期間限定。

（っていうとなんかお得感が……ないわ!!
 ）

　薬でも嗅か

 がされているのか、目覚める気配もなく、豪ごう

 奢しや

 な寝しん

 台だい

 でこんこんと眠り続けるユアンの顔を眺なが

 めながら、フェルは混こん

 乱らん

 冷めやらぬ頭で考えた。

　現在この客間には、フェルのほかに、クロウとケイとジルフォード、その護ご

 衛えい

 のミゼが揃そろ

 っている。

　ちなみに、二頭の獅し

 子し

 は、彼から引き離そうとすると縄を引きちぎって暴あば

 れたため、結局共に入れられた。今は、枕辺に侍はべ

 っておとなしくあるじを見上げている。獅子だということを考えなければ、忠ちゆう

 犬けん

 のようで可か

 愛わい

 らしい、かもしれない。

（確かに、彼と話をできればとは、旦だん

 那な

 さまも言ってたけど……）

　誘ゆう

 拐かい

 してくるなんて想定外だ。

　フェルの脳内を代だい

 弁べん

 するように、すぐ傍かたわ

 らでは、クロウが城の外を指さしながら、ジルフォードを叱しか

 りつけている。

「拾ったところに戻してきてください！　すぐに！」

「まあそう堅かた

 いことを言うな愚ぐ

 弟てい

 その二よ。お前だって、ユアンと話しておきたかったんだろう？　私も、久しぶりに兄弟の仲をあたためたいと思っていたのだよ。実は何を隠かく

 そう、ここに来る前、紫龍領に寄ったんだ」

「……では、正面から誘えばよろしい。鷹たか

 狩が

 りでもなんでも、口こう

 実じつ

 はつけられるだろう」

「ところがどっこい、訪れた城で、ユアンには『何しに来た帰れ変へん

 態たい

 』と酷ひど

 いことを言われたのだ。いたく傷ついたお兄様は、ただで帰るのも癪しやく

 だから、せめてなんなりとお土産みやげ

 を貰もら

 っていこうと思ってだね」

「それで本人連れてきたんじゃ世話ないでしょうが……」

　クロウは、だんだん兄に敬けい

 意い

 を払はら

 うのも疲れてきたらしい。

　片手を乱らん

 暴ぼう

 に額に押しつけると、軽く天を仰あお

 いでいる。普段あまり見られない姿なので、フェルとしては新しん

 鮮せん

 だった。

「ジルフォード兄上。一体何が起きているんです？　あなたの破は

 天てん

 荒こう

 ぶりには食しよく

 傷しよう

 気味でしたが、限げん

 界かい

 です。俺の胃に穴を空けるつもりですか」

「シュア・ノーツァを食べて平へい

 然ぜん

 としている胃い

 腸ちよう

 なんだから異い

 母ぼ

 弟てい

 の拉致監かん

 禁きん

 くらいぺろっといけるだろう。……というか、保護者、じゃなくて家か

 令れい

 も公認の誘拐だから、別にそんなに怒らなくても大丈夫なのさ」

　え、とフェルは思った。

「家令公認……って、ユアンさまの、紫龍城家令ってことですの？　ケイさまみたいな？」

「そうだよ。もっとも、クロウが大きくなってから自力で見つくろってきた黒龍城の彼と違って、ユアンの家令は、週に六日は教会を訪問してまで根性で面めん

 倒どう

 を見ていた父親代わりのような男だからな。私とも親しいし、ユアンにとっては最も気心の知れた人間だ」

　そろそろ老ろう

 境きよう

 にさしかかる、灰色髪の素敵な筋きん

 肉にく

 家令だよと追加しつつ、ジルフォードはぴらっと手紙らしきものを見せてくれる。そこには、無ぶ

 骨こつ

 な文字でさらさらと文言が綴つづ

 られていた。

『白龍公殿でん

 下か

 、委い

 細さい

 申し合わせのとおり、うちの殿下をよろしく』

「か、簡かん

 潔けつ

 ですわね……」

　いいのかそれで、と読んでいるほうが冷や汗をかいた。

　家か

 臣しん

 があるじ、それも皇子にこんな真ま

 似ね

 をしたと公おおやけ

 になれば、不ふ

 敬けい

 罪ざい

 で処しよ

 刑けい

 されても文もん

 句く

 は言えない。フェルは啞あ

 然ぜん

 とする。

「ちょっとした事情から、私にユアンを預けてもいいと、そういうことになって。本人が嫌がったら、エルネットさりたの特急便で送ってもらう予定だったのさ」

（なんだちょっとした事情って!?
 ）

　ともあれ、当然のようにユアンは拒きよ

 否ひ

 し、驚きよう

 異い

 の人間小包が誕生したわけだ。

「……紫龍城の家令、というとアンドリューか。にしても、……ユアンのことが命より大事なあいつが、なぜこんな無茶苦茶を認めたんだ？」

「あの、お義兄さま。ちょっとした事情って、一体」

　クロウとフェルは顔を見合わせ、それぞれにジルフォードに尋ねた。そのときだ。





「あのな……そこんとこ、オレも是ぜ

 非ひ

 聞きたいわ」





　不意に、背後からぽつりと呟きがこぼれ、フェルは驚いて後ろを振り返る。

（！　起きてる！）

　眠っていたはずのユアンは、いつの間にか寝台に半身を起こし、鋭するど

 い眼でこちらを睨にら

 みつけていた。

　淡あわ

 い青せい

 灰かい

 の双そう

 眸ぼう

 は虚うつ

 ろで、やや吊つ

 り上がって厳しい色を浮かべている。彼を見ながら、フェルは首を傾かし

 げた。

（……うん？　今まで会ってきた皇おう

 子じ

 さまたちに比べて、なんだか、ずっと品がな……えーと、親しみやすい感じ？）

　悪い言い方をすると、「とても庶しよ

 民みん

 臭くさ

 い」容よう

 姿し

 だ。悪い目つきや、寝起きということもあって乱みだ

 れ気味の栗毛などが、ますますそういう印象を強くする。

　彼は首を振ると、がしがしと頭を搔か

 いた。

「どこなんだよ、ここ。っつーか、アンドリューの野や

 郎ろう

 、いったい何しやがったんだ。すっげ、頭くらくらする……」











「目が覚めたか、ユアン。今お前がいるのは、黒龍城だ」

　クロウが呼びかけると、「ああそう黒龍城……」とぼんやりしたまなざしで繰く

 り返す。しかし、一いつ

 拍ぱく

 ののち、「……は!?
 」と目を剝む

 いた。

「うっそだろ！　オレ、さっきまで自分の城にいたぜ!?
 　……っていうか、お前、まさかクロウ……！」

「ああ、久しぶりだなユアン。健けん

 勝しよう

 そうで何よりだ」

「健勝もくそもあるかよ！」

　彼は顔を真っ赤にして叫さけ

 んだ。

「ざっけんな。なんで、けがらわしいユナイアの女、それもずる賢がしこ

 さで有名な毒どく

 花ばな

 なんかと同じ城にいなきゃならないんだ。オレは帰るぞ！」

（え？）

　フェルはぽかんとした。

（な、なんで？　ユアンさまって……別に反ユナイア派じゃないって話じゃ……？）

「……シレイネは両国友ゆう

 好こう

 の証あかし

 だ。彼女と話したこともないうちから、勝手な憶おく

 測そく

 で愚ぐ

 弄ろう

 するんじゃない」

　同じように驚きはしたものの、フェルより早く立ち直ったらしいクロウが、控ひか

 えめにたしなめる。落ち着いた調子だったが、弟の起き抜けのひと言に、相当かちんときたのは明らかだった。

「会う必要ねえよ。毒花は毒花。エルラントに刃向かった亡ぼう

 国こく

 の血を引く呪のろ

 われ野や

 郎ろう

 が、さらにエルラント皇こう

 統とう

 に妙な因いん

 子し

 を入れるつもりか？　おい、ジル！　どういうことか説明しろ……」

「その毒花は、今あなたの目の前におりますことよ」

　フェルは思わず、にっこり笑って制せい

 止し

 していた。

（なんなのこのギャンギャンやかましいいちゃもん皇子は！）

　やっぱり、さすがイグレックの弟だ。

　別に、毒花だの因子だのはどうでもいい。尊敬するシレイネ姫の名を侮ぶ

 辱じよく

 されたと思えば腹立たしいが、ユナイア嫌いのエルラント貴族が使いそうなよくある罵ば

 倒とう

 の範はん

 囲い

 だし、そもそもフェル自身が贋にせ

 物もの

 なので特に否定できる立場でもない。

　しかし、クロウの古ふる

 傷きず

 を抉えぐ

 るような「亡国の血を引く呪われ野郎」発言。そこだけは許せない。

「誰かを悪あ

 しざまに罵ののし

 れば、傷つくのは相手ではなくご自身の品ひん

 格かく

 ですわ。あなたの品性は今、道みち

 端ばた

 で片足を上げる野良犬よりも下回っていてよ？」

「なんだよ、お前」

「シレイネ＝アリステル＝ユナイア。あなたのおっしゃる、ユナイアの毒花ですの。先ほども申し上げましたが、ひょっとしてお耳が遠い？　まだ若いのにお気の毒に」

　わざとらしく口元に手を当てて、さも驚いたような仕草をしてやりつつ、内心でフェルは呆あき

 れる。

（イグレックさまだったら、『ユナイア産の雌めす

 犬いぬ

 が一いつ

 丁ちよう

 前まえ

 に名乗りなんか上げてくるな』とかって逆ぎやく

 襲しゆう

 してくるところかな……なんだ、結局この人も同じじゃない）

　しかし、ここで相手は予想外の行動に出た。

「そ、そうか。……オレは、ユアン＝ヴァゼタ＝エルラント公こう

 爵しやく

 。紫し

 龍りゆう

 公こう

 だ」

　一瞬にして、はっと毒どつ

 気け

 を抜かれたように返してきたのだ。

「貴き

 婦ふ

 人じん

 に先に名乗らせた非ひ

 礼れい

 は詫わ

 びとく。いや、なんつーか、毒花だってのは、……ただそういう噂うわさ

 を聞いただけだから、別にあんたへの評価じゃねえよ」

　おまけに、気まずそうに口ごもりながら、視線を逸そ

 らしてくる。まるで、『シレイネ姫』自身に対しては、まったく悪意がなかったというように。

（あれ？）

　来るなら来い、と臨りん

 戦せん

 態たい

 勢せい

 に入っていたフェルも、同時にぽかんとした。

　目をしばたたくフェルの前で、「はいはいはい」とジルフォードが手を叩たた

 く。

「若者が血けつ

 気き

 盛さか

 ん、たいへん結けつ

 構こう

 。だがまあ、ほどほどにして話を進めようじゃないか」

「ユアン。……妻への侮辱については、あとでじっくり対応を考えるとして。話しておきたいことがあるんだ」

　クロウもため息交じりに後を引き継つ

 ぐ。

「まず、急な呼びつけについては、全面的に白龍公の独どく

 断だん

 だ。俺は関かん

 与よ

 していない。慰い

 謝しや

 料りよう

 の請せい

 求きゆう

 なり父上に処しよ

 罰ばつ

 を願うなり好きにすればいい」

「分かった。ジルだな」

「え、ちょっと愚弟その二もその三もひどい。お兄様泣いちゃうんだぞ」

　ぶうぶう文もん

 句く

 を垂た

 れる長兄を無視し、クロウは続けた。

「次。……新設商しよう

 路ろ

 の計画は知っているか？　ユナイアの御ご

 前ぜん

 会かい

 議ぎ

 で承しよう

 認にん

 されたことで、お前の耳にも当然入っているものと思うんだが」

「断る」

　一いち

 言ごん

 の下もと

 切り捨てられ、クロウは一瞬黙る。

「あのな、せめて話を──」

「聞いたって無駄だ。こないだ手紙に書いて寄こした、ヴァゼタ経けい

 由ゆ

 で皇こう

 帝てい

 直ちよつ

 轄かつ

 地ち

 までの道を通したいってあれだろ。なら断るってんだよ、裏切り者」

　ユアンは、どろりと濁にご

 った眼でクロウを睨み上げた。

「……ユアン？　どうしたんだ、お前」

　腹を立てるより戸と

 惑まど

 った風ふ

 情ぜい

 で、眉根を寄せるクロウの代わりに、「及およ

 ばずながら、自分めからもご説明を」と前に出たのはケイだ。

「ユアン殿下。別に、国を売るわけじゃあございませんよ。それに、ヴァゼタが交こう

 易えき

 路ろ

 になることで、貴き

 領りよう

 の名産である優秀な家か

 畜ちく

 を高たか

 値ね

 で取引する機会にも恵まれます。あなた様には決して悪い話じゃないはず」

「嫌だ」

「では、あなた様が現在着手されているという、牛馬の品種改良にも有ゆう

 益えき

 な点を……」

「答えは同じだ。……オレは紫龍公。ユナイアに国を売り渡す手伝いなんてできない」

「お前……何かあったのか？　らしくないぞ」

　クロウの言葉に、ユアンは、わずかに痛みをこらえるような顔をした。しかし、すぐに、ぎりっと歯を嚙か

 みしめる。

「るっせえよ。じゃあ訊くが、お前の言う『オレらしい』ってなんだ？　どいつも、こいつも、寄ってたかって。いい加か

 減げん

 にしろよ。いきなり好き勝手要求してきやがって……！」

「ユアン……？」

「ヴァゼタが皇こう

 領りよう

 との中ちゆう

 継けい

 地ち

 で？　オレの協力が必要になるだあ？　知ったことかよそんなもん。要するに、ヴァゼタ領りよう

 主しゆ

 の許可が欲しいだけなんだろ。そういうの、もうウンザリなんだよ。しかも無理やり拉ら

 致ち

 っといて、さも自分が正しいみたいな顔して説得しようとすんな！　こういうのは脅きよう

 迫はく

 っつーんだ！」

　急に大声を上げたユアンに、二人の兄は顔を見合わせている。ジルフォードは、肩を竦めてもいた。

　そのやり取りがさらに苛いら

 立だ

 ちを煽あお

 ったのか、ユアンは続ける。

「あんたらの自じ

 己こ

 中ちゆう

 には吐は

 き気け

 がする。オレ本人の都合も何も、見ようともしやしねえ！誰が協力なんかするかよ。知ったことか！」

　自分は自分だ。誰の指さし

 図ず

 も受けない。

　ユアンは大きく息を吸す

 い、憎にく

 しみのこもったまなざしで、クロウとジルフォードを睨みつけた。

「何を聞かされたって変わらない。分かったら、とっととオレをヴァゼタに返してくれ！」

　──あとはもう、何を言っても取り付く島もない。ひとしきり喚わめ

 き散らしたあとユアンは、ぼんやりと宙ちゆう

 を見つめながら、おざなりに首を振るばかりだった。





「……あいつの目、あんなに目が死んでいたか？」

　貴賓室をあとにするなり、思わずといった風ふ

 情ぜい

 で呟くクロウに、フェルは「え？」と首を傾げた。

　隣では、ジルフォードも苦々しそうに頷いている。

「そうなんだよ。先日、リグレイン妃の近くで見た『嫌ぁな感じに様変わりした弟』っていうのは、ほかでもないあの子のことなのさ」

「……そうなのか？　……ユアンのこと、なのか？　じゃあ、『欠けつ

 番ばん

 』というのは」

「？　ほかに誰がいるというのだ、妙なことを言う愚弟だな！　だって、教会に預けられているあいだは、ほとんど連絡が取れなかったじゃないか。要は欠番だ」

「そう、か。だよな」

　どこか拍ひよう

 子し

 抜けしたように繰く

 り返すクロウに首を傾げつつ、フェルはジルフォードに尋ねる。

「旦那さまの話と、確かにずいぶん違うように見えましたけれど……」

　ケイ曰いわ

 く『空気』だったユアン。

　やさぐれてはいるが気き

 迫はく

 に欠か

 け、真面目。血けつ

 統とう

 では反ユナイアに属してはいても、皇こう

 統とう

 と切り離された教会育ちゆえに、さほどそのきらいもない。影の薄い第四皇子。

（って、話だったんだけどなあ）

　先ほどの瞬間を、フェルも思い出す。鬱うつ

 屈くつ

 した不満が、思わず噴ふ

 き出した、といった様子だった。

「うーん、あんなおかただったとは、自分め予想外。反ユナイアの権ごん

 化げ

 みたいに、奥方さまのこともこき下ろしておいでだったし。……あそこまで言われれば、なんだかもう、説得から脅きよう

 迫はく

 に切り替えたほうがいいかもですねえ……。あ、冗談ですよ？」

　ケイのため息交じりの愚ぐ

 痴ち

 をじっと聞いていたフェルだが、ふと口をはさんだ。

「……そうですかしら」

「シレイネ？」

「あのかた、わたくしが嚙みついたとき、律りち

 儀ぎ

 に名乗り返してきましたわ。わたくしのことも、『貴婦人』と言っていた。イグレックさまにはなかったことよ」

　それに、ユナイアへの罵ば

 倒とう

 も通り一いつ

 遍ぺん

 のもので、本気で相手を貶おとし

 めようというしつこさや嫌らしさはなかった。毒花発言も「噂だけだ」と認め、フェル自身へはあまり絡から

 んでこなかったのが事実だ。

「……強きよう

 硬こう

 派は

 になったのは、ごく最近の付け焼やき

 刃ば

 のような？　そんな印象を受けましたのよ。ええと、あくまで直感ですけれど」

　ぽつぽつ所しよ

 見けん

 を述べたあと、フェルは慌てて引き下がった。しかし、黙って聞いていたジルフォードが「ふむ」と口元に手をやる。

「実は、紫龍城の家令が、処しよ

 刑けい

 も覚かく

 悟ご

 の上で彼を私に預けたのは、ロシュ侯爵家──ユアンの実母の実家だね、そこからの過か

 干かん

 渉しよう

 があるんだよ」

「……え？」

「ヴァゼタ領は、商路計画の第一の要かなめ

 。そこを治めるユアンは、エルラントがこの先親ユナイアになるか反ユナイアになるかの鍵でもあるだろう。ロシュ家は、執しつ

 拗よう

 なくらいユアンを取り込みたがっている。そのことについて、ユアンにはちゃんと自分の頭で考える余裕を作るべきと兄心で申し出たら、アンドリューも賛同してくれて、その結果なんとこういうことになってね」

　ジルフォードの言葉に、フェルはクロウと視線を交わし、眉をひそめた。

「アンドリューからは、それ以上詳しいことは教えてもらえなかったが……」とジルフォードは締めくくったが、どうやら母親メイヴの実家絡みで、ユアンは複ふく

 雑ざつ

 な事情を抱かか

 えている様子である。

「つまり──反ユナイア意識が付け焼刃なら、説得の余よ

 地ち

 があるということか」

　顎あご

 に手を当てて考え込んでいたクロウは、やがてぼそりと呟いた。

「まあ……こんなやり方で連れてきたら、誰だって興奮するし警けい

 戒かい

 するからな。ひと晩寝かせてから、もう一度説得に当たろう」

　一拍置いて、クロウは視線を巡めぐ

 らせる。その言葉に、フェルはきょとんとした。

「え……大丈夫ですの？　なんだか、今日の突っかかり方を見ていると、それだけが原因じゃないというか、そんな一ひと

 筋すじ

 縄なわ

 にはいかなさそうな」

「確かに反発はされるだろうが、その分こちらも粘ねば

 るさ。前も言ったが、決して話が通じない相手じゃなかったはずだから」

「妙な薬を盛も

 ったり拷ごう

 問もん

 するのでなく、まっとうに正面から説得なさるの!?
 　だ、旦那さまがまともな言動を……!?
 　何か悪いものでも召し上がりまして!?
 」

　蒼あお

 ざめて心配するフェルに目を眇すが

 め、「失しつ

 敬けい

 な」とクロウは咳せき

 払ばら

 いする。

「腐くさ

 っても弟相手に、そんなに非ひ

 道どう

 なことをできるわけがないだろう。それに、よく考えれば、俺自身もあいつとは交流がなかったわけじゃないから」

「そうなんですの？」

「あいつが教会から里帰りしてきたときには、パールに付き合って、俺も挨あい

 拶さつ

 を交か

 わすくらいはしていた。動物好きが高じて獅子の子供を飼い始めたと聞いて、適当な絵本を贈ってやったこともある」

　絵本、と聞いて、フェルは目をぱちくりさせる。今の旦那さまとは、なんとも食い合わせの悪……いささかちぐはぐにも感じられる単語だ。

「まあ。素敵ですわね。どんなお話を？」

　尋ねながら、フェルは、自分の知らない幼おさな

 き日の彼に思いを馳は

 せた。

（ユアンさまには、大嫌いって叫ばれてたけど……旦那さま、パーシヴァルさまがご存ぞん

 命めい

 の頃は、素直に優しいかただったのかなあ）

　不幸な過去が彼を歪ゆが

 めてこんなド鬼き

 畜ちく

 に変えてしまったのだろう、と心を痛めるフェルに、クロウはしれっとのたまった。

「たしか、野生の獅子を餌え

 付づ

 けしていた男が、人間を恐おそ

 れなくなった獅子たちの群む

 れに無む

 残ざん

 に食い殺される話だったな」

「最低すぎる!!
 」

　脊せき

 髄ずい

 反はん

 射しや

 でフェルは叫んだ。

（腐くさ

 っても弟云うん

 々ぬん

 どころか、兄のほうが根っから腐ってた！）

　駄目だ。所しよ

 詮せん

 ド鬼畜だった。人間、そんなに本質は変わらないものらしい。

「いやあ愚弟その二はひどいことをするものだなあ。それなら私のほうが、ずっと説得には向いているぞ。まあさほど親しくはないんだが、見かけたら後ろ襟えり

 から蛇へび

 の抜け殻がら

 を入れてやるくらいには、そこそこ構ってやったからな！」

「どっちにしろ最低でしてよ!?
 」

（精神攻撃か物理攻撃の違いだし！　この兄貴ども、確かに、『お前らなんて大嫌い！』になるわよ!?
 ）

　二、三歩退ひ

 くフェルに気づかなかったのか、クロウは最後に付け足した。

「もともとのユアンの性格上、あんな状態が長続きするとは考えにくい。説得は、まず当たり障さわ

 りなくあいつの気を宥なだ

 めて、情報を少しずつ引き出しながらになるだろうな」

「というわけで、ちょっと明日もう一回行ってくるよ！」

（大丈夫なのか、これ……）

　正直、フェルは、ひとかたならぬ心配を抱いだ

 いた。





　──翌日。

　ユアンを昔からよく知るという、頼たよ

 りになる異母兄たちは、颯さつ

 爽そう

 と出しゆつ

 陣じん

 していった。朝陽の綺き

 麗れい

 な時刻のことである。

　そして、同日、昼過ぎ。

　軽く説得できるはずだったユアンの猛もう

 反はん

 発ぱつ

 に遭あ

 ったバカ兄二名が、敗北宣言を引っ提さ

 げて帰ってきた。
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「当然の結果だと思います」

　執務室に帰り着くなり、精も根も尽つ

 き果は

 てましたと言わんばかりの風情で、長椅子にぐったり懐なつ

 く兄二名を冷ややかに見下ろし、フェルは真顔で突っ込んだ。

「嫁、手て

 厳きび

 しいな……。まあ、最後は獅子までけしかけられてえらい目に遭あ

 ったけれども」

「あいつあんなに声量あったのか……もっとボソボソしゃべる奴やつ

 だとばかり」

　虚うつ

 ろなまなざしで呟くジルフォードとクロウに、フェルはため息をつく。

「でも、意外なことといえばそうですわね。ジルフォードお義兄さまと旦那さまが組んで説得できないほど手ごわいなんて」

（この二人がこんなに驚いてるなんて、よっぽど以前と印象が変わってるんだ。それに、身内だと、逆に話しにくいこともあるのかも……？）

　うーん、と悩んだ末、フェルは思いついて手を挙げた。

「今度は、わたくしが一人で説得を試してみて構いませんか？」

「シレイネ？」

「へ、嫁が？」

　意外すぎる提案だったらしい。二人とも、ぽかんとしてフェルを見ている。

「お二人とも、ユアンさまとは、お互い昔からの印象があるだけに、かえって難むずか

 しいのかもしれません。わたくしならほら、女性だし、ほぼ初対面だし、意外と話しやすいかも」

「俺は、どうかと思うが。……にわか仕込みの強きよう

 硬こう

 派は

 でも、現にあいつは反ユナイアに相当傾いている」

　クロウはぐっと眉み

 間けん

 に皺しわ

 を寄せた。

　箱はこ

 庭にわ

 主しゆ

 義ぎ

 の旦那さまは、箱庭の住人が危険に曝さら

 されるのを嫌う。しかし、ここはフェルも譲ゆず

 れない。

「お二人とも、正面から取り合うからいけないのです。依い

 怙こ

 地じ

 になったかたには、それなりの対処法がありますもの」

　今までのお仕事人生で、高級宿から高級飲食店、果ては宝石商や織おり

 物もの

 問どん

 屋や

 に至いた

 るまで、身分の高いお客様相手の苦く

 情じよう

 処しよ

 理り

 ならごまんとこなしてきたフェルである。

（これでも、故こ

 郷きよう

 ベルファスティスじゃ『苦情処理の鬼』と呼ばれた女なのよ！）

　まさかこの昔取った杵きね

 柄づか

 にご登場いただく日がこようとは思いもしなかったが、何にせよ、使える技術は使わなければ損そん

 というものだ。

「やいやい文句をおっしゃるお客様の話を受け流して逆にご納なつ

 得とく

 いただくには、ちゃんとそれなりのコツがあるのです。まずは笑顔で傾けい

 聴ちよう

 ・忍にん

 耐たい

 ・共感、あとはひたすら平へい

 身しん

 低てい

 頭とう

 ですのよ」

「は？　お客様……？」

「ごほん。いいえ、単純に、黒龍城にいらしたかた、というだけの意味で他意はございませんのホホホ。とにかく、一度、試すだけ試させてくださいまし」

　フェルは食い下がった。

　しばらく渋しぶ

 られるかと思ったが、彼は意外にも「仕方ないか」と了りよう

 承しよう

 してくれた。

「いいんですの？」

「……止めたってどうせ行くだろう、お前は。だが、一人で行かせるのは心もとない。説得には護衛を連れて当たってほしい」

「護衛って、黒龍師団兵のどなたか？　いかつい兵士が室内にいたら、まるで脅迫のようで、警戒されると思いますけれど……」

「ああ。だから、皇こう

 族ぞく

 に対して本来不ふ

 干かん

 渉しよう

 、中立の立場の人間に依い

 頼らい

 する。折よく滞たい

 在ざい

 中ちゆう

 の『心当たり』に、おそらく引き受けてもらえるはずだから」
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「で、ガウェインさまが選ばれたわけですのね」

「そゆことですわん」

　侍女のラナを伴ともな

 ってユアンの室に向かうと、扉の前で待ち構かま

 えていたのは、黒の祭さい

 服ふく

 と真しん

 紅く

 の肩掛けを身にまとい、聖せい

 杖じよう

 を持った巨きよ

 軀く

 だった。

「お健すこ

 やかそうで安心いたしましたわん」

　紅あか

 い髪を揺ゆ

 らし、にっこり笑う美び

 丈じよう

 夫ふ

 に、フェルもつられて微笑ほほえ

 む。

（なるほど。絶対中立といえば聖せい

 職しよく

 者しや

 、ね。ユアンさまは、中央教会に預けられていた時期も長いそうだし。吟遊詩人バルド

 なら、兵を伴ともな

 うよりは穏おん

 便びん

 ……だけじゃなく、わたしだけで行くより効こう

 果か

 的てき

 かも。旦那さま、考えたなあ）

　そしてフェルは、この育ての親に、先だってひどく心配をかけてしまったところだ。

　奥方さまの姿ではあまり親しく言葉を交か

 わすことこそできないものの、顔を合わせる機会に恵まれたことが、純じゆん

 粋すい

 に嬉しい。

「さて、と。問題の紫龍公ですけどねん……」

「入っていいんですかしらね」

　お話ししましょうと取り次ぎを送ったのだが、返事はない。

（とりあえず、頑がん

 張ば

 る！）

　成功したら、クロウは喜んでくれるだろうか。

　フェルは大きく息を吸す

 うと、こんこんと扉を叩いた。





「こんにちは。黒龍城お客様相談室ですわ」

「帰れ」

　フェルの訪問に、ユアンは一応、ちょっと扉を開けてはくれた。しかし、顔を見るなり即そく

 座ざ

 に閉めようとする。すかさず、フェルはわずかな隙すき

 間ま

 に身体からだ

 をねじ込んで訴うつた

 えた。

「お待ちくださいませ!!
 　先ほどは夫と義兄が失礼をいたしまして!!
 　当城苦く

 情じよう

 担当者といたしましてはお詫わ

 びだけでもォオお客さまァア……!!
 」

「怖えよその気き

 迫はく

 !?
 　隙間に挟はさ

 まったまま手ぇ伸ばしてくんな！　世間の常識じゃ、そういうのは『苦情処理』じゃなくて『悪あく

 質しつ

 な訪問勧かん

 誘ゆう

 』っつってたはずだぞ!?
 」

　大変まっとうな切り返しが来た。わあお、とフェルは目を瞠みは

 る。

（ひょっとして、旦那さまやケイさまのいう『空気』『無個性』って、『常識的』『まとも』の言い換か

 えで、彼は不ふ

 可か

 解かい

 エルラント兄弟の良心なんじゃ……）

　しかし、その条件でいくと、クロウの手伝いで交渉に来た自分も、あの奇き

 人じん

 変へん

 人じん

 枠わく

 に放り込まれることになるので、フェルは強いて考えないことにした。

「ふう。では改めまして。お見苦しくて失礼いたしましたわ」

　競せ

 り合うことしばし。なんとか部屋に滑すべ

 り込んで、何事もなかったかのようにドレスの端をつまんで優ゆう

 雅が

 に腰を折るフェルに、ユアンは信じられないといった目を向ける。

「本気で入ってきたし……いいから帰ってくれよ。だいたい、あんたは関係ないだろ」

「そうは参りません。わたくしも、お話をさせていただけるまで帰れませんの」

「あんたと話しても仕方ないんだよ！　特に、その、アレだ……夏になったら親の敵かたき

 をくわえ込まされる予定なのにヘラヘラ過ごしてる、頭の軽い人ひと

 質じち

 の女ごときとなんてな！」

　彼はキッとフェルを睨にら

 むと、その後もあれこれとたたみかけるように中ちゆう

 傷しよう

 を続けた。

　フェルは「お察しします」「まあ、申し訳ございません」「そうですの。いえ、お続けになって」を連発しながら、口元を隠す飾り扇おうぎ

 の下で生ぬるい笑みを浮かべる。

（今日は、獅子二頭はお散歩中なのかな。……ガウェイン先生とラナ、は……ああ、やばい。顔色変わってる）

　酷ひど

 い言葉を次々にぶつけられるフェルを見て、ガウェインとラナはぶち切れ寸すん

 前ぜん

 のようだ。とくにガウェインには、この砂じや

 利り

 ガキ一発殴なぐ

 っていいか、と目で訴うつた

 えられた。ご遠えん

 慮りよ

 ください、と微笑み返しておいたが。

　しかし、彼らが代わりに怒ってくれたおかげで、当のフェル自身は、冷静に相手を観察できたのは確かだ。

（怒ど

 鳴な

 る人、暴ぼう

 言げん

 を吐く人、いちゃもんをつける人。そういう人は、はじめから攻こう

 撃げき

 するつもりでかかってきてるんだ。言いたいこと言い尽くして罵ば

 倒とう

 のネタが切れた時が、話を切り出す頃合い）

　だから、まくしたてられる間は黙って耳を傾ける。そして、ひとつ気づくことがあった。

（うーん。やっぱりだ。先生とラナの位置からはよく見えないのが残念だけど……ユアンさま、罵ののし

 ってる間は、一回も目を合わせてこないんだよね。それになんだか、苦しそう）

　とはいえ、野生の勘かん

 が告げるところが大半なので、とくに理り

 屈くつ

 があるわけではない。どう言葉にしたものかな、とフェルが思った時だ。

「……なんでそんなに平へい

 然ぜん

 としてるんだよ」

　さんざんわめき散らしていたユアンが、ふっと声を落として尋ねてきた。

「腹立てんだろ、普通、さすがに。なんで、怒ど

 鳴な

 り返したり、出てったりしないんだよ」

「だって、あなたはわたくしの人ひと

 柄がら

 を見て本心から苛いら

 立だ

 っているのではなく、今のご自身のお立場から、ユナイアの姫というものを否定しているだけなのではありませんこと」

　おそらく相手の素直な気持ちだったのだろう。だからこそ、フェルのほうも本音で返した。

「それは……」

「お兄さまがた相手ではお話ししづらいこともおありでしょう。ただの知らない同士として、少しだけ、おしゃべりをしてみませんか」

　フェルが微笑んで誘いかけると、相手は怯ひる

 んだ気配を見せる。

（あ、ひょっとして、ちょっとは話せそう？）

　フェルが思わず前のめりになると、ユアンは慌あわ

 てたように視線を逸そ

 らす。

「オレには話すことなんてない。分かったよ。出ていかないなら、オレが出てく」

　あくまで突っぱね、部屋を退たい

 出しゆつ

 しようとまでするユアンに、フェルは焦あせ

 る。予想以上に、彼の拒きよ

 絶ぜつ

 は頑かたくな

 だった。

（どうしよう）

　このときフェルの脳のう

 裏り

 によぎったのは、「お客様を御ご

 不ふ

 快かい

 にさせたままでは当店（城だが）の信用に関わる！」という謎なぞ

 の接せつ

 遇ぐう

 根性だった。

「お待ちになって、あと少しだけ」

　フェルは思わず、背を向けて本当に出ていこうとする彼のあとを追いかけていた。

　──失しつ

 策さく

 だったと気づいたのは、一瞬ののちだ。

「うるさい！　オレに構うなって言っただろ!?
 」

　フェルが肩に手をかけるのと、ユアンがそれを振り払うのは同時だった。

（っ!?
 ）

　そして──運が悪かったとしか言いようがないのだが、彼が勢いきお

 いよく横に薙な

 いだ腕が、フェルを弾はじ

 き飛ばしたのだ。

　完全に予想外で、軽い身体は、無む

 抵てい

 抗こう

 なまま宙ちゆう

 に舞う。さらに悪いことに、その先にはチェストの角があった。

　がつん、と衝しよう

 撃げき

 がこめかみから頭とう

 項ちよう

 に抜ける。

「い、った……」

　床に倒れ込んで、フェルは呻うめ

 く。頭がひどく痛んだ。顔の脇わき

 をぬるりとしたものが伝う気配がして、思わず指で触ふ

 れてみると、赤く濡ぬ

 れている。

「きゃああ!?
 　奥方さま!?
 」

「なっ……！　フェ……じゃなくてシレイネ姫、ご無事ですか!?
 」

「は……はい、平気ですことよ」

　背はい

 後ご

 で控ひか

 えていたラナやガウェインも、さすがに驚いて駆け寄ってくる。

（油ゆ

 断だん

 した……しまった。今日、鳥とり

 の子こ

 色いろ

 のドレスだ。襟えり

 ぐり汚してないかな）

　彼らに助け起こされ、手渡されたハンカチで傷を押さえながら、フェルはくらくらする頭をひとつ振る。

「あ、……わる……」

　血ってシミ抜き大変なのに、と的外れな心配をしていたフェルは、少し震えているユアンの声に顔を上げる。血の色にあからさまに狼ろう

 狽ばい

 する彼に、心配ご無用ですよと笑いかけようとした。

　しかし、それも一瞬のこと。彼は、たちまち顔を強こわ

 張ば

 らせてしまった。

「ユナイアの女が出しゃばるからだ。……これに懲こ

 りたら、二度と押しかけてくんなよ」

　言い捨てて背を向けようとする彼を、フェルが呼び留める前に。

「──まァ待てや、オイ」

　地底から這は

 い出てきたようなドスの利き

 いた低音が、すぐ傍かたわ

 らから響ひび

 き、フェルは思わず蒼ざめた。この声は。

「あの、ガウェ……」

　止める暇ひま

 もなかった。

　片かた

 膝ひざ

 をついてフェルの傷を診み

 ていたガウェインだが、ラナに手当てを託たく

 してしまうと、すっと立ち上がる。

　相当な上うわ

 背ぜい

 があり、顔に一本傷まで走った、およそ堅かた

 気ぎ

 に見えない聖職者に、ユアンはたじろぐ。

「お、おう。吟遊詩人バルド

 風情がなんの用だよ？」

　強がりながら数歩後ずさるユアンに、フェルの心臓はばくばくと暴れ狂くる

 う。

　こちらからは後ろ姿しか見えないが、黒い祭さい

 服ふく

 の背に揺らめく赤黒い怒ど

 気き

 ははっきりと感じ取れた。

「……なんの用だぁ？　ナメた口きいてくれんな、砂じや

 利り

 が」

（まずい。先生、完全に頭に血がのぼって──）

　昔、孤こ

 児じ

 院いん

 の仲間が人さらいに連れ去られかけたときにも、たしかこんな背を見た気がする。もっとも、そこから件くだん

 の人さらいが具体的にどういう目に遭あ

 ったかは、記き

 憶おく

 に墨すみ

 塗ぬ

 り自じ

 主しゆ

 規き

 制せい

 がかかるのだが。

「あの、ガウェインさまちょっと」

　フェルが待ったをかける間もなく、ガウェインはつかつかとユアンに歩み寄ると、無む

 造ぞう

 作さ

 にその喉のど

 笛ぶえ

 を片手で摑んだ。

「ぐふっ!?
 」

　そのまま、絞し

 める前の鶏にわとり

 でも運ぶように軽々と、問答無用でユアンを窓際まで引きずっていく。ちなみにここは四階である。

（うわあやばい、窓から上半身突き出して脅おど

 す気だ!?
 ）

　新婚初夜に、ほかでもないフェルも旦那さまにやられた仕打ちだが、およそ洒しや

 落れ

 になりようがないくらいには怖こわ

 かった。

　慌あわ

 てて止めに入ろうとしたが、次なるガウェインの行動、というか膂りよ

 力りよく

 は、フェルの予想を軽く超えていた。

　ガウェインは窓を開け放つと、ユアンを首元から肩口の襟に持ち換か

 える。

　そして、上半身どころか、片腕一本猫の子摑みで、彼を窓からぶら下げたのだ。

　ぶらん、という擬ぎ

 音おん

 語ご

 が聞こえてきそうだった。下から吹き上げる風の唸うな

 りが、まるで獣けもの

 の遠とお

 吠ぼ

 えのようだ。

「えええぇ!?
 」

　──もはや人間業わざ

 ですらない。











　これにはフェルも、フェルを支えるラナも愕がく

 然ぜん

 としたが、いちばん度ど

 肝ぎも

 を抜かれたのは実際に絶ぜつ

 賛さん

 宙ちゆう

 吊づ

 り体験中のユアンだろう。

　しかも、彼の目の前には、おそらくフェルも見たことのない、伝説の傭よう

 兵へい

 隊たい

 長ちよう

 殿どの

 の、悪あつ

 鬼き

 のごとき形ぎよう

 相そう

 があるはずなのだ。

「テメエなんだ？　無抵抗の女性を突き飛ばして顔に傷作らして、詫わ

 びも無しに。挙あ

 げ句く

 、なんの用だと？　寝ね

 惚ぼ

 けたこと吐は

 かしてんじゃねえよ。死ぬか、あぁ？」

「そ、そういう、つもりじゃ」

「……つもりもへったくれも、テメエのご託たく

 なんざ聞いてねえ。二度としないと今すぐここで誓え。神誓ゲツシユ

 でだ！」

「ち、違う、オレはただ……」

　苦しい体たい

 勢せい

 のまま、思わず何か言い訳をしかけたユアンだが、途中で我に返ったらしい。そして、死を間近に感じる恐きよう

 怖ふ

 のさなかであっても、彼は見上げた意地っ張りだった。

「オレは間違ったことはしてない。ゆ……ユナイアの姫なんてのがエルラントにいるほうがおかしいんだろ」

　ユアンは震える声でなおも言い募つの

 る。

「あらそ」

　これに対して、ガウェインの返答は簡かん

 潔けつ

 だった。すうっと常のオネエ口調に戻ると、肩の力を抜いてため息をつき、そして。

「あ、手が滑すべ

 っちゃった」

　ぱっと、指を開いた。

「ちょっと噓──ッ!?
 」

　凍こお

 りついたまま悲鳴もないユアンの代わりに、フェルが絶ぜつ

 叫きよう

 する。

「なんてね」

　重みのままに自由落下を始める寸前に、ガウェインは腕を伸ばすと、ユアンの胸むな

 倉ぐら

 を摑み上げる。

　がくん、と壊こわ

 れかけの操あやつ

 り人形のように頭が揺れ、彼は再び宙吊りになった。

「おい、これに懲りたらもう二度と……ってあれ？　気ぃ失うしな

 ってる？　おーい」

　白目を剝む

 いて泡を吹くユアンを引きずり戻し、その頰ほお

 をぺちぺち叩いていたガウェインに駆け寄り、フェルは思いっきり息を吸い込んだ。

「──やりすぎですから!!
 」





「ついカッとなってやった。今はとても満足している。じゃなくて。……イイエ、反省してますわん」

　娘の一いつ

 喝かつ

 ですっかり頭が冷えたらしいガウェインは、しょぼんと肩を落としていた。

（こんなに落ち込んでる先生、久しぶり……？）

　場所は変わって、クロウの執務室。

　日はすっかり落ち、燭しよく

 台だい

 の火が、ゆらゆらと部屋を照らしている。

　騒さわ

 ぎは当然クロウの耳にも入り、現在フェルは、ガウェインと、その場に居合わせたラナとともに、悪戯いたずら

 を叱られる子供のように夫の前で雁がん

 首くび

 を揃そろ

 えていた。

「いや、なんというか……ちょっとやりすぎたとは思ってる……けどそれ以前に、アタシがついていながら、姫にお怪け

 我が

 を」

　うなだれるガウェインは、それでもいまだ怒りが冷めやらないらしい。しかし、どちらかというと、みすみすフェルに傷を負わせてしまったことや、怒りに駆られた軽けい

 率そつ

 さで事態を悪くしてしまったことを悔く

 いているように見える。

（先生はわたしのために怒ってくれたのに）

　悄しよう

 然ぜん

 とした広い背に手を添えたい衝しよう

 動どう

 に耐た

 えながら、俯うつむ

 く先生の横顔をちらちら眺なが

 めていると、じっと話に耳を傾けていたクロウがおもむろに口を開いた。

「シレイネ。傷の具合は」

「はい？　いいえ、大したことはございませんわ。血がたくさん出たから驚きましたけれど、もう痛みもないし、侍じ

 医い

 の見立てでは痕あと

 も残らないだろうって」

「そうか。……ガウェイン殿どの

 、妻のために怒ってくれたことに礼を言う。その場にいたら、俺も同じことをしただろうから」

　腕一本で成人男性を宙吊りにできるかどうかはさておき、と言い足すクロウに、ガウェインは意外そうに顔を上げる。

「……お気遣い痛み入りますわん、黒龍公」

　ため息まじりに再度首を垂れるガウェインに、「いいや」とかぶりを振りながら、クロウは「どうしたものかな」と呟いた。フェルは思わず尋ねる。

「あの、ユアンさまは？」

「閉じこもった」

　気を失ったユアンは貴き

 賓ひん

 室しつ

 のベッドに運び戻され、目を覚ましてからも、当然のように部屋から出てこないという。

　案の定な展開に、あちゃあ、とフェルは頭を抱かか

 えたくなった。

（軽はずみだった……完全にわたしの失しつ

 態たい

 だ）

　これは凹へこ

 む。自信があったはずのお仕事を失敗したこともだが、何より、フェルを信頼して任まか

 せてくれたはずのクロウの期待を裏切ってしまった。

（うう、挽ばん

 回かい

 したい。……それに、やっぱり不思議だし。ユアンさま、どうしてあそこまで……？）

　どんより打ち沈むフェルを筆ひつ

 頭とう

 に、黙りこくってしまった一同から視線を上げ、ちらりと窓の外に目をやったクロウは、不意に、ラナに水を向けた。

「そろそろ月も高い。ラナ、黒こく

 陽よう

 宮きゆう

 までガウェイン殿に付き添って差し上げろ。俺は妻を部屋に連れていくから」

「え？　はい、かしこまりました」

　気落ちしているせいか、あっさり従したが

 ってラナと一緒に部屋を出ていくガウェインの背を見送りながら、「あの」とフェルはクロウに声をかけてみた。

　彼は、樫かし

 の大机から離れてフェルの横に来ていたが、「なんだ？」と片かた

 眉まゆ

 を上げる。

「ユアンさまのことですわ」

「？」

「怪我はしたし、腹は立つのですけども、やっぱりイグレックさまとは違うというか……怪我を負お

 ったわたくしを見て、物言いたげでした。ユナイアの姫君だから、って罵るときも、全然こちらと目を合わせようとしなかったし」

　現に何か言いかけていたし、と呟く。

　──〝違う、オレはただ……〟

　ただ、なんだったのだろう。その続きが、今さら気になった。

「頑に反ユナイアを貫つらぬ

 こうとするのは、何か、ご事情がおありなのでは、と思うのです」

　フェルは意気込んで頼み込む。

「あともう一回。お話ししてみたいんです。だから──」

「シレイネ」

　言い募るフェルを、クロウは名を呼んで制せい

 した。

（あ）

　その声で、フェルは我に返った。今、この場には、彼と自分の二人しかいないのだ。

（──そうだ。もともと、彼が、身代わり花嫁に気づいてるんじゃないかって大おお

 慌あわ

 てしてたんじゃないの……）

　思わずフェルが黙りこむと、クロウも、はっと何か察さつ

 したように息を吞の

 む。

　途端に、場に静せい

 寂じやく

 が満ちた。気まずいことこの上もない。

「ええと……とにかく、この件はまた明日にして。それじゃあわたくし、これで！　お城で迷子になるわけじゃなし、お部屋までは一人で平気でしてよ」

「待て」

　沈黙に耐た

 えきれず、一方的に告げて背を向けたフェルは、がくんと腕を引かれてつんのめる。

　いつもなら、即そく

 座ざ

 に「旦那さま、いきなり何しますの!?
 」とまなじりを吊り上げるところだが、今日ばかりは声が出なかった。

　もっとも、クロウのほうも無意識の行動だったらしく、「いや、……」と視線を逸そ

 らす。

　けれど結局、手を放しはしない。どうしよう。フェルは眉まゆ

 尻じり

 を下げた。

　やがて彼は、ぼそりと命めい

 じた。

「明日話しても同じだ。もう、ユアンには関わるな」

「どうして！」

　とっさにフェルが問うと、彼は一瞬口をつぐむ。それから、じれったくなるほど間を置いて、静かに続ける。

「──顔に、傷きず

 を作らせて悪かった」

「！」

　その一言に、フェルは目を瞠みは

 る。

　思い出すのは、イグレックに髪をひと房切られた時。彼は同じように謝ってくれた。

「う、うぬぼれないでくださいませ。べ、べ、別に、あなたのせいでキズがついたわけではございませんもの。わたくしを傷モノにしたのは、ユアンさまですわ！」

「その言い方、お前のことだから確実に他た

 意い

 はないんだろうが、絶ぜつ

 妙みよう

 に不ふ

 快かい

 だな」

「旦那さま……？」

　不意に、クロウはフェルの腕を軽く引っ張った。

　最初は軽く、ためらいがちに。けれど、途中で迷いを振り切るように。たちまちフェルは、広い胸にばふっと抱きこまれてしまう。

「大事を取って安静にしていろ、ということだ。……だいたい、俺に無む

 断だん

 で、勝手に傷なんか作ってくるとは。許可した覚えはない」

「好きで怪我したわけじゃございませんわよ!?
 　今後、許可を出されても困りますし！」

　やっといつものように言い返したフェルに安心したように、彼は腕に力を込めた。

　まるで、存在を確認するように何度も抱きしめ直し、首筋に額を押しつけてくる。彼の指は髪を撫な

 で、背せ

 筋すじ

 を辿たど

 り、フェルは身を震ふる

 わせた。きゅうっと緊きん

 張ちよう

 で咽の

 喉ど

 が鳴る。

「シレイネ
 。たとえば、お前は。もし、俺が……」

「え？」

　フェルから見えるのは、彼の黒髪と、黒い衣装の肩口にある金きん

 糸し

 の刺し

 繡しゆう

 だけ。近すぎる距離では、彼の表情が分からないことが、急に不安になった。

「いいや、何でもない。そう……お前は俺の妻だ。お前が
 、だ」

　それは、まるで思いがけず溢あふ

 れ出たように。けれど力強い声で。彼は囁ささや

 く。

「覚えておけ。今後、誰にも傷つけられることは許さない。──お前を傷つけていいのは、俺だけだ」

「あ、あなたにだってごめんですわ、よ」

　言い聞かせるように繰り返す彼に、フェルはしどろもどろに答え、俯うつむ

 いた。

（旦那さま。訊きたい。あなたは、本当は……）

　知っているなら、いつから？

　いや、そもそも、本当に知っているのか？

　もし知ってるなら、どういうつもりなのか？　

（ううん……気にしない。だって、今はユアンさまのことに集中しなきゃ）

　あたたかな腕に抱きしめられたまま、フェルは安あん

 堵ど

 と不安がないまぜになった不思議な心地を嚙か

 みしめた。
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「……ユアンの態度はおかしいと、俺も思っていたところだ」

　お前からは何もするなと再度釘を刺されたが、クロウは、彼の持っていそうな『事情』については、ケイに取り急ぎ探らせていると教えてくれた。

（心配はありがたいけど……ここで退ひ

 いたら女がすたる！）

　翌朝、フェルは決けつ

 意い

 を新たにした。

　──これは挑ちよう

 戦せん

 だ。絶対に、説得の手がかりを摑んでやる。

　とはいえ、『シレイネ姫』はすっかり警戒されてしまった。ここはひとつ、新たな切り口が必要だろう。

　そこで、当然のように出番が回ってくるのは──

「こういうときのための、変へん

 装そう

 ってもんでしょ！」

　栗毛のおさげに、眉まゆ

 墨ずみ

 ソバカス。妙みよう

 に瀟しよう

 洒しや

 な瓶びん

 底ぞこ

 メガネ。

　もはや別人としか言いようのない外見となり、黒いドレスに白いエプロンの、黒龍城の召めし

 使つかい

 のお仕着せに身を包んだフェルは、気合を入れて部屋の外に繰く

 り出した。

　ラナからの情報では、ユアンは今朝がた衝撃から立ち直ったのか、黒龍城の敷地内にある小さな雑ぞう

 木き

 林ばやし

 に散歩に出かけたらしい。歴代城じよう

 主しゆ

 が遊ゆう

 猟りよう

 を楽しんでいたという、今はもう使われなくなったお狩り場の森だ。

「あ、それであんたが自分で捜しに行くわけ……殿下のご苦労が忍しの

 ばれるわ……」

　付き添ってくれつつ、隣で頰に手を当てるラナに、フェルは「何が？」と目をしばたたく。けれどすぐ「別に」と肩を竦められてしまった。

　木こ

 立だち

 に踏み込むと、緑の常じよう

 葉よう

 を透す

 かし、陽光が柔やわ

 らかく注そそ

 いでいる。ところどころ雪が溶け残り、白や薄黄色のキノコが顔を出す落ち葉を踏ふ

 みながら、フェルはきょろきょろ周辺を見回した。

　ちなみに、こんなところを使用人二人がうろついている口実として、二人とも籐とう

 の籠かご

 を腕に提さ

 げてきた。野生のハーブや、肉の煮込みに添そ

 えるジャム用に早わ

 生せ

 の木いちごなどを見つけては、適てき

 当とう

 に籠に放り込んでいく。

「見当たらないね。ユアン殿下、もう帰っちゃったのかなあ……」

　フェルがきょろきょろ周囲を見回したとき、背後から、誰かの呻うめ

 きが聞こえた。

「ってぇ、ちきしょう……！」

　続けて、悪あく

 態たい

 を吐つ

 く声。

「今の」

「ユアン殿下、の声だね」

　フェルはラナと顔を見合わせ、慌てて声の聞こえたほうに駆けだした。

　やがて、葉は

 陰かげ

 にうずくまる、紫むらさき

 の略りやく

 装そう

 を身に着けたユアンの姿が見えてくる。そして、やはりというか、黄こ

 金がね

 色いろ

 の大きな獅し

 子し

 が二頭、様子を気き

 遣づか

 うように彼の傍かたわ

 らをぐるぐる回っていた。

　ユアンを見たフェルは、すぐに、その手に紅いものがにじんでいるのに気づいた。

（怪我!?
 ）

　すぐ近くに、小しよう

 刀とう

 か何かで無理やり破は

 壊かい

 したらしい、錆さ

 びついたトラバサミが転がっている。おそらくは、お狩り場として現役だった頃に使われていたものだ。

「だ、大丈夫ですか!?
 」

　フェルは真っ青になった。

（大変だ、すぐ傷を洗って消毒しなきゃ）

　慌てて駆け寄ろうとした瞬間、鋭く制止される。

「オレに触さわ

 るな！」

「！」

　驚いて足を止めたフェルに向かって、ユアンのすぐそばにいた二頭の獅子が鋭い牙きば

 を剝む

 き出す。

「なんだお前たち。クロウの差さ

 し金が

 でオレを捜しにきたのか？」

「ち、違います。ただ食材を採と

 りにきただけで……」

「理由なんてどうでもいい。失せろ!!
 」

　ユアンの怒ど

 鳴な

 り声に呼こ

 応おう

 するように、猛もう

 獣じゆう

 たちは低く唸うな

 って威い

 嚇かく

 してくる。隣にいたラナが、小さく息を吞の

 んでフェルの肘ひじ

 を摑んだ。

　あからさまに怯おび

 えて震ふる

 える友人に、フェルは小声で囁ささや

 く。

「ラナ、蓬よもぎ

 とクワガタソウが生えてるとこ知ってる？」

「でも、あんたは……」

「ここはわたし一人で大丈夫だから」

　さすがに、これ以上巻き込めない。それに、土地勘かん

 のない自分より、ラナのほうが詳しいはずだ。消毒と浄じよう

 血けつ

 作用のある薬草の名前を告げると、戸と

 惑まど

 いがちに頷かれる。

「分かった。待ってて」

　駆か

 け去っていくラナを見送ってから、フェルは腕まくりしてユアンのそばに膝ひざ

 をつく。途と

 端たん

 に、警戒を強めた獅子たちが、交こう

 互ご

 に吼え立ててきた。まるで地鳴りのような声だ。

（そういえば、ジルフォードさまは、獅子をけしかけられたって言ってたっけ。うう……こ、怖い、けど）

「強いお酒は持ってますから、まずは消しよう

 毒どく

 しましょう」

　きっと咬か

 みつかせまではすまいと、おそるおそる提案してみたが、まったく耳を貸してもらえなかった。

「うるさい。オレに構うな！　毒どく

 龍りゆう

 公こう

 の召使が毒でもまぶす気かよ。触るなって言っただろ、聞こえなかっ……」

　叫さけ

 ぶ間にも、気が昂たかぶ

 ったせいか、血はみるみる溢あふ

 れて手から滴したた

 り落ちる。心なしか、ユアンの顔色も青ざめている。早く手当てしないと、熱が出るかもしれない──

　フェルの頭のどこかで、ぷつっと何かが切れた。





「いいから黙って手を出す!!
 　獅子おすわり！」





　思わず、孤児院で暮らしていた時分に、悪たれどもを叱っていた要よう

 領りよう

 で怒ど

 鳴な

 りつけた瞬間、一人と二頭はびくっと震えて黙り込む。

「たかがかすり傷とナメないでください。鉄てつ

 錆さび

 が傷口に入って、そこから膿う

 んで爛ただ

 れて壊え

 疽そ

 起こして腕を切せつ

 断だん

 して虫歯になって痔じ

 になった人もいるんですから」

「虫歯と痔は関係な……」

「腕、落としたいんですか？」

　吹雪ふぶき

 を背負ったような無表情で続けたフェルに、ユアンは気け

 圧お

 されたように口をつぐんだ。やがて、脱だつ

 力りよく

 したのかため息をつく。

「お前、変わった召使だな。いくらなんでも獅子に『おすわり』って叫んだヤツは初めて見たし、こいつらが、オレが命めい

 じてないのに威い

 嚇かく

 やめるのも驚いた。怖くないのか？」

「当然、怖いですよ。猛もう

 犬けん

 の世話はお仕事でやったことありますけど、獅子なんて初めて見ますし。でも、怖がるのはあとでゆっくりできます。今は殿下の傷を手当てするほうが、優先順位が上です」

　淡たん

 々たん

 と答えながら、籠の中から火か

 酒しゆ

 を取り出す。万一、森で何かあったときのためにと入れてきたものだが、まさか本当に使うことになるとは。

「優先順位って……そういう問題かよ。お前、ホント変わってるわ。けったいなの雇やと

 ってんな、クロウの奴」

　ユアンは完全に毒どつ

 気け

 を抜かれたらしく、呆あき

 れたように手を差し出してきた。

（……あれ？　今、傷口で、何か光ったような。気のせいかな）

「では、失礼いたします」

　軽く抉えぐ

 れて血が溢れる患かん

 部ぶ

 に、フェルは酒を躊ちゆう

 躇ちよ

 なくぶっかける。

「いって！」

　ユアンは顔をしかめたが、手を引っ込めはしなかった。それから、ぽそぽそと言い訳のように話しだす。

「ついでに、こいつの手当ても頼たの

 めるか？　もともと、こいつがトラバサミに挟まったんだ。オレも罠わな

 の扱あつか

 いには慣れてるはずなんだけどさ……金具が古くてヘマしちまった」

　ユアンの視線につられて、フェルは獅子の一頭を見た。確かに、ふかふかの毛並みの、前まえ

 脚あし

 の後ろが赤く染まっている。

「かしこまりました」

　フェルは、すっかりおとなしくなった獅子に、こわごわ手を伸ばした。傷口に酒をかけられても、威嚇もせずじっとしている。

　やがて、二頭ともユアンに頭を寄せて、順じゆん

 繰ぐ

 りに手の傷を舐な

 め始めた。つぶらな金茶の目は、あるじの怪我を案じるように揺れている。

「すごい……賢かしこ

 いんですね」

　思わず呟くフェルに、「だろ？」とユアンは得意げに眉を上げた。

「こっちがモリガン。こっちがマハ」

「え？　元は三頭だったのですか」

　獅子の名を紹介されて、フェルはあれっと思う。驚いたのはユアンも同じのようだ。

「確かに、きょうだいの末っ子が、小さい頃病気で死んでいるんだが……なんで知ってる？」

「聖せい

 詩し

 篇へん

 の一節に出てくる三バ

 人イ

 のヴ

 戦・

 魔カ

 女ハ

 なら、もう一人ネヴァンがいるはずなので」

　聖職者に育てられたフェルは、聖詩篇に詳しい。三バ

 人イ

 のヴ

 戦・

 魔カ

 女ハ

 とは、大いなる女王モリガン

 、怒マ

 りハ

 、鴉ネヴアン

 の三み

 柱はしら

 。よって、名前を聞いた瞬間、ちょっと生ぬるい気持ちになった。

（見たとこ、タテガミあるから二頭とも雄おす

 なのに。死と破は

 壊かい

 と戦争の三女神なんて、ずいぶん、アレな名前つけるなあ……なんかこう、そういうお年頃だったの？　これが俗ぞく

 に言う、大人になりたくてなれない『十四歳病』ってやつ？）

　だいたい、獅子の名前に鴉ネヴアン

 はなかろうよと心中でそっと突っ込んだフェルに対し、ユアンは青灰の目を輝かがや

 かせて身を乗り出した。

「お前、聖詩篇に詳くわ

 しいのか？」

「正教経営の孤児院で育ったので、そこそこには……」

「そうなのか。いや、オレもガキの頃、エルラント中央教会で過ごしたんだ。紫龍公爵位を授与されてからこっち、こいつらの名前に食いついたの、お前が初めてだわ」

　なんだか、『召使フェル』のほうは、教会仲間として、思いがけず好印象を得られたらしい。仕込んでくれたガウェイン先生ありがとう、とフェルは感謝した。

「さてと……ちょっと借りるぜ」

　獅子の手当てが終わると、ユアンは傷のないほうの手で、傍かたわ

 らにあったフェルの籠を引き寄せる。中から、木いちごを数粒取り出した。

（ん？　何するんだろう？）

　首を傾かし

 げるフェルの前で、彼は木いちごを手の平で転がしている。

「手当ての礼に珍めずら

 しいもん見せてやるよ。言っとくけど、これは別に感謝じゃなくて……あの兄貴の召めし

 使つかい

 に借りなんざ作ったら気味が悪いってだけだからな」

　ユアンは口くち

 笛ぶえ

 を数度吹き、いちごを持つ手を少し上に掲かか

 げる。──その途と

 端たん

 、不思議な事が起こった。

　澄す

 んだ鳴き声が周囲に満ち、野鳥たちが、一いつ

 斉せい

 に彼のもとに舞い降りてきたのだ。黒、瑠る

 璃り

 色いろ

 、橙だいだい

 色いろ

 、はしばみ色、緑色……宝石のような彩いろど

 りを持つ愛らしい小鳥たちは、囀さえず

 りながら彼の手からいちごをついばんでいく。まるで童どう

 話わ

 や聖詩篇のような光景だ。

「わあっ、すごい！　すごいです!!
 」

「だろ？　特技なんだ」

　フェルの驚きようはお気に召め

 したらしい。いちごを食べ終えた小鳥たちを「ほら、もう行きな」と放ってやりつつ、ユアンは満足そうに唇くちびる

 の端はし

 を上げた。無む

 邪じや

 気き

 な笑みだった。

（やっぱり、なんか憎にく

 めない人だなあ）

　初対面から分かってはいたが、ユアンは顔に全部出るたちのようだ。産うぶ

 声ごえ

 からして腹はら

 芸げい

 だった疑惑のある、長男や三男とは大違いである。比して圧あつ

 倒とう

 的てき

 にユアンに性せい

 質しつ

 の近いフェルは、なんとなく仲間意識を覚えた。

「動物好きなんですか？　ずいぶん好かれてますよね」

「昔っからな、動物の相手は得意なんだ。野鳥まで呼べるようになるのは、時間かかったけど。今じゃ鳥から獣けもの

 まで、なんだって飼い馴な

 らす自信あるぜ」

「牛や豚ぶた

 や鶏にわとり

 や鴨かも

 も？」

「当然。って、……なんで『肉』って後ろにつきそうなやつばっかりなんだよ」

　とはいえ、たしかにヴァゼタはもともと畜ちく

 産さん

 が盛さか

 んな土地柄だったから、おそらく紫龍公として封ほう

 ぜられたのだろう、とユアンは言う。

　そういえば、彼は大変な努力家だとクロウは言っていた。ヴァゼタの地形は農作に向かず、エルラント帝国内では比較的貧まず

 しい地域だ。きっと試し

 行こう

 錯さく

 誤ご

 の連続だったに違いない。

「だから、この取り柄を活い

 かして、もっと領民の暮らしを豊かにできたらと計画していたんだ。まあ、……平たく言うとオレの夢だったんだけど」

　子供っぽい癇かん

 癪しやく

 が目立つユアンだが、こうして見ると、クロウの弟だということに納得する。

「クロウ兄貴
 の言う商路も、反対しなくて済むなら絶対領のためになるんだけどさ……」

　本人の前では呼ばないのに、陰かげ

 ではこっそり「クロウ兄貴」と呼ぶらしい。逆に恥ずかしくなかろうか、それは。

（って、そんなことはどうでもいいのよ！　え!?
 　今なんて!?
 ）

　ただし、これはユアンも、思わずぽろりと言ってしまったことらしい。

「悪わり

 ぃ。忘れてくれ、今の」

「あ、あの。誰にも話しません。ので、逆にひとつご質問をお許しいただけますか」

「ん？　ああ」

「商路って、クロヴィス殿下がご計画されているものですよね。失礼ですが、ユアン殿下は、どうして反対されているのでしょう？　何か特別なご事情がおありなのかと」

「お前……」

　口に出したあとで、なかなか綱つな

 渡わた

 りな質問をしてしまった、とフェルは途中で唾つば

 を吞の

 む。

　青くなるフェルの前で、ユアンはちょっと考えてから、「ま、いっか……お前、なんか人じん

 畜ちく

 無む

 害がい

 そうだし？」と呟いた。

「もう、ロシュにはオレだけだから」

「え？」

「お前さ、黒龍城に勤つと

 めてるんなら、イグレック兄貴の件は当然知ってるよな？　皇こう

 位い

 継けい

 承しよう

 権けん

 第二位の兄貴だったから……だから、おふくろの──メイヴ妃ひ

 とか、叔お

 父じ

 のロシュ侯こう

 爵しやく

 家け

 のよりどころは、もうオレだけなんだってさ。入れ替わり立ち替わりやって来ては、必死に縋すが

 られたよ。ユナイアなんか嫌いだ。商路に賛成しないでくれーって」

　あはは、と彼は笑った。乾いた声と、虚うつ

 ろなまなざし。

「今までさんざんほったらかしにしといて、いざイグレック兄貴がダメになったらじゃあオレにって手の平返して。勝手なこと言うなって思うよ」

　要するに彼は、完全に同どう

 母ぼ

 兄けい

 の尻しり

 拭ぬぐ

 いをさせられた形である。兄を権けん

 力りよく

 の中ちゆう

 枢すう

 に推お

 していた貴族たちの期待が、一気に集中してしまっているのだ。

　フェルは、他ひ

 人と

 事ごと

 ながら怒りを覚えた。

「断るわけにはいかないんですか？　だって、あまりにも勝手すぎます……」

「うん。でも、肉親なんだ」

　放置されていようが、血の繫がりは血の繫がり。裏切りたくないし、裏切ればきっと後こう

 悔かい

 する。

「クロウ兄貴もジル兄貴も肉親なんだけどな。難しいよなあ、あっち立てればこっち立たずでさ。なんでこうなっちまったかなあ……」

　ユアンはため息をつき、前髪をぐしゃりと搔き上げた。

　その言葉に、フェルの胸はずきりと痛む。彼には彼なりの生活があって、けれど、それがいきなりひっくり返されて。それも全て、諦あきら

 めて吞み込むしかないのかと。

「でも、いいんですか？　……さっき、夢だって」

「いいんだよ。仕方ないしさ。でも、のらりくらりクロウ兄貴の打だ

 診しん

 をかわすはずだったのに、気づけば黒龍城に連れてこられて、総そう

 勢ぜい

 で責め立てられて、正直どうすんだ!?
 　って感じだよ。……昨日は、女の顔に傷つけるとか、ちょっとあり得ねえことしたし」

「あ、それはもうお気になさらずともよろしいんじゃないかと」

「は？」

「い、いいえ、ごく個人的な独ひと

 り言ごと

 です！」

　慌てて誤ご

 魔ま

 化か

 すと、ユアンは「変なやつ」と首を傾かし

 げ、さらに何気なく続けた。

「ま、それ以前に、オレの態度がひどかったから、全部今さらなんだけどな。会ったばかりの姫に対して毒花とか人ひと

 質じち

 風ふ

 情ぜい

 云うん

 々ぬん

 とか。曲がりなりにも兄貴に向かって『亡ぼう

 国こく

 の血を引く呪われ野や

 郎ろう

 』とかさ。おい待て、マジ最低すぎんだろオレ。あ、なんかまた罪ざい

 悪あく

 感かん

 で頭痛くなってきた……」

（本っ気で真面目だなこの人!?
 　自分でやった罵倒を全部覚えてて、おまけに自じ

 家か

 中ちゆう

 毒どく

 起こしてるよ!!
 ）

　アンドリューのヤツ何考えてんだろうな、と。

　籠に薬草をいっぱいに詰めて駆け戻ってきたラナを横目で確認しながら、ユアンは最後に苦笑した。

　顔立ちは全く違うはずなのに、──その表情は、やっぱり少しだけ旦那さまに似ていた。
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　誰にも言わないから、と約束したのにさっそく破って申し訳ございません、と斜なな

 め下を見つつ。

「──とまあ、そういうご事情らしいんですの」

　自室で姫君姿に早変わりしたフェルは、現在、旦那さまの執しつ

 務む

 室しつ

 を訪れていた。

　森での出来事を、そのときの自分の扮ふん

 装そう

 だけはしっかり伏せつつ、洗いざらい、ぶちまける。樫の大机に背を預けたクロウは、顎に指を当ててじっとフェルの話に耳を傾けていたが、全て聞き終わると、開口一番のたまった。

「……俺はお前に、ユアンに探りを入れるのはやめろと言わなかったか」

「心配ご無用ですわ、信頼できる侍女に無理を頼みましたの」

　噓ではない。ラナには同行してもらった。

　けろっと言い放つフェルに深々とため息をつき、クロウは「まあ、いい」とそれ以上の追つい

 及きゆう

 を諦めてくれたようだ。

「情報そのものは助かったしな。それと実は、こっちでもひとつ、突き止めたことがある」

「え？　また別に？」

「ああ。ついさっき、ケイから調査報告が上がった」

　不意にクロウは、手に持っていた紙を差し出してきた。

「？　これが内容？」

　ひと通り目を通し──フェルは唸うな

 る。

「これは……正せい

 攻こう

 法ほう

 で説得を試みても、下へ

 手た

 に追い詰めるだけで、素直には認めてくださらないかもですわね」

　フェルが聞いた事情と、もうひとつの『理由』。

　両方合わせると、ユアンの逼ひつ

 迫ぱく

 した心しん

 境きよう

 が察さつ

 せられる。

「どうしましょうか……ううん。困りましたわね」

　腕を組んで眉まゆ

 尻じり

 を下げるフェルに、クロウは何事か思し

 案あん

 していたが、「じゃあ、こういうのはどうだ」と指を立てた。

「正攻法が難しいなら、──いっそもう追い詰められるだけ追い詰めてみるとか」

「はい？」

「下手にやるのが駄目なら、上手に追い詰めればいいんだろう？」

　さらっと提案された内容の外げ

 道どう

 加か

 減げん

 に、やっぱりこの人は毒龍公なんだよね、とフェルは呆あき

 れるより納得させられた。
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『ユアン。ユアン。この母を助けてくださいませね。お母様はもう、おまえだけが頼りなのですよ』

『殿でん

 下か

 。誇ほこ

 り高き皇こう

 統とう

 と、歴史あるロシュの血を引く者として、いわば当然の道を選んでいただかねばなりませんなァ。万一
 がありましたれば、こちらにも考えがある……あとは、言わずともお分かりですな？』

　甲かん

 高だか

 い母の猫撫な

 で声。居い

 丈たけ

 高だか

 な叔お

 父じ

 の声。最後に、老ろう

 家か

 令れい

 の戸と

 惑まど

 ったような諫かん

 言げん

 。

『ユアン殿下。どうか、一度よくお考えを。無む

 論ろん

 この老いぼれ、ご決定にはどこまでも従う所しよ

 存ぞん

 ですが……ご聡そう

 明めい

 な殿下なればお分かりのはずですぞ。ヴァゼタがいくら逼ひつ

 迫ぱく

 した状況とはいえ、妃ひ

 殿下や伯父ぎみたちの要求に、そうなんでも応こた

 えていては──』

（うるさい。うるさいうるさい！　誰も彼も好き勝手に。オレは兄貴たちとは違う。オレは……！）

　ああ、そうだ。

　──優秀な兄たちが、昔から大嫌いだった。





　一番目の兄は、笑顔の仮面の下から、『紫し

 龍りゆう

 公こう

 』となるべき自分をじっと値ね

 踏ぶ

 みした。

　二番目の兄は、父を真ま

 似ね

 て教会嫌ぎら

 いで、ゆえに教会育ちの同どう

 母ぼ

 弟てい

 を見下し、もっぱら鬱うつ

 憤ぷん

 のはけ口に使った。

　三番目の兄は、値踏みも見下しもしなかった。ただ、無関心だった。彼の世界は、六人の兄弟でも擢ぬき

 んでた知ち

 略りやく

 に比して極めて狭せま

 く──大切な同母弟と、その弟を守るための箱はこ

 庭にわ

 だけで閉じていたから。

　教会から皇こう

 宮ぐう

 に里帰りするようになったのは、かなり長じた後のこと。そういうわけで、兄たちと進んで話す機会はほとんどなかった。

『え？　兄上たちが嫌い？』

　兄弟内で唯ゆい

 一いつ

 ざっくばらんに話せたのは、当の三番目の兄の『大切な弟』だけ。年が同じだったからか、彼とはことさら仲が良かった。

　あれは、いつのことだっただろう。たしか、三年ほど前か。彼が、急に皇宮を訪れたことがあった。

　母親を訪ねてきたのだとか、黒こく

 龍りゆう

 領りよう

 に戻ったらすぐに、総そう

 督とく

 を務つと

 めるクルヴァッハ南なん

 東とう

 部ぶ

 の辺へん

 境きよう

 に発た

 つのだとか、何やかやと聞いた気がする。

『おれも、イグレック兄上とはあんまり話したことないけど……ジル兄上は好きだよ。あ、そっか、ユアンは知らないのか。何年か前まで、ウソみたいに厳げん

 格かく

 で寡か

 黙もく

 な人だったんだよね、彼。今はすっとんきょうだけど、独どく

 自じ

 路線に真しん

 摯し

 なのは変わってない。んで、クロウ兄上は別格。おれの兄半分・父半分ってとこだから』

『父で兄ぃ？　あの嗜し

 虐ぎやく

 趣味の悪あく

 辣らつ

 野や

 郎ろう

 が？　お前よく性格歪ゆが

 まなかったよな』

『え、ひっど。あれで誠実な人なんだよ？』

　アーチの下から、花の赤や黄色が目に飛び込み、むせ返るような香りが鼻をくすぐる。皇宮の中庭は、間もなくさんざし月のベルティナを迎える、晩春の生気に満ちていた。

『はあ、誠実なあ。斬ざん

 新しん

 すぎるぜその解かい

 釈しやく

 。ジル兄貴といいクロウ兄貴といい、あいつら、腹搔か

 っさばいたら、ぜったい瀝青タール

 が詰まってると思うんだけどな……』

『そこは認める』

　明るく澄す

 んだ南の海と同じ色の瞳で、彼はからから笑った。そして、瞳と似合いの能のう

 天てん

 気き

 な声こわ

 音ね

 から、及およ

 びもつかないことを言った。

『……瀝青はどす黒いし、粘ねば

 っこいし、猛もう

 毒どく

 があるし。でも、瀝青を塗ぬ

 った道は、剝む

 き出しの土の上よりずっと歩きやすいんだ。壁かべ

 石いし

 の繫つな

 ぎにすれば強きよう

 固こ

 な砦とりで

 が築ける』

『はっ？』

『って、今のユアンと同じことを、クロウ兄上に言ったときに返された』

『言ったのかよ!?
 　ってか明らかに屁へ

 理り

 屈くつ

 だろそれ！』

　彼が呆あき

 れると、『やっぱそう思う？』と手を叩たた

 いてバカ笑いされる。

『でも──身のうちに抱かか

 える瀝青で、百年の道を築き、千年の砦とりで

 を守るのなら、それは一種の真摯さで誠実さじゃないのかな。道を歩いたり、砦で暮らす人にとってはね』

　彼は素直で、素直さのまま、歯に衣きぬ

 着せない物言いが特とく

 徴ちよう

 だ。

『ホントはユアンもさ、ジル兄上のこともクロウ兄上のことも、割とすごいかもって、気づいてるんだろ？　だから陰では、ちゃんと名前に〝兄貴〟ってつけてる。でも、認めたくないから、本人たちの前じゃ呼ばない。違う？』

　語る声は、なぜか耳に残った。

『パール、オレは……』

　隣となり

 を何なに

 気げ

 なく見やると、そこに座るのは、いつの間にか見慣れた同い年の少年ではなくなっている。その母親である、少女めいた容よう

 姿し

 の貴き

 婦ふ

 人じん

 の姿だった。

　三番目の兄と同じ、たっぷりとした闇やみ

 色いろ

 の髪を揺ゆ

 らし、彼女は呟つぶや

 く。

『……ふふ。素敵なこと。お母様のご実家は、あなたの望むものをくださるのですね』

　彼に紅茶をふるまいながら、想い想われる親子って素敵なものね、と微笑ほほえ

 んで。

『夢が叶うことを願っておりますよ』

　白しら

 魚うお

 のような指先を唇くちびる

 に押し当てて、彼女は嗤わら

 った。

　それを見た彼は悟さと

 った。彼女の裡うち

 にも瀝青がある。おそらく何かを築くためではなく、毀こわ

 すために。
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　──ああ胸むな

 糞くそ

 悪い、とユアンは吐は

 き捨てる。

　東方趣味の足置きは黒こく

 檀たん

 製せい

 で、葡ぶ

 萄どう

 蔓つる

 や蜻かげ

 蛉ろう

 を浮き彫ぼ

 りにしてから、蜜みつ

 をかけたように磨みが

 き上げてある。その上に、行ぎよう

 儀ぎ

 悪く腰かけて。

　朝食が運ばれてくるまでの間に、二頭の飼か

 い獅じ

 子し

 、モリガンとマハの毛並みをブラシで梳す

 いてやりながら、ユアンは重いため息をつく。

（夢の中身はよく思い出せないけど、なんか寝覚めが悪ぃな。あの妙みよう

 な召めし

 使つかい

 に、調子こいていろいろしゃべりすぎたせいか？）

　ふかふかの毛並みの首のあたりをさすってやれば、嬉うれ

 しげにごろごろ咽の

 喉ど

 を鳴らして、もっともっとと鬣たてがみ

 をこすりつけてくるモリガン。その隣となり

 で、弟のマハがうらやましそうに順番待ちをしている。こうしていると、彼らはやっぱり猫の仲間なのだとユアンは思う。

　獅子たちとの穏おだ

 やかな時間で、夢の印象が薄れかけた頃──

　急にどんどんと乱らん

 暴ぼう

 に扉とびら

 が叩たた

 かれる。誰だ朝っぱらから、という疑問は、直後に続いた大だい

 音おん

 声じよう

 で明らかになる。

「愚ぐ

 弟てい

 その三！　朝だぞ起きろ！　お兄様だぞ！」

「うっせえ分かるし起きてるし！　あのなぁジル。取り次ぎくらい出してから来いよ、仮にもエルラント皇こう

 太たい

 子し

 が……」

　怒ど

 鳴な

 り返すユアンに、声は颯さつ

 爽そう

 と応おう

 じた。

「わははは。取り次ぎ？　そんなもの！　尊とうと

 きお兄様の行動ならばなんでも、弟たるもの事じ

 前ぜん

 に察さつ

 知ち

 してしかるべきだろう！　そんなことも思いつかないお前はまだまだ半人前の甘アマ

 ちゃんだな！」

「すげえ理り

 不ふ

 尽じん

 な言い訳きたぞオイ!?
 」

　思わず立ち上がって自みずか

 ら扉を蹴け

 り開けると、灰かい

 青せい

 色しよく

 の髪を搔き上げた、優ゆう

 美び

 な貴き

 公こう

 子し

 が立っている。ひと言もしゃべらなければ満点なのに、と嘆なげ

 きたくなる長兄ジルフォードの背はい

 後ご

 には、長く彼の護ご

 衛えい

 を務つと

 める無表情の女性が控ひか

 えていた。

（なんだ、いきなり！）

　鼻はな

 白じろ

 むユアンの眼がん

 前ぜん

 に、極ごく

 薄うす

 で上質な羊よう

 皮ひ

 紙し

 が突きつけられる。

「まあ、突然来たのはだな、急ぎこれを見せようと思ったからだ」

「……なんだ、これ……？」

　その内容より、真っ先に目に飛び込んできたのは、下に捺お

 された印。

　宝ほう

 冠かん

 を守る翼よく

 龍りゆう

 と、太陽神を司つかさど

 る月げつ

 桂けい

 樹じゆ

 の輪。──彼らの父でもあるエルラント帝国現げん

 皇こう

 帝てい

 、ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントの紋もん

 章しよう

 だ。

「私がこの城から文ふみ

 を送ったら、今け

 朝さ

 一番に早馬で返事がきてね。陛へい

 下か

 はいたく憤ふん

 慨がい

 されている。クロウより私のほうが伝えるに適てき

 任にん

 だろうと……」

　ジルフォードの声は、もう半分聞こえていない。

「……んだよこれ」

　文面に目を通し、ユアンは掠かす

 れ声で呟いた。震ふる

 える指に力が入り、羊皮紙の端はし

 に皺しわ

 ができる。

　──そこには皇帝自みずか

 ら、ユナイアと正式に同盟を結ぶことにし、ユナイア・エルラント間の新商路建設を全面支し

 援えん

 する旨むね

 。そして、独どく

 断だん

 で計画に頑かたくな

 に反対するユアンの態度を厳しく責せ

 め、場合によっては処しよ

 罰ばつ

 も辞じ

 さないとの意向が、かなり強きよう

 烈れつ

 な文もん

 言ごん

 で綴つづ

 られている。

（父上が？　なんだそれ、聞いてねえし。だって、クロウ兄貴の手並みを見る意い

 図と

 も兼か

 ねて、しばらく静せい

 観かん

 する構かま

 えじゃなかったのかよ……!?
 ）

「いったいどんな魔法で、いつの間に父帝を抱き込みやがった、毒どく

 龍りゆう

 公こう

 !?
 」

　敵対国の使う呼こ

 称しよう

 で兄を罵ののし

 り、ぎりっと唇くちびる

 を嚙か

 みしめるユアンの肩を軽く叩たた

 き、ジルフォードはやれやれと肩を竦めた。

「なぜ急な方向転てん

 換かん

 をされたか。……本当に心当たりはないとでも言うつもりかね？」

「な、……に言って」

「分からない？　じゃあ、答えの鍵かぎ

 をあげよう。叔父ぎみは息そく

 災さい

 かな？　ああ、メイヴ妃も」

「……っ!!
 」

　途と

 端たん

 に凍こお

 りつく弟の顔を眺なが

 め、長兄は「ふむ」と目を細めた。

「父上は癒ゆ

 着ちやく

 を嫌きら

 う。たとえばの話だけど、治ち

 領りよう

 に行き詰った皇おう

 子じ

 が、母方の実家に傀かい

 儡らい

 にされかけてる……なんてことになっていたら、まとめて処しよ

 罰ばつ

 は免まぬが

 れないだろうねえ」

「……！」

　ジルフォードが何なに

 気げ

 なく口にした言葉に、ユアンの肩は大きく震える。手の中で、ついに羊皮紙がぐしゃぐしゃに潰つぶ

 れた。

「さあ、どうするかはお前次第だ」

　呆ぼう

 然ぜん

 とするユアンの手から「おっと手て

 荒あら

 に扱あつか

 わないでおくれ、私宛ての文書だからな！」と羊皮紙を引き抜き、ジルフォードは「その、なんだろう」と片眉を上げる。

「毒どく

 蛇へび

 から巣を守る親鳥は立りつ

 派ぱ

 だが、雛ひな

 ごと食い殺される親は愚おろ

 かだ。──愚か者にはなりたくないものだな。お互いに」

　ではさらば！　と踵きびす

 を返す兄の後ろには、ユアンのことをどこか気き

 遣づか

 わしげに振り返りつつも、護衛の女性が続いた。





　ジルフォードが去った部屋で、ユアンはふらつきながら中央に戻り、どさりとベッドに腰掛けた。

　激しい運動もしていないのに、じっとりと嫌な汗が背を濡ぬ

 らし、心臓がばくばくと暴あば

 れている。

「ウソだろ……!?
 」

　しかし、さっき見た父の紋章は、紛れもなく本物だった。字も、父自らの筆ひつ

 致ち

 に見えた気がする。第一、いくら破は

 天てん

 荒こう

 な兄でも、玉ぎよく

 璽じ

 の偽ぎ

 造ぞう

 などするわけもない。

　あれは父の書しよ

 簡かん

 。

　優ゆう

 柔じゆう

 不ふ

 断だん

 なユアンに業ごう

 を煮に

 やし、大商路構想に全面協力しろという叱しつ

 責せき

 が、間接的に勅ちよく

 命めい

 となったも同然だ。

（そんなことしたら、ロシュが……）

　──お前だけが頼たよ

 りだ、と。母も、叔お

 父じ

 や従兄いとこ

 たちも、皆して口を揃そろ

 える。

　親しん

 戚せき

 たちの豹ひよう

 変へん

 ぶりに苛いら

 つき、それを見捨てられない自分や、彼らの考え方にだいぶん毒されている自分に苛つき。

　何より、ロシュ侯爵家絡みの『もうひとつの事情』が、きりきりと胸を締し

 め上げる。

（それどころじゃない……父上は、オレの秘密をどこまで摑つか

 んでるんだ。いや、確実に、全部ご存じだってことだよな!?
 ）

　まとめて処罰は免れない、というその意味は。

（母上や叔父上たちが、粛しゆく

 清せい

 されるかもしれない。いいや、アレ
 を黙もく

 認にん

 してきた家か

 令れい

 のアンドリューはどうなる？　それに今、こんな状況で取り潰つぶ

 しなんかに遭あ

 ったら、紫龍城の者たちは？　ヴァゼダ領民は？）

　自分はどうすればいい。どうすれば！

　絶望で足元ががらがらと崩くず

 れる心地がする。

　父帝の、たった一枚の手紙だけで。守ろうとしたはずのものは全て手をすり抜け、一瞬にして、世界が地じ

 獄ごく

 へと暗あん

 転てん

 したようだった。

（もう終わりだ。もう嫌だ、全部嫌だ!!
 　なんでこんなに力がないんだ。どんなに努力したって無む

 駄だ

 で、オレなんかじゃ何も守れないってことなのか!?
 　それならいっそ、今ここで、──）

　壁にかけられた自分の剣。テーブルの上の果くだ

 物もの

 ナイフ。

　裂さ

 いたシーツなら首だって絞し

 められるし、そうだ、──そもそもここは四階だ。それなりの高さだってある。

　思いついた瞬間、再びどんどんと、大きな音が部屋に響ひび

 く。またも誰かが外から扉とびら

 を叩いているのだ。急がなければ、とユアンは思った。茫然としたまなざしで窓を見つめる彼を、二頭の獅子が心配そうに見上げている。

「オレは。オレは……」

　ユアンは呟いた。

　それは誰にも聞き咎とが

 められることもなく、静かな部屋の空気に溶と

 けて消えた。
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「どうだね全エルラントが泣いたお兄様の名めい

 演えん

 技ぎ

 ！　感動したか？　感動しただろう！」

「……似たようなことを先日やられた身としましては、ユアンさまに同情しますわ」

　鼻高々！　と身を反そ

 らすジルフォードに、フェルはため息交じりに返した。

　なんとなく周囲を見渡してみる。現在、ユアンの部屋の前には、城のあるじをはじめ、ジルフォードとミゼルカが張り込んでいた。

　ほぼ間を置かず、集団で部屋を訪ねたのだが、やはりというか、彼が応じる気配はない。

（にしても。あの偽造の
 『ウーベル帝の手紙』……）

　フェルはさっき見たばかりの代しろ

 物もの

 を思い出す。

　羊皮紙は、つまりは極きよく

 限げん

 まで薄く引き延の

 ばした羊の皮だ。ただの紙と違って、インクが下まで滲にじ

 みにくい。

　あらかじめ父帝から得ていた羊皮紙の文書から、必要のなくなったものを選び、紋章と署しよ

 名めい

 だけ残して、表面を慎しん

 重ちよう

 に削けず

 り取る。それから、松まつ

 脂やに

 を塗ぬ

 って艶つや

 を戻し、筆ひつ

 跡せき

 を似せて『ユナイアと協力関係になった』と新たに綴つづ

 れば、完成だ。

「旦那さまが、お父ぎみの筆跡を偽ぎ

 装そう

 できるとは思いませんでした……」

「親子だから、偶然に手が似ていても違い

 和わ

 感かん

 ないだろう」

「し、しらじらしい……！」

　つい先ほど、フェルの見ている目の前で、皮の焼けるにおいを残し、あっという間に証しよう

 拠こ

 文書は灰に変わったものだ。

「で、仕上げだね。あの子が引きこもってる今が勝負だ。鉄は熱いうちになんとやらだ、お兄様は、彼が混乱しているあいだに囲んで一いつ

 気き

 呵か

 成せい

 にズンドコ打ちにかかるのがよいと思うわけだよ。待ってやるのはうまくない」

「ああ。考える隙すき

 を与えたくはないな。まあ、黒こく

 龍りゆう

 兵へい

 で囲んで脅きよう

 迫はく

 するのは論ろん

 外がい

 だから……今、助じよ

 力りよく

 を願っている威い

 圧あつ

 要よう

 員いん

 が着き次第、鍵かぎ

 をこじ開けて押し入るか」

　揃そろ

 いも揃って言うことやることなすこと最低な『兄』二人に、フェルは頭を抱える。

「あの二人っていつもこうなんですの？」

　おそるおそるミゼに尋ねると、「まあ……」と視線を逸そ

 らされた。

「私の知る限りでは。お二人とも、かねてより目的意識が高くていらっしゃいます」

　なるほど。ものは言いようだ。

（うん……これがこっちの都合だけ考えた結果の最低作戦なら、いくら商路のためとはいえ、わたしもちょっと協力しかねたわけだけど）

　フェルは眉まゆ

 尻じり

 を下げる。

（胸が痛いなあ。でも、ユアンさまが、今のご自分の状況をどう思ってるか……それをちゃんと聞き出さないことには、なんの話もできないんだ……）

　悶もん

 々もん

 としていたところで、「これは皆様、雁がん

 首くび

 揃そろ

 えてお集まりですねえ」と声がかかる。

「ケイさま？」

「はい。エルネットさりた、超短距離便でございます」

　ケイは、常つね

 の胡う

 散さん

 臭くさ

 い笑顔でへらっと笑うと、メガネのつるを指先で押し上げ、背後に控ひか

 える人物を示してみせた。

「我わ

 が君きみ

 、威圧要員においで願いましたよ！」

「……威圧要員って。失礼しちゃうわねん。……まあこのあいだのことは、自分でもどうかと思うけどん。否定できないじゃないの」

　こめかみを押さえながら到着したガウェインに、クロウが「言葉のあやです」と首を竦める。隣で、空色の目を瞠みは

 ったのはジルフォードだ。

「おおう？　こちらはひょっとして、私は初対面じゃないのかね。愚弟その二の客分で、たしか紅あか

 髪がみ

 の悪……じゃない、ユナイア派吟遊詩人バルド

 のガウェイン＝ヘラルド殿どの

 だったか」

「？　ええそうですわん。あらん、あなたは？」

「やあやあお会いできて光栄だ！　私は白はく

 龍りゆう

 公こう

 ジルフォード＝グリフレイ＝エルラント。一度会ったら友達で毎日会ったら兄弟だという今日この頃、親しみを込めてジルお兄様と呼んでくれて構かま

 わないとも！」

「ああ、白龍公……ってええ!?
 　エルラントの皇こう

 太たい

 子し

 殿でん

 下か

 に対し奉たてまつ

 り、お兄様呼びはいくらなんでも無茶ぶりすぎませんかね!?
 　というかアタシ、あなたと義ぎ

 理り

 の兄弟でもなければ年下でもな」

「構わないとも!!
 」

（押し切った！）

　フェルはしょっぱい気分になった。──初対面であろうと、相手が元・伝説の傭よう

 兵へい

 隊たい

 長ちよう

 な強こわ

 面もて

 の聖職者であろうと、ジルフォードはまったくいつもの調子に振る舞い、例によってガウェインを大いにドン引かせたようだ。

　一方で、クロウはケイに指示を出す。

「……さて、頃合いだ。ケイ、合あい

 鍵かぎ

 を」

「はいほい」

　がちゃがちゃと鈍にぶ

 い音が廊ろう

 下か

 に響ひび

 き、分厚い樫材の扉がこじ開けられる。内側につっかい棒でもしてあって、お値打ちものの寄よせ

 木ぎ

 細ざい

 工く

 の戸板が傷つかないといいな、と例によってフェルは心配したが、意外にあっさりと開いたようだ。

（ユアンさまは……）

　フェルは周囲を見渡す。風が吹き込んできたことで、すぐに、開け放たれた窓が目に入った。

　一瞬にして、顔からざあっと血ち

 の気け

 が失う

 せる。

（ま、まさか、思い詰めすぎて飛び降り自殺──!?
 ）

「ちょっと旦那さま！　どこが『上手に追いつめれば問題ない』ですの!?
 　現にユアンさまが世を儚はかな

 んで……」

　は、なかった。

　ちぎって縒よ

 り合わせたシーツが柱に結ゆ

 わえてあるのだと気づくと、フェルは慌あわ

 てて窓に駆か

 け寄よ

 った。

　まさに主しゆ

 棟とう

 から駆け去っていく栗毛の頭が見え、フェルは叫ぶ。

「って、……えええ!?
 　逃げたんですの!?
 」

「ほう。あの子は、そんなに身体からだ

 を動かすのが得意じゃないのに。頑がん

 張ば

 ったものだな。まあ逃げ足ばかりは私に似て速かった気も」

　感心したようなジルフォードの台詞せりふ

 と同時に、フェルの両りよう

 脇わき

 をすり抜けるように、ふっと風が頰ほお

 を撫な

 でる。驚いて息を吞の

 んだときには、ミゼとガウェインが、もう窓枠の外へと身を躍おど

 らせていた。











　──ちなみに、くどいようだが、この貴き

 賓ひん

 室しつ

 は四階である。





「……結構、逃げてくださいましたわね」

　ガウェインとミゼの追つい

 跡せき

 から、ユアンはすがすがしいほどよく逃げた。

　主しゆ

 棟とう

 から黒こく

 陽よう

 宮きゆう

 の近くまで走り、人目につかない旧お狩り場の森をかなり奥まで入ったところで、やっとガウェインの腕が彼を捕と

 らえる。

　フェルたちがどうにか追いついたとき、ユアンは、ガウェインとミゼに両脇を固められてしまっていた。

「放せよ化け物二人！」

「化け物ではありません。白龍公直ちよく

 属ぞく

 の護衛です。普段は天井裏に……」

「んなこた知ってる馬ば

 鹿か

 ！」

　その周辺を、獅子二頭がぐるぐる回っている。あるじが困っている様子は気になるが、当のあるじが捕まっているので動きあぐねているのだろう。

「どうしろって言うんだよ！」

　自や

 棄け

 になったように、ユアンは怒ど

 鳴な

 る。

「ヴァゼタのためにも、自分の夢のためにも、ロシュに従したが

 うしかオレには道がないのに！」

（……やっぱり。旦那さまの言ってたとおりだ）

　フェルは顔をしかめる。さっき聞いたばかりの、彼の『事情』を、反はん

 芻すう

 するように思い出した。

　──ユアンのヴァゼタ領は、牧ぼく

 畜ちく

 が盛さか

 んな土地柄だ。

　動物全般に造ぞう

 詣けい

 が深く、研究熱心な彼が、手広く事業を展開しようとした矢先。領内に、家か

 畜ちく

 の伝でん

 染せん

 病びよう

 が発生した。

　特に、ヴァゼタ畜ちく

 産さん

 業ぎよう

 の主しゆ

 力りよく

 である牛と馬が、この冬で驚おどろ

 くほど失われたのだという。

　ユアンはぼそりと呟く。

「……ただでさえ数が減って弱ってるとこに、一年前のユナイアとの戦争で、徴ちよう

 発はつ

 があったのがとどめだったんだ」

　新事業に予算を割さ

 いていた紫し

 龍りゆう

 領りよう

 は、たちまち財ざい

 政せい

 難なん

 に陥おちい

 った。そこに手を差し伸べたのが、ロシュ侯爵家だったのだという。

「ロシュ侯爵家の援えん

 助じよ

 でなんとか危機を乗り切ったが、おかげで逆らえない立場になった。お前が、急に絵に描いたような反ユナイアになったのは、そのせいだろう。俺の言葉に誤りは？」

　クロウの指し

 摘てき

 に、ユアンは唇を嚙んだ。図ず

 星ぼし

 、なのだろう。

　重要な土地を任まか

 された『紫龍公』が、いくら母親の実家とはいえ、たかが一貴族の傀かい

 儡らい

 にされかけていれば、皇帝は決して見逃しはしない。もちろん、ロシュは過か

 干かん

 渉しよう

 を咎とが

 められ、ユアンは、ロシュの支し

 援えん

 と同時にヴァゼタ領主としての地位を失うしな

 う。

「で？　そのロシュからの融ゆう

 資し

 で持ち直して、今のヴァゼタは順じゆん

 風ぷう

 満まん

 帆ぱん

 なのか？　違うだろう」

「それはっ……」

「今度はロシュへの返済がかさみ、汲きゆう

 々きゆう

 としているところに、切っても切れない腐くさ

 れ縁だけが残った。違うか？」

　下げ

 策さく

 だったな、とクロウは断じた。

　ユアンはもう反はん

 論ろん

 する気力も起きないらしく、ぐったりと首をうなだれていた。

「……お前に何が分かるんだよ」

　不意に、ユアンはぼそりと呟く。

「それでもオレは、捨てられないんだ。お前らへの劣れつ

 等とう

 感かん

 とか、見返してやりたい思いも！　重っ苦しいロシュの期待も！　領民も全部！　自分の代でヴァゼタを繁はん

 栄えい

 させたいって夢だって……」

　苦しそうに呻うめ

 き、彼は咳せ

 き込む。クロウは、いぶかしげに眉をひそめた。

「……待て、ユアン？　お前、ひどい顔色だ」

「オレはもう嫌だ。全部、棄す

 テて、毀こわ

 シてシまイタ、イ、ノニ」

　フェルは息を吞む。

（えっ？　なんだか、最後のほう──言葉が濁にご

 って聞こえたような？）

　ユアンの瞳が、ぼんやりと赤い輝かがや

 きを帯お

 びた気がした。どこかで見たような光だ。

　たとえばそう。

　ティカルで見た赤い蝶ちよう

 の乱らん

 舞ぶ

 や、木箱に隠されていた夕ゆう

 輝き

 晶しよう

 のように。

　気づいた瞬しゆん

 間かん

 、ざわりとうなじのあたりに怖おぞ

 気け

 が走った。嫌な予感がする。

「旦だん

 那な

 さま、気をつけて……！」

　フェルは思わず叫さけ

 んだ。

　そのときだ。

　ユアンの傍かたわ

 らに控ひか

 えていた二頭の獅子──モリガンとマハが、びくりと身を痙けい

 攣れん

 させる。

　今まで上げたこともないほどの咆ほう

 哮こう

 を悲鳴代わりに、二頭同時に地に蹲うずくま

 る。その背がみしみしと軋きし

 みを上げたのは、直後のこと。

　四し

 肢し

 は青黒い鱗うろこ

 を生じながら長く伸び、身体が隆りゆう

 起き

 していく。鬣たてがみ

 の後ろから、角つの

 のように骨が突き出し、口が裂さ

 け、育った牙きば

 が大きくはみ出した。

（な、何これ……!?
 ）

　二頭は、それぞれユアンの両腕を摑むガウェインとミゼに飛びかかる。反射的に飛び退すさ

 った二人に対たい

 峙じ

 するのは、鋼こう

 鉄てつ

 の爪そう

 牙が

 を持ち、大柄なガウェインですら見上げるほどに巨大な『何か』。

　モリガンとマハは──黄こ

 金がね

 色いろ

 の毛並みが共通するばかりの、異い

 形ぎよう

 の化け物になっていた。

「……噓うそ

 !?
 」

（よりによって、こんな森の中で、黒龍兵もいないときに……！）

　目を疑うような光景に、フェルは息を吞む。

　クロウは立ち竦むフェルを背後に押しやりつつ、舌打ち交じりに呟いた。

「ゲヴォルダンの事件と同じ──呪毒『隠かく

 れずの月』か。……獅子たちを決して殺すな！おそらく、こいつらの命はユアンと繫つな

 がっている」

「えっ……呪毒!?
 　これが!?
 」

「ああ。呪毒を受けた人間の血を舐な

 めた獣けもの

 が、『宿やど

 主ぬし

 』の絶ぜつ

 望ぼう

 に反応して、おぞましく凶きよう

 暴ぼう

 な姿に変わる、と」

　クロウの言葉に、フェルははっと思い至いた

 る。

（呪毒入りの血を、って……あっ）

　先日、二頭とも、森で怪け

 我が

 をしたユアンの血を舐めていた。あのときか。

「殺すなって、無茶言ってくれちゃうわぁ。アタシがやられた『眠らずの蝶ちよう

 』とかいうシロモノもひっどかったけど。呪毒って、揃そろ

 って悪趣味なのねん」

　聖せい

 杖じよう

 を構かま

 えたガウェインに、一頭──大きさから、おそらくは兄のモリガンが飛びかかってくる。彼は紙一ひと

 重え

 で避よ

 けて、化け物の後ろ頭を打ち据えた。だが。

「っ、硬かた

 い!?
 」

　ぎいん、と金属でも打ったかのような音が鳴り、鋼こう

 鉄てつ

 の杖つえ

 が大きく震える。加か

 勢せい

 にケイが袖そで

 から細い金きん

 属ぞく

 糸いと

 ──鋼こう

 絲し

 と呼ばれる暗あん

 器き

 を出して、獅子の前まえ

 肢あし

 に絡から

 めた。

「の、わ、さすがの自分めもちょっとこれは劣れつ

 勢せい

 の予感！」

　鋼絲を引いたケイは、大きく引きずられてたたらを踏む。大樹の幹をもやすやすと切せつ

 断だん

 するという東方の暗器は、しかし、ぷつりと音を立ててちぎれてしまった。

「躾しつけ

 の悪い犬ですことん。撫な

 でてやるにゃあ、ちょっと骨が折れそうだな……！」

「ガウェイン殿、たぶん獅子は犬じゃなくて猫の仲間ではと！」

　軽口で気を紛まぎ

 らわせながらも、主しゆ

 力りよく

 のうち二名は、あっという間にモリガンにかかりきりになってしまう。

（近くに投げられそうな石はない!?
 　わたしも何か……！）

　クロウから貰もら

 った護身用の短たん

 刀とう

 を持ってこなかったことを、フェルは痛つう

 烈れつ

 に悔く

 いていた。

　そこで、もう一頭、変へん

 容よう

 したマハがジルフォードに狙ねら

 いを定める。

「お義兄さま！」

　フェルは叫んだ。クロウが舌打ちをして駆けつけようとするが、とても間に合わない。鋭えい

 利り

 な爪が、彼を今にも捕らえる──という瞬間。

　濃こ

 い灰色の疾しつ

 風ぷう

 が、目にも留まらぬ速さでジルフォードをさらった。

「殿下、ご無事ですか」

「ああ」

　彼を摑んで獅子から引き離したのはミゼだ。一方ジルフォードも、危うく殺されかけたばかりと思えないほど平然としている。

　フェルは驚いた。よほど彼女を信頼しているのだ。

「お下がりください。ここは私が！」

　マハの意識を自らに引きつけ、彼女はジルフォードから少しずつ距離を取っていく。

　しかし、次の瞬間、気まぐれな獣の目が再びジルフォードに向けられた。化け獅子の肢が、標的に向けて再び地を蹴る。

「く、……！」

　彼女は、すんでのところで主君を突き飛ばした。

　同時に、細い肩に、深々と牙が食い込む。真っ白な制服が真しん

 紅く

 に染まっていく。

「ジルフォード殿下、どうか後ろに！　お逃げください！」

　彼女は力強く呼ばわると、逆さか

 手て

 に持った短たん

 刀とう

 を、獅子の目に突き立てた。

　さすがに眼がん

 球きゆう

 までは角かく

 質しつ

 化か

 していなかったのか、マハは甲かん

 高だか

 く啼な

 き、地に転がる。肩から牙が抜けた瞬間、思わずと言ったように、ミゼは膝ひざ

 をついた。

「ミゼ!!
 」

（酷ひど

 い……！）

　大おお

 怪け

 我が

 を負お

 った彼女を見て、フェルは悲鳴を上げる。思わず駆け寄ろうとしたフェルの腕を摑んだのは、よりによって、庇かば

 われたはずのジルフォードだった。

「嫁。危ないよ。離れておいで」

「お義兄さまは平気なのですか!?
 　だって、あんなに血が……！」

「それで、きみに何ができる？　あれが彼女の仕事だよ
 。ミゼ、戦えるね」

　最後のひと言は、ミゼに向けて。彼の空色のまなざしと、降ってきた声の冷やかさに、フェルはごくりと唾つば

 を吞む。

　整ったその顔は、一いつ

 切さい

 の感情をそぎ落としたかのように、ただ静かだった。

（そんな──どうして）

　──あのかたへの気持ちについて、否定する術を持ちません。

　そう言った彼女の声が、わんわんと耳の奥で反はん

 響きよう

 する。

（幼おさな

 馴な

 染じみ

 で。ミゼは、ジルフォードさまのことを。なのに）

　絶ぜつ

 句く

 するフェルに、追い打ちのようにミゼも重ねてくる。

「はい。どうか離れていてください。私は戦えます
 」

「っ……」

　きり、と胸が痛む。しかし、今はそれどころではないと振り切った。

　目を抉えぐ

 られたマハは、すぐによろめきながら身を起こす。見れば、血を流す傷口で、みるみる組織が修復されていく。

　何事もなかったかのように、大地を揺るがす大音声で吼ほ

 えるマハには、すぐにクロウが応おう

 戦せん

 した。ミゼも当然のように参さん

 戦せん

 する。

「シレイネ。今のうちに、ユアンを押さえろ！」

　不意にクロウが飛ばした指示に、フェルは目を瞠みは

 る。

「『隠れずの月』の呪いは、宿主の絶望そのものだ。だから」

（そうか！　……毒を受けたユアンさまの目を見み

 据す

 えて、わたしがこの瞳で呪いを解けば、モリガンもマハも元に戻る！）

　では、彼を苦しめている『絶ぜつ

 望ぼう

 の枷かせ

 』とはなんなのか。

（まずは、ユアンさまのところに……！）

　隙を見て駆け寄ろうとしたフェルだが、二頭の獅子は敏びん

 感かん

 にフェルの意い

 図と

 を察さつ

 したようだ。あるじに近づこうとする者を排はい

 除じよ

 するように、一頭のマハがフェルの前に回り込む。

「ひ、……」

　目の前に、がばりと開かれたあぎとが迫せま

 り、唾だ

 液えき

 にぬめる牙の列が凶きよう

 悪あく

 な輝きを放つ。思わず怯ひる

 んだフェルから獣の目を逸そ

 らすように、その眉み

 間けん

 にクロウが剣の鞘さや

 を投げつけた。

　あっさりとクロウに的まと

 を変更した化け獅子は、彼に喰く

 らいつく。

　とっさに横ざまに剣を構えて頭を守るクロウだが、迫った獣の口を前に、受け身の形になってしまう。

　勢いのまま、背中から仰あお

 向む

 けに押し倒されたクロウは、喉のど

 笛ぶえ

 を食いちぎられるか否いな

 かの攻防を強し

 いられる。

「旦那さま!!
 」

　とっさに駆け寄ろうとするフェルに、「来るな！」とクロウは叫んだ。

「いいから、お前はユアンを」

「っ……！」

　フェルは歯を食いしばり、がら空きになったユアンの正面へと走る。

　虚うつ

 ろなまなざしで、ぼんやりと下方を見つめるユアンの肩を摑んで揺ゆ

 さぶり、大声で怒鳴りつけた。

「ユアンさま。目を覚まして！」

「……知らない、何も、見えない。オレは。オレじゃダメだ、おれじゃ、できない、ダメだ、ダメだだめだだめだ──」

　ぶつぶつと呟く彼は、すぐ目の前にいるはずなのに、まるで声が聞こえないほど遠くにいるようで。

「ユアンさま。お願いです。旦那さまが死んでしまう！」

（全然、目を覚ます気配がない……『鍵かぎ

 』は何!?
 　どうしたら、彼の心に響くの!?
 ）

　揺さぶられるままがくがくと壊こわ

 れた人形のように首を振るユアンに、フェルは唇を嚙む。

　──と。

「ユアン！」

　地に縫ぬ

 い留められながら、クロウが鋭く叫ぶ。

「思い出せ。三バ

 人イ

 のヴ

 戦・

 魔カ

 女ハ

 を獅子たちの名前にした訳を！　昔、動物好きのお前がヴァゼタに封ほう

 ぜられるだろうと噂うわさ

 になった頃に……パールに聞いたことがある」

　クロウの呼びかけに、フェルは目を瞠みは

 る。三バ

 人イ

 のヴ

 戦・

 魔カ

 女ハ

 は、死と戦と破は

 壊かい

 の神格化だ。

（でも。破壊は再生、戦は勝利、死の向こうで豊ほう

 饒じよう

 を司つかさど

 る。だから、だったんだ）

　豊作に向かないヴァゼタ。皇領とクルヴァッハに挟まれた安全だけが取り柄の、貧しい地。

「もし本当に領主になったら、たくさんやりたいことがある。力の限り闘たたか

 って、貧困を打ち破り豊饒の地にするんだと、夢を獣たちの名に託たく

 したんだろう」

　眼は、迫りくる牙を睨み据え。辺へん

 境きよう

 の箱はこ

 庭にわ

 を守り続けてきた男は、弟に問いかける。

「お前の悩みは、衝動のまま暴ぼう

 走そう

 すれば片付く程度のものか。──お前は、自分の夢までロシュに売り渡すつもりなのか!?
 」

「あ、……」

　その言葉を聞いた瞬間。ユアンの目に、一瞬だけ光が戻る。

「オレは」

「ユアンさま」

「こいツらヲ、化け物に、してしまっタら。いやだ。オレの夢は……」

　掠かす

 れた声で呟くが、呪に縛しば

 られたユアンは動けない。

（夢……分かった！　この呪いの逆さまは）

　フェルは、ユアンの頰を引き寄せてまっすぐ瞳を合わせる。大きく息を吸い込むと、夕暮れ色の光こう

 彩さい

 が、ぼんやりと光を放った。

（無理に解くんじゃない。励はげ

 ませばいい。彼が、自力で帰ってこられるように）

「大丈夫。叶います
 、から」

　急せ

 き込みながら、フェルは叫んだ。





「いいえ、叶える
 んです。そのためにずっと努力してきたんでしょう!?
 」





　ぱりん、とガラスが割れるような音がした。

　どろりと濁っていたユアンの瞳が、その瞬間、はっきりと意思を取り戻す。

「モリガン！　マハ！　……お前たち、の、あるじは、ここだ!!
 」

　彼はフェルを押しのけるようにして前に出ると、自らの獅子たちを呼ぶ。

　掠かす

 れがちだったが、声を聞いた瞬間、クロウの喉笛を今にも食い破ろうとしていたマハも、ガウェインの聖杖と迫り合っていたモリガンも、はっと頭を上げてユアンを注ちゆう

 視し

 した。

　二頭は、まるで吸い寄せられるようにユアンに向かって突とつ

 進しん

 する。そのまま彼が掲げた両腕に、それぞれ喰らいついた。牙が腕を抉り、紅いものが地に滴したた

 る。

「ゆ、ユアンさま……何を!?
 」

「いっ……い、から！」

　肩で息をしつつユアンは歯を食いしばり、低く呻うめ

 く。その上で、獅子たちに命めい

 じた。

「止まれ。そうじゃないだろ、お前たち」

　その声は静かだったが、背後にいたフェルでさえ震ふる

 えるような気き

 迫はく

 が籠こも

 っていた。

　化け獅子二頭は、まるで雷かみなり

 にでも打たれたように彼を放す。数歩後ずさり、ユアンに首を垂れた。

　そのまま、後ろざまに倒れ込む彼を、フェルは慌てて抱えるように支えた。萎な

 える足を叱しか

 り、意識を失ったせいでずっしりと重いユアンを、なんとかゆっくりと地に下ろす。

（傷、は……良かった、そんなに深くない）

　同時に、まるで魔法が解けたように、ただの獅子に戻ったモリガンとマハを、ガウェインとクロウがそれぞれ一いち

 撃げき

 で打ち倒す。二頭は悲鳴を上げて地に転がった。

「ご無事ですか、旦那さま……！」

「なんとかな。……また助けられたな、シレイネ」

　身を起こして、服についた土を払はら

 うクロウは、フェルの呼びかけに軽く口こう

 端たん

 を上げた。

　ガウェインやケイも、肌を裂さ

 かれ、打だ

 撲ぼく

 などはあるようだが、大きな怪我はないようだ。いちばん重じゆう

 傷しよう

 のミゼの元にはジルフォードが駆けつけていたが、彼女は消しよう

 耗もう

 しつつも、しっかりと自分の足で立っている。

（先生も、ほかのみんなもひとまず大丈夫そう！）

　彼らの無事を確かめた瞬間、フェルの腰は砕くだ

 けてしまい、その場にへたり込む。

　終わったのだ。

（……この、瞳）

　どうして力があるかではなく、その使い方を考えて。

　キリヤの言げん

 を、フェルは唐とう

 突とつ

 に思い出した。

（どうして、こんな力があるのか。持っている理由は分からなくても。……今、確かに。この瞳は、彼の役に、立った）

　呪毒の被ひ

 害がい

 が拡かく

 大だい

 するエルラント帝国で。正体も分からない敵からたびたび狙われる、東西のあわいの地クルヴァッハで、自分に何ができるのかを。

　混こん

 迷めい

 する今の状況でエルラントを離れることは、対たい

 抗こう

 策さく

 のない呪毒の恐怖に曝されるクロウをそのまま置いていくことにもなるのだ。

　何もせずに、傷つけるだけで彼のもとを去るのではない。

（そっか。わたしは、──）

　フェルは、自らの手を見る。

「嫁」

　不意にジルフォードに呼びかけられ、フェルは顔を上げる。

　固こ

 辞じ

 するミゼを支えながら、彼は微笑ほほえ

 んで問いかけた。

「答えは見つかった？」

　驚くフェルに、彼は黙って背を向けた。
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「……迷めい

 惑わく

 かけた」

　呪いから解放されて、まる一日。

　昏こん

 々こん

 と眠り続けていたユアンは、つい先ほど目覚めたばかりだという。貴き

 賓ひん

 室しつ

 の長なが

 椅い

 子す

 に腰掛けてうなだれる彼に、見舞いに訪れたフェルは相あい

 対たい

 して座っていた。

「いいえ。……ご無事で安心いたしました」

　フェルはにっこり笑って小首を傾かし

 げる。

（目を覚ましてから、ユナイアの毒花だなんだって、言わなくなったなあ……改めて傷のことも謝ってくれたし。なんだか、憑つ

 き物もの

 が落ちたみたい）

　幸いにも、ミゼは失しつ

 血けつ

 多た

 量りよう

 で倒れはしたものの、命や身しん

 体たい

 機き

 能のう

 に問題はなさそうだという。フェルがそう伝えると、彼はほっと息をついた。

「オレ。どこで、呪じゆ

 毒どく

 なんか……」

　歯は

 嚙が

 みするユアンに、フェルは顔を曇くも

 らせる。

（……ひょっとして、リグレイ……いや、やめよう）

　可か

 能のう

 性せい

 は思いつくが、安あん

 易い

 に口に出してはならない推すい

 測そく

 だからだ。操あやつ

 られたばかりのユアンの前では特に。

　今の彼と、フェルが話せることといえば。

（商路建設の話についての続き、とか？　まだ何も進んでない状態だけど……）

　実は、さりげなくさっきも話を振ったところなのだが、ヴァゼタを通る商路の可か

 否ひ

 に関しては、ロシュ侯こう

 爵しやく

 家け

 からの支し

 援えん

 を打ち切られることを恐おそ

 れ、返事を渋しぶ

 られたのだ。

　──今は、自分の夢のために、領民を犠ぎ

 牲せい

 にするわけにはいかないから。

　呪毒の獣けもの

 に立ち向かうクロウを見て、ユアンは余計そう思ったのだという。

（現状で、ロシュの力がヴァゼタの繁はん

 栄えい

 に不ふ

 可か

 欠けつ

 なら、仕方ない、か……）

　こっそり気落ちするフェルの前で、ユアンは独ひと

 り言ごと

 のように呟つぶや

 いた。

「アンドリューも、オレがロシュに取り込まれて、にっちもさっちもいかなくなってるのを見て、まずは現状から遠ざけて考える時間をくれようとしたんだよな。そういえば、『落ち着いて見極めるように』ってあいつの忠ちゆう

 告こく

 、途中から全然聞いてなかった」

　あーあ我ながら未み

 熟じゆく

 、と頰を搔か

 くユアンに、「そうでもないと思いますけれど」とフェルは首を傾げた。

「皇こう

 族ぞく

 なりの誇りや体面のしがらみもあるでしょうに、ちゃんと下の者の話を聞いて、反省して前に進もうと思えるのは、すごいことだと思いますわ。そういうかたの下もと

 で働けるのだから、あなたの家令は幸せです」

「……そうかな」

「そうですわ。それに、未熟だなんて。十代の若さで何もかも完かん

 璧ぺき

 なんて、気色悪いだけでしょう。将来の夢なんて、成長の余よ

 地ち

 がなければそもそも持てませんもの」

「完璧じゃないから、夢をみられる……？」

「はい」

　こっくり頷くフェルに、ユアンは目を瞠みは

 る。

「けど、気色悪いって。十代の頃から何もかも完璧なの、たとえばあんたの旦だん

 那な

 とかのことだぜ」

「では、わたくしの夫は気色悪いのでしょう」

「……ぶっ」

　断だん

 言げん

 するフェルに、ユアンは噴ふ

 き出した。

「はは、そっか、容よう

 赦しや

 ねえな！」

「……別に旦那さまは、言うほど完璧でもございませんもの。仕事にのめりこむと平気で寝しん

 食しよく

 を忘れるし、かと思えば徹てつ

 夜や

 明けには机に沈ちん

 没ぼつ

 しておいでだし。ガウェインさまに稽けい

 古こ

 を頼んだ翌よく

 日じつ

 は、全身打だ

 撲ぼく

 と筋肉痛でやや猫ねこ

 背ぜ

 に」

「あ、あの。なんかもういい。悪かった」

「……こほん。あのかたにとっての優先事項が、未み

 熟じゆく

 な自分を恥じて立ち止まるより、前に進むことだから、完璧に見えるだけですの。夢をみる余よ

 地ち

 くらい、あるはずです」

　断言したあとで、なんとなく恥ずかしくなって視線を逸そ

 らすと、ユアンは目をしばたたいた。

「なるほどな。優先事項、か。……あれっ？　あんた、最近会ったヤツに似てる気がする。声の感じかな？　……あ、でも、顔が全然違うわ」

「へ」

　びくついたフェルに、「気のせいだ」と笑い、ユアンは続ける。

「けど、あんたいい奴だな。オレ、ここんとこ反ユナイアになろうなろうとしてたけど、あんたは好きかもだ。ワルプルギスまでに離婚して、クロウなんかじゃなくてもっといい相手探せよ」

「はい。鋭えい

 意い

 努力中ですわ」

「え、冗じよう

 談だん

 なんだけど」

　ぎょっとするユアンに、「離婚については、妻には冗談が通じないんだ」とため息交じりの声が応おう

 じた。

「あら旦那さま。いらしてたの」

　いつの間にか、貴賓室の入り口には、見慣れた黒衣の立ち姿がある。

　兄の姿を認めたユアンは、複雑な顔になった。

「……クロウ、迷惑かけたのは悪いと思ってる。でも、オレはやっぱり……」

「ああ。ロシュとの関係を悪くしたら、未だにヴァゼタの経済が立ち行かないという話の途中だったな。その件なんだが」

　よく見ればクロウは、手に何か紙束を持っている。

　クロウは長椅子に歩み寄り、おもむろに切り出した。

「ユアン。お前、今のままで満足か？」

「……へっ？」

　目をしばたたくユアンに、クロウは丸めた紙束で自らの肩を叩たた

 く。

「考えたんだが。このままロシュに頼り切っていては、いずれ破は

 綻たん

 するだけだ。お前が取り組もうとしているのは結果が出るまで時間のかかる事業ばかりだし、自分で財政を健全化しないことには、ずるずると何もかも相手の言うなりにさせられ続けるぞ」

　ロシュからの支し

 援えん

 を取りつけるために、ロシュへの奉ほう

 仕し

 もしなければならない。いわば、支援に見せかけた搾さく

 取しゆ

 の構こう

 造ぞう

 ができ上がってしまっている。

　皇帝からの手紙が偽物だったことは、クロウの口からユアンに説明されたが（旦那さまが自分以外の人間にクッションをぶつけられる現場をフェルは初めて見た）、それこそ皇帝にいつ咎とが

 められるともしれない危険もある。今のヴァゼタは、まさに泥どろ

 船ぶね

 なのだ。

「……そんなことは分かってんだ」

　ユアンは唇くちびる

 を嚙み、兄から目を逸らした。

「で、──提てい

 案あん

 だ」

「なんだよ。……ロシュの代わりにお前が出資者になるとか、そういう話か？　それじゃ、飼い主が変わっただけだろ」

「まずはこれを見てくれ」

　クロウはおもむろに、手の中の紙束を、長椅子の前のテーブルに並べていく。

　フェルも書面を覗のぞ

 き込み、「あっ」と声を上げた。

「これ……」

（このあいだ旦那さまと一いつ

 緒しよ

 に詰つ

 めた、黒こく

 龍りゆう

 城じよう

 の節約予算！）

　かなりクロウの修正が入っているが、間違いない。

　手に取って見たユアンも、目を丸くしている。

「なんだこれ……すっげえ金が浮いてる！」

「妻に手伝ってもらった結果だけどな」

「にしたって……そっか、薪しん

 炭たん

 料りよう

 。え、時間の節約？　こんなの初めて見た。でも、領地の条件も違うし、そもそも城内の節約だけじゃ……」

　顔を曇くも

 らせるユアンに、クロウは少し笑み、「領全体の経営についても、まだまだ見直しの余地があるってことだ」と肩を竦める。

「だが、興味は持ってもらえたようだな。もちろん、本格的な話はここからだ。節約は妻の得意分野だが、俺はどちらかというと、浮いた予算を転がして大きくするほうが専門だから」

　その手しゆ

 腕わん

 はフェルもよく知っていた。最近、決算書を読み漁あさ

 る機会が多いが、あだ名を「毒龍公」から「毒どく

 錬れん

 金きん

 術じゆつ

 師し

 」に変更すべきじゃないかと思ったほどだ。毒は外さないが。

　クロウはそれから、身をかがめ、弟の顔を覗のぞ

 き込むように語りかけた。

「そこでだ、ユアン。お前が自立して事業に専念できるよう、資金繰ぐ

 りの相談に乗る」

「わたくしも！　及およ

 ばずながら、お力になりますわ」

「え……」

　フェルは慌あわ

 てて手を挙あ

 げた。ユアンはただ驚いて、フェルとクロウの顔を見比べている。

「……むろん、俺たちができるのは協力だけだ。あくまでどうするかはお前次第になる」

　だから、と。

　飼い馴らされ、負の連れん

 鎖さ

 に囚とら

 われたまま、少しずつ堕お

 ちていくか。

　それとも、多少なりとも、自らの力で足あ

 搔が

 いて闘たたか

 うか。

「もちろん、今すぐにとは言わない。ゆっくり考えてからでも──」

　ユアンは、クロウの言葉をじっと聞いていたが、やがて静かに目を伏せた。

「……クロウ。あんたは、片手間に全てをやってのけるヤツだと思ってたよ。でも確かに、どっちかっていうと、水鳥に近い感じらしいな」

「水鳥？」

「水面を優ゆう

 雅が

 に滑すべ

 っているように見えるのは、下で懸けん

 命めい

 に肢あし

 で漕こ

 いでるから、ってこと」

　いいよ、とユアンは言った。

「オレなんかじゃ何も捨てられない、選べないって思ってた。がんじがらめになって、諦あきら

 めて。けど、今、選ぶよ。決めて進む」

　差し出されたクロウの手を、ためらいがちに握にぎ

 り返し、ほのかに笑って。

「商路の件、前向きに検けん

 討とう

 する。──オレも、ちゃんと自分の力で、水を搔いていきたいんだ、クロウ兄貴
 」
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（こっちは解決！　と）

　ユアンのもとを辞じ

 したフェルは、その足で、ミゼの眠る部屋を目指していた。

　凶きよう

 悪あく

 な外見に変へん

 貌ぼう

 していたモリガンとマハも、気を失うしな

 ったままだが、命には別状ないようだ。場に居合わせた全員が、ほとんどかすり傷以外負わなかった中で、唯ゆい

 一いつ

 、深ふか

 手で

 で寝込んでしまったのが、彼女だった。

（あんなにひどい怪我だったのに、戦って……黒龍師団兵が到着して、ジルフォードさまの安全が保ほ

 障しよう

 されるまで、気も失わなかったんだから、すごい）

　長い廊下を歩き、彼女の休む部屋に至いた

 る。

　扉とびら

 の向こうには先客がいた。

「お！　嫁じゃあないか。どうしたね」

「ジルフォードお義に

 兄い

 さま？」

　フェルは軽く目を瞠みは

 る。

　彼女の枕辺に椅い

 子す

 を置き、彼はずっと護ご

 衛えい

 の寝顔を眺なが

 めていたようだ。

（なんで？）

　傷ついても戦う彼女を、それが仕事だと言い切り、ただ平へい

 然ぜん

 と見ていたはずなのに。フェルの胸はざわついたが、吞の

 み込んで平静を装よそお

 った。

「あの……ミゼの具合は」

「まだ目覚めないが、悪くはない。後こう

 遺い

 症しよう

 はないそうだが、傷きず

 痕あと

 は残るかもしれないと。弱ったものだね」

　ジルフォードは淡あわ

 く笑んで答えた。

　なんでもないように軽く言ってのける彼から、フェルは目を逸そ

 らす。そして、眠り続けるミゼに視線を落とした。

（顔色悪い……まだ、起きられないのかな）

　──だが。

「！」

　ふっと、伏せられていた長い睫まつ

 毛げ

 が震ふる

 え、うっすらと暗あん

 紫し

 の双そう

 眸ぼう

 が開く。

　ほうっと長く吐と

 息いき

 を洩も

 らすミゼに、フェルは思わず身を乗り出した。

「ミゼ、良かった。目が覚めたんですのね！」

「……んか、は」

「え？」

「ジルフォード殿下は？」

　尋ねられた瞬間、フェルは息を吞む。

「ここだよ、ミゼ」

　フェルの代わりに、穏おだ

 やかな声で答えたのは、ジルフォード本人だった。

「ご無事です、か」

「ああ。お前のおかげでね」

　それを聞いた瞬間、ほっとミゼの表情が緩ゆる

 む。唇が、ゆっくりと淡い笑みを刻きざ

 んだ。彼女を見下ろしたまま、ジルフォードは無む

 造ぞう

 作さ

 に続けた。

「だが、断りもなくそんな大怪我を負って、挙げ句勝手に気を失う。お前はなんとも主あるじ

 不孝な護衛だな」

「お義兄さま!?
 　ミゼはあなたのために怪我をしたのに。いくらなんでもそんな言い方は……！」

　あまりの言い草に、思わず突っかかりかけ──そこでフェルは、包帯だらけになって横たわる彼女を見下ろす、苦しそうなジルフォードのまなざしに気づいた。

「お前は私の護衛だ。だから、そばにいなければいけないよ。これは命令だ。身体も、命も、いたずらに損そこ

 なってなどくれるな。これからもずっと、離れることは許さない」

「はい」

　それを聞いた瞬間、ミゼは軽く息を詰め。やがて、幸せそうに微笑むと、ゆっくりと瞼まぶた

 を閉じた。

「おそばにおります。私は、あなたの護衛。この手は、盾たて

 にして剣。命ある限り、お護まも

 りします。必ず、ずっと……」

　掠かす

 れた声は、やがて、安らかな寝息に変わる。

（あ）

　その瞬間、フェルは、微び

 笑しよう

 を浮かべてすら見えるジルフォードの掌てのひら

 に滲にじ

 む、赤いものに気づいた。

　おそらく、爪つめ

 が食い込んで傷をつけるまで、強く手を握にぎ

 り込んでいたのだろう。

（……やっぱり。ジルフォードさまも、ミゼを）

　あのとき、理性の枷かせ

 で衝しよう

 動どう

 を縛しば

 り、全部押し殺した結果が、それ。

（これはきっと、ジルフォードさまなりのけじめのつけかた。彼女の気持ちを知った上での、彼の出した答え）

　皇太子という己の立場をわきまえ、真しん

 摯し

 に貫つらぬ

 きとおすことこそが、ミゼのためになるのだと、彼は確かに理解している。

　──〝未来を望むあのかたが、ただ前だけを見据えていられるよう。背をお守りするのが私の使命。それは、今も昔も、これからもずっと、です〟

　ミゼの想いを、ジルフォードはちゃんと受け止めている。

　だからこそ、彼は彼で、ミゼをそばにとどめておくために、『護衛とあるじ』であることを選んだのだろう。

　いずれ皇こう

 帝てい

 となる彼には、当然のように政せい

 略りやく

 結婚が予定されている。必ず別の女性を妻とする身で、立場の不安定な愛あい

 妾しよう

 にするわけでなく、彼女の生き方を尊そん

 重ちよう

 し、その未来を傷つけないために。

　決して想いを伝えないで、あくまで一線を画かく

 すことを選んだ。

　それは、ジルフォードにとって彼女が何にも代えがたいからこそだ。二人は互いのために、あえて「関係を焦こ

 げつかせる」ことを答えとしたのだ。

（……それが、彼が、ミゼのために決めた覚悟）

　こういう『答え』もある。ジルフォードとミゼの関係は、フェルにそれを教えてくれた。

　フェルは、ジルフォードから視線を逸そ

 らし、ミゼを見つめた。白いリネンにくるまれ、枕に暗灰色の髪を散らせた彼女の寝顔は、起きているときの抜き身の刃やいば

 のような鋭するど

 さが和やわ

 らぎ、どこかあどけない。

　ジルフォードはぽつりと尋ねた。

「嫁。きみは、いずれ……愚ぐ

 弟てい

 のもとを去るのかい」

「お答えできませんわ」

「そうか。じゃあ、これだけ。きみは言ったね。愚弟を傷つけるのはごめんだと。……あれは、あれなりに。きみをとても大事に想っているよ」

　ジルフォードの言葉に、フェルは苦笑する。

「はい。わたくしも、……あのかたが、とても大切です」

　仮かり

 初そめ

 にすぎない立場で、何ができるのか。

　答えは決まった。

（……この瞳に力があるのなら。彼のために使おう。呪じゆ

 毒どく

 の脅きよう

 威い

 をクルヴァッハから退しりぞ

 けて、ユナイアとの和平を真剣に考えてくれている、彼の手伝いをする）

　ここに、今、自分がいる意味。役割が、ちゃんとあった。

　ワルプルギスまでに。

　彼の隣に、立っていられるうちに。

（だから。想いなんて伝えなくていい。だって、彼はそのうち、『シレイネ』を忘れる。それでいいんだ）

　それが、いずれ去りゆく自分が──シレイネではない『フェル』が、クロウのためにできる、唯一のことだから。

　覚悟は少し痛みを伴ともな

 うけれど、もう迷いはなかった。
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「……ねえ、ちょっと派は

 手で

 なのではなくて？」

　つやつやした絹きぬ

 のドレスは、真しん

 紅く

 。上品な落ち着きはあるが、そもそも普ふ

 段だん

 は使わない色である。

　のみならず、襟えり

 ぐりや袖そで

 口ぐち

 や裾すそ

 にはふんだんに、つる薔ば

 薇ら

 に遊ぶ蝶ちよう

 の刺し

 繡しゆう

 が金糸銀糸で施ほどこ

 され、はっとするほど目に鮮あざ

 やかだ。蝶の翅はね

 や薔薇の花か

 芯しん

 には、真しん

 珠じゆ

 が縫ぬ

 い留と

 められている。

（さっき数えたら二百五十七粒つぶ

 あった。あとで一粒でも落ちてないか確認しなきゃ……）

　落っこちやすい高級品が全身を取り巻いているだけで、冷や汗が出る。かちこちに固まったフェルに、髪を結い上げてくれながら、ラナがすかさず反はん

 論ろん

 する。

「何をおっしゃいます。こちらは、このたびの来らい

 訪ほう

 で、ジルフォード殿でん

 下か

 が奥方さまにとお持ちくださったものですよ。お召め

 しにならないと失礼になります」

「だいたい、殿下は舞ぶ

 踏とう

 会かい

 も晩ばん

 餐さん

 会かい

 も滅めつ

 多た

 に開かれませんもの！　奥方さまが一度本気で着飾られたらどうなるのか、是ぜ

 非ひ

 試してみたいですねって私どもはいつもいつもいつも」

「皇おう

 子じ

 殿下がお三方揃そろ

 われた席で、奥方さまが半はん

 端ぱ

 な着こなしなどなされては、わたくしどもの名な

 折お

 れですわ」

「はい、すみませんでした」

　ラナのひと言を皮かわ

 切き

 りに、そばにいた奥方付きの侍じ

 女じよ

 たちが口々に騒さわ

 ぎ始め、フェルは早々に降こう

 参さん

 した。

　現在、窓の外は、薄はく

 暮ぼ

 の茜あかね

 色いろ

 に包まれている。

　彼女たちは、昼過ぎにフェルの部屋に押し寄よ

 せ、寄ってたかってフェルを剝む

 いてハーブ湯に放り込み、コルセットを締め上げ、薔薇水を吹きと、かいがいしく世話を焼いてくれた。何がなんだか分からないフェルは、目を白黒させたものだ。

（それがまさか、晩餐会、なんて。ティカルで歓迎会していただいたときも宴えん

 会かい

 になったけど、このお城では初めてだ）

　晩餐会。

　ユナイアでは、何度かシレイネの身代わりで出席したことがあるが、今回はなんだか妙みよう

 に緊きん

 張ちよう

 する。異国だからか、──彼のそばだからか。

　複ふく

 雑ざつ

 な形に編あ

 み込みを入れられた髪には、つやを消した金の葉に、縞しま

 瑪瑙めのう

 やガーネットなどで桜おう

 桃とう

 や葡ぶ

 萄どう

 を模も

 した飾かざ

 り櫛ぐし

 が留と

 められている。のみならず、金きん

 粉ぷん

 を髪にもまぶされたおかげで、髪を洗うときに水を濾こ

 して金きん

 粉ぷん

 を捨てずに取り出す方法を、残り時間はずっと考える羽目になった。

「あとは、唇くちびる

 に紅べに

 をひとはけ……はい、できました」

（うわ、すっごい）

　鏡の中に出来上がった自分を見て、フェルは純じゆん

 粋すい

 に感動した。

　緋ひ

 色いろ

 を帯お

 びた髪と、赤の強い夕暮れ色の瞳ひとみ

 に、白い肌。紅と金を基調とした装よそお

 いは、もともと持つ色味を見事に活い

 かしている。仕上げに髪に挿さ

 された東方由ゆ

 来らい

 の紅べに

 椿つばき

 が印象を引き締し

 め、まるでいつもの自分と別の人間に見えた。

（これぞ職人の技って感じ……！）

「どうもありがとう」

　目をきらきらさせるフェルに、侍女たちはくすぐったそうに笑って後ろに控ひか

 えていく。

　その瞬間、計ったように、こんこんと扉が叩かれた。

「失礼いたしますよ。奥方さまのお支し

 度たく

 はいかがでしょう。やあ、これはお美しい！」

　顔を覗のぞ

 かせたのはケイだ。

　メガネの奥で目を細め、彼は腰を折る。

「どうぞ。我が君がお待ちです」





　──瀟しよう

 洒しや

 な金の飾り靴で歩く城内の風景は、いつもとまったく違って見える。

　廊下の壁に並ぶたくさんの灯あかり

 のあいだを進めば、やがて吹き抜けの広い階段。緋ひ

 毛もう

 氈せん

 が敷し

 かれた大だい

 理り

 石せき

 の床は磨き上げられ、とろりと濡ぬ

 れたように輝かがや

 いていた。

　大階段の向こう側に、『彼』がいる。

　フェルはゆったりと腰を折って、とんとんと踊り場へと下りると、同じように対面から下りてきた黒衣の人物と顔を合わせた。

（わ。旦だん

 那な

 さま、かっこいい）

　群ぐん

 青じよう

 の瞳ひとみ

 と、闇やみ

 色いろ

 の髪。普ふ

 段だん

 使いの黒衣とは少し趣おもむき

 を変え、クラヴァットに瞳と同じ青い石のブローチを留め、白い手て

 袋ぶくろ

 をはめている。フェルの赤いドレスに合わせたであろう、落ち着いた緋色のサッシュ。

　銀モールのついた黒い正せい

 装そう

 に身を包つつ

 んだ彼の姿は、やっぱり見慣れているはずなのに、びっくりするほど心臓に響く。

（……お、皇子さまがいる！　いや、中身ド鬼き

 畜ちく

 だけど、本物の皇子様だ……）

「シレイネ」

　ぼうっと見とれていたところに、急に呼びかけられてフェルは驚いた。慌あわ

 てて、彼の差し出した手のひらに右手を添そ

 えると、彼はなめらかな仕し

 草ぐさ

 で、腰を折り。

　自らの口元に引き寄せたフェルの手の甲こう

 に、軽く唇くちびる

 を落とす真似をした。

「っ！」

　レースの手袋越しで。

　ただの、貴族男性が貴き

 婦ふ

 人じん

 にする、一般的な挨あい

 拶さつ

 のはず。

　けれど、そこから、全身に火が燃え広がるような心地ここち

 がする。

（と、『隣となり

 の客はよく銭ぜに

 食う客だ』……！）

　フェルはとっさに、昔からやり慣れた「落ち着くおまじない」の一種を脳のう

 内ない

 で繰く

 り返した。二、三度繰り返してやっと平へい

 常じよう

 心しん

 が戻りかけたところで、彼はフェルの手を自らの腕にかけさせ、階かい

 下か

 へと誘いざな

 う。

　いまだにどきどきとうるさい鼓こ

 動どう

 を宥なだ

 めながら、精いっぱい背せ

 筋すじ

 を伸ばして階段を下りるフェルに、クロウはそっと囁ささや

 いた。

「ドレス、よく似合ってる」

「！」

　せっかく静まっていた心臓が、さっきよりもやかましく騒さわ

 ぎ始める。

　この人は、自分を殺す気かもしれない。真っ赤になった顔を伏せ、フェルは思った。





　古こ

 式しき

 に則のつと

 り、夫に導みちび

 かれ、広間に入る。

　テーブルにずらりと並ぶ燭しよく

 台だい

 の炎ほのお

 に、王族御ご

 用よう

 達たし

 の蠟ろう

 燭そく

 屋を手伝ったこともあるフェルは、思わず、明かりの数を数えたくなった。

　大きな食卓には、ジルフォードとユアンが既すで

 に着席していた。壁際には、給きゆう

 仕じ

 たちに交じってミゼの姿もあった。

　客人であるガウェインも誘ったが出席を固こ

 辞じ

 されてしまったのだと、クロウは道すがら教えてくれた。

「やあ嫁！　今日は一段と美しいな！　愚ぐ

 弟てい

 と並ぶと、まるで美女と陰いん

 険けん

 毒どく

 龍りゆう

 だ！」

「ジル兄貴、そのまんますぎ。それでうまいこと言ったつもりかよ」

　微び

 妙みよう

 な評価をくれるジルフォードと突っ込むユアンに、「食事にアイリス混ぜるように命じればよかった」とクロウは人知れず呟つぶや

 いている。彼から知識を聞きかじっているフェルは、それ下げ

 剤ざい

 植物じゃないかと青くなった。

「ジルフォード兄上、ユアン。明日には出しゆつ

 立たつ

 が控ひか

 えているとはいえ、今こ

 宵よい

 は存分に楽しんでいただきたい」

「なんの。兄弟が三人も集つど

 う機会なんてめったにないからな！　お兄様は嬉うれ

 しいぞ」

　さして心のこもっていなさそうな挨あい

 拶さつ

 を済ませると、クロウはフェルの椅い

 子す

 を引き、自みずか

 らも着席した。

（うう、緊きん

 張ちよう

 する……）

　たちまちに、何種類もの料理が運ばれてくる。

　食前酒、野菜のゼリー寄せや内ない

 臓ぞう

 のパテなどの小前菜や前菜。挽ひ

 いた雉きじ

 肉にく

 と、きのこを、じっくりと煮に

 詰つ

 めたスープ。白身魚のグリル、牛肉のソテー、さまざまなパイ料理、鴨かも

 肉にく

 のコンフィチュール……。

　蠟燭の明かりに照らされた晩ばん

 餐さん

 の席は、まるで夢のように幻げん

 想そう

 的てき

 だ。

　目を瞠るフェルに、対面に座ったジルフォードが、何気なく声をかけてくる。

「ほら嫁。クルヴァッハといえば葡萄酒だが、グリフレイは糖とう

 蜜みつ

 酒しゆ

 と白しろ

 蒸じよう

 留りゆう

 酒しゆ

 が特産なんだ。領主のとっておきだよ」

　差し出された杯を前にフェルは戸と

 惑まど

 った。お酒なんて、ほとんど飲んだことがない。

　──しかし。

「喜んで頂きますわ、ジルフォードお義に

 兄い

 さま」

　結局フェルは、にっこり微笑ほほえ

 んでグラスを受け取った。断れば、ジルフォードに恥はじ

 をかかせることになるからだ。

（今まであんまり吞んだことないだけだし。いざ試してみたら、意外とイケるクチかもしれないじゃない）

「おーそうか良かった是ぜ

 非ひ

 とも！　ほらほら、ぐいっと一発」

「おい！　その酒はやめておけ、シレ……」

　そうだ、ぐいっと。

　フェルは息を詰め、旦那さまの焦ったような制止も聞かず、目の前の液体を飲み干ほ

 す。

　その、瞬間。

「……!?
 」

　咽の

 喉ど

 を、炎ほのお

 が通り抜けた。

　焼けるような熱は、あっという間に胸から腹に落ち。目の前にぱちぱちと泡が弾はじ

 け、フェルの顔は、一瞬で爆ばく

 発はつ

 するように紅あか

 くなった。

（なん、これ……毒どく

 !?
 ）

　そんなわけはない。酒だ。

「いい飲みっぷりだが、大丈夫かね？　あまり一気に空けるとまずいんじゃないかな」

「あら。なんともございあ
 せん。なんならもう一杯」

「そうか。それじゃあぐぐいっと」

「だから、やめておけと！」

　微び

 妙みよう

 に嚙か

 んでいる言葉尻じり

 を気にしたのはクロウだけで、ジルフォードは嬉しそうに酒の瓶びん

 を指先で弾いた。

（なんのこれしき！　気合いさえあれば……！）

　またも、透明な炎が咽喉を焼く。さらに一杯、二杯……。

　そうこうするうち、もはや、次が何杯めなのかすら分からなくなってきた。

（うう、もう無理。倒れたい。ってか、新しん

 鮮せん

 な空気が欲し……）

　フェルとしては、見た目は平静を装よそお

 っているつもりだったが、肩はふらふら揺れ、瞼まぶた

 はとろんと重たくなってくる。

「どうだい嫁。もう一杯──」

「シレイネ」

「はい？」

　面おも

 白しろ

 がってさらにひと声かけようとしたジルフォードを、クロウが遮さえぎ

 る。

「星が綺き

 麗れい

 だ。外に出てみないか？」

「え？　では、わたくしは残ります。夫婦揃ってお客様を置いておくわけにはまいりまえ
 んもの。お・も・て・な・し、ですわー。ひっく」

「いいから付き合え。少しなら構かま

 わないだろう？　いくら兄弟とはいえ、着飾った妻が、俺の知らないところでほかの男の目を喜ばせていると思うとぞっとしない」

　淡たん

 々たん

 と吐は

 かれた台詞せりふ

 は、素面しらふ

 のときならきっと照れたり咬か

 みついたりしただろうが、今はもう脳みそがとろとろになってしまって、それが恥ずかしいなどと思う余よ

 裕ゆう

 もなかった。

「分かりました。お二人とも、少し失礼いたします」

「いいけど……大丈夫か？　なんか顔色ヤバそうだぞ……」

「行っておいで。戻るのはごくごくゆっくりで構わないよ！」

　眉をひそめて心配してくるユアンと、何やら意味深に微笑ほほえ

 むジルフォードと。

　仮付きの義ぎ

 理り

 の兄弟たちを残し、フェルはその場をあとにした。





　ガラスの壁へき

 面めん

 扉から大広間を出て、中庭へ。

　火ほ

 照て

 った頰ほお

 に、夜風が心地いい。だが、首をもたげて星を見上げる力はなかった。

　なんだか宙ちゆう

 を歩くように、足元がおぼつかない。床にふにゃふにゃのギモーヴ菓か

 子し

 を敷し

 き詰つ

 めて、その上を散歩してみたら、きっとこんな感じなのだろうか。

（あ、四阿ガゼボ

 がある。あのあたりまで歩けば休めるかな。ううん、もう、ジルフォードさまの目もユアンさまの目もない）

　そう思った瞬間。

　かくん、と足から力が抜ける。

（う、ヤバい、限げん

 界かい

 がっ……！）

　倒れ込む直前、ふわりと身体からだ

 が浮き上がる。

「大丈夫か」

（旦那さま）

　地べたに口づける直前に、クロウが横ざまに抱き上げてくれたらしい。今度こそ浮き上がった足がぶらぶらと宙を蹴け

 った。

　彼は、くてっと力を失うしな

 ったフェルを中庭の四阿に運んでくれる。大理石の柱の美しい小さな休息所には、手回しよく幅の広い椅子が用意され、フェルトの毛もう

 布ふ

 が敷し

 いてあった。

　彼は、クッションに背を預けさせるようにフェルを下ろし、自らの上着を脱いで胸の上にかけてくれた。

「お前、酒に弱いなら、どうしてあんなに強いのを飲むんだ。兄上の誘いなんて、無理をしてまで受けることじゃない」

「すみません、旦那さま。ご迷めい

 惑わく

 をおかけしております」

　どうやら叱しか

 られていると分かり、フェルは素直に謝った。なんだか寝ているままではいけない気がして、力を振り絞しぼ

 って上体を起こす。

「わたくしなどは草くさ

 葉ば

 の陰かげ

 に捨て置いて、どうぞ宴うたげ

 にお戻りを」

「馬ば

 鹿か

 言うな。こんな状態のお前を置いて行けるわけがない」

「わたくしは大丈夫ですわ。ここは、涼すず

 しくてとても気持ちいいです。野宿大好き。夜空って素敵。夜露って素晴らしい」

「いや、なぜ野宿前ぜん

 提てい

 だ。……まったく、やけにはきはきしゃべる酔よ

 っ払ぱら

 いだな。そこまで話せるなら、一応、まともに口は開けられるな？　さっき酔よ

 い覚ましを運ばせたから」

　フェルは、夕暮れ色の瞳でとろんとクロウを見上げた。

「旦那さまは酔っ払いはお嫌きら

 いなの」

「少なくとも俺は、酔っ払いを集中的に愛してやまない奴やつ

 は見たことがないな」

「わたくしのことは嫌いでも、お酒のことは嫌いにならないで……！」

「意味が分からないんだが!?
 」

　支し

 離り

 滅めつ

 裂れつ

 だな、と毒づきつつ、彼はフェルの頰に手を添そ

 えたまま、口元にグラスを持ってくる。フェルはぼんやりとグラスを見下ろした。中に入っているのは、琥こ

 珀はく

 色いろ

 の液体。酔いざましだ、と彼は補ほ

 足そく

 をくれた。

　飲もうとも受け取ろうともせず、止まったまま黙りこくったフェルに、彼は「どうした？」と訝いぶか

 しげに尋ねてくる。

「わたくし、酔よ

 ってなんか、いません。席に戻ります」

「噓うそ

 を言え。上下左右どこから見ても立りつ

 派ぱ

 に酔っている。なんでそう頑かたくな

 なんだ」

「噓つきはあなただもの」

　彼が息を吞の

 むのが分かった。

　けれど、頭がぼうっとして、もう、自分でも何をしゃべっているのか分からない。

「だいたいあなたがいけないんです。どうしてわたくしが悩まなくてはいけないの。あなたがちゃんと噂どおりの毒龍公なら、わたし
 は今頃、きっぱりスッキリ思う存分、バリバリのガッポリでウッハウハでワアだったはずですのに！」

「待て。ちょっと真しん

 剣けん

 に何を言っているのか分からない」

「考えるな、感じろって言いますでしょ!?
 」

「意味は理解できるが、少なくとも今のお前にふさわしい台詞せりふ

 じゃないと思うんだが。とんだ絡から

 み酒だな」

　眉み

 間けん

 を押さえて唸うな

 るクロウを見ていると、フェルはなんだか猛もう

 烈れつ

 に泣きたくなってきた。

「どうして優しくするんですか？　優しいあなたなんて噓だわ。本当は冷たい人なんでしょう。では、冷たくしてください。もっと残ざん

 酷こく

 で、ひどくて、嫌なだけの人なら良かった」

　真実は捨てられない。だからこそ彼を、裏切りたくない。

　いずれ、彼を忘れ、彼に忘れられる覚悟は決めた。それでいいのに。

「あなたが優しいなんて、噓。噓、噓──」

　繰り返し呟いて、瞳を覆おお

 った彼女の手を、クロウはそっととりのけた。目をつぶって顔をそむけたフェルの耳に、彼はそっと唇くちびる

 を寄せる。

「落ち着け。……現実じゃない。そうだ、これは夢だ」

「夢……？」

「そう、夢。だから、何も気にしなくていい」

　酒がまわったせいもあり、その言葉には、意外とすとんと納なつ

 得とく

 した。確かに、この旦那さまは優しすぎる。なるほど、夢だったのか。

　じゃあ、いいや、と。

　フェルはほっと息をつく。

　──〝疲れた彼を癒い

 やすみたいに、自分から触れたり〟

　──〝気持ちのいい言葉は、素直に伝えて〟

　ふと浮かんだのは、つい先日聞いたばかりの、ラナの『悪女の誘ゆう

 惑わく

 心こころ

 得え

 』だ。

　彼に触れたり、寄り添ったり、癒したり。

　素直に、心を伝えたり。

（でも、これが夢なら……本当は、ずっと。悪女とか作戦とかじゃなくて。そんなことが──当たり前みたいに、できらいいのにって）

「おい、どうした？　気分が悪いのか」

　急に黙りこくったフェルの頰に、熱を測はか

 るように五ご

 指し

 を当て、クロウが怪け

 訝げん

 な顔をした時だ。

「手が、冷たい」

　そのまま、頰に添えられたクロウの手に、フェルは自らのそれを重ねる。

　とたんに、彼は、熱い物にでも触れたように手を引っ込めようとした。

「……シレイネ？」

　それは、もとは誘惑の仕草。けれど、ひんやりした手の平は、思いがけず心地よく。放したくなくて、捕えるように指を絡から

 める。意い

 図と

 せず、本音がこぼれた。

「このまま。あなたの、手、冷たい、ので。気持ちいいです」

「……！」

　彼が大きく目を瞠みは

 ったことに、フェルは気づかない。

　視線を上向ければ、彼の横顔が見える。オニキスの飾りのついた形のいい耳と、頰から顎にかけての鋭えい

 利り

 な輪りん

 郭かく

 。すっと通った鼻はな

 筋すじ

 、長い睫まつ

 毛げ

 。襟えり

 元もと

 から覗のぞ

 く白い肌がいかにも冷たそうに見えて、フェルは額を彼の首筋に押し当ててみた。

「ん、やっぱり冷たい……。オードコローニュ、あなたの、香りがする」

　自ら身を任せるように、夫の腕の中で安心したようにくたっと力を抜くフェルを、クロウはぴくりとも動かず見下ろしている。

「……お前。それ、他の男には、間違ってもやるんじゃないぞ」

　──と。

　ずっと呼吸すら止めていたクロウが、フェルの肩を摑んで身をもぎ離した。すっかりくにゃくにゃになっていたフェルは、あえなくクッションに逆戻りになる。

「どうしたんだ、いきなり。この間から、お前らしくもない」

　まっすぐ目を合わせ、少し怒ったように質ただ

 してくる夫を、フェルはぼんやりと見つめ返した。

「あなたの心が見えないからです」

「……心が見えない？」

「本当は何を考えているのか。どうして、何も言ってくださらないのか。わたしはずっと、悩んでいたから」

　思うままに不安を吐と

 露ろ

 する妻から目を逸らし、彼は思いっきり空気を肺にためた後、ゆっくり吐き出す。

「俺も酔っているらしい。だから、これはただの独ひと

 り言ごと

 だ」

「？」

「……何も、伝えずにいるつもりだった。お前からは、どうせ同じ心を受け取れないと分かっているから」

　彼は、酔いざまし入りのグラスを、四阿の柵の上にことりと置いた。

（……え？）

　避よ

 ける間もなく、片手で目を塞ふさ

 がれた。視界が仮かり

 初そめ

 の闇に覆われると同時に、力を込められて身体を倒され、背がクッションに深く沈む。

「はい……？」

「黙っていろ」

　ぽつりと呟くと、彼はフェルの耳もとに唇を寄せた。

「視ることも、答えることも許さない」

「旦那……さ、ま？」

　塞がれた視覚を補おぎな

 うように、耳が、肌が、鋭えい

 敏びん

 にその囁きを拾う。

「お前だけを見てきた。お前が大切だよ。今までも、これからも、ずっと──」

　ぎゅうっと胸が引き絞られるような痛みが襲い、フェルは小さく喘あえ

 いだ。

（それは、わたしじゃない。だってわたしは、あなたに噓しか教えていない……！）

　声が、咽喉に詰まる。フェルは首を振り、ゆるく力を込めて手を外した。

　闇から薄闇に。視界が、窓の月と、燭しょく

 台だい

 の灯火に、淡い光を取り戻す。すぐ目の前に、真剣な色を宿した、凍こお

 れる水底の双そう

 眸ぼう

 が。

「……視るなと言っただろう？」

「旦那さま。違うんです。それは、今は言っては駄だ

 目め

 です。だってわたしは、……」

「黙っていろ。何も違わない。……そうか。お前の瞳と声は、呪いを解くんだったな」

　クロウは命じ、不意に手を伸ばしてグラスを取る。





「……この想いが呪いなら、解く必要はない」





　彼は、中身を自ら一気に呷あお

 る。

（え？）

　きょとんとしたフェルの顔の上に、濃こ

 い影が落ち。

　唇に、冷たい感触が押しつけられた。











「んっ……!?
 」

　とろりとした甘ったるい液体が咽喉に流れ込むと同時に、抉えぐ

 るように、深く口づけられる。角度を変えて、何度も。

（苦しい。でも、水……もっと）

　最初は驚いたフェルも、やがて、縋すが

 りつくように彼の胸元の布をやわく摑んだ。飲み切れず溢あふ

 れた琥こ

 珀はく

 色いろ

 が唇の端はし

 から溢れ、白い顎あご

 へと伝う。

　呼吸もままならず、たちまちに気がふっと遠のく中で。

　やっと唇を解放すると、彼はフェルの髪を撫な

 でた。

「どうせ明日には全部忘れてしまうんだろう、それでもいい」

「旦那さ、ま……」

　フェルは何か言おうとしたが、吐と

 息いき

 は声にならずに夜闇に溶ける。

　薄れゆく意識の中で、彼の残した一言だけは、はっきりと鼓こ

 膜まく

 に灼きついた。





「大切なことは変わりない。たとえ、お前が──本当の『シレイネ』ではなくても」
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　翌日、フェルの目覚めは、ジルフォードもユアンも、すでに自領へと発た

 ったあとだった。

「今朝早くに、お二人ともご出しゆつ

 立たつ

 されたわよ」

　ほかの侍じ

 女じよ

 は外しているらしい。普ふ

 段だん

 使いの口調で報告しつつ、カーテンを開けて気持ちのいい朝の光を部屋に取り入れてくれるラナの背を、フェルは思わず凝ぎよう

 視し

 する。

「噓うそ

 ……!?
 　わたし、あり得ない失態を……！」

　慌あわ

 てて寝台から立ち上がろうとするが、一瞬でシーツに逆戻りになった。

（何これ頭割れそう……!?
 ）

「というか吐は

 きそ……うぐぅえ」

「ちょっとしっかり!?
 　もう、二ふつ

 日か

 酔よ

 いがいきなり動くんじゃないわよ馬ば

 鹿か

 っ！」

　慌あわ

 ててラナが、水差しから冷たい水をゴブレットに注そそ

 いで差し出してくれる。

「二日酔い……え、わたしいつお酒なんか飲んだんだっけ？」

「昨日の！　晩ばん

 餐さん

 会かい

 で！　覚えてないの？」

「というか、昨日の記き

 憶おく

 が途中から全然なくて。どういう経緯いきさつ

 で寝ね

 間ま

 着き

 に着替えてここで寝ているのかすら見当がつかないんですが……」

　青くなるフェルに、「仕方ないわね！」とラナはまなじりを吊つ

 り上げた。

「ぶっつぶれたあんたを、殿でん

 下か

 がここまで運んでくださったの！　絵え

 面づら

 が麗うるわ

 しかっただけに、酔よ

 っ払ぱら

 いの介かい

 抱ほう

 って聞いてがっかりしたったら」

「殿下が……？」

　フェルはぼんやりと思い返した。

　が。

「さっぱり思い出せない……！」

　絞しぼ

 り出すように叫さけ

 んだフェルの頭を、ラナは呆あき

 れたようにはたいた。

「い、痛い！　どっかから脳みそ出そうだから。今は、今はたくのだけは勘かん

 弁べん

 して……」

「その脳みそがふやけてるうちに叩けば何か出てくるかもしれないからよ。あんたね！せめて、お礼が言えるくらいの何かは思い出しなさいよ!?
 」

「う、そんなこと言われましても」

（ええと、おもてなしをしようと思って。ジルフォードさまに勧すす

 めて頂いたお酒を飲んで……なんか、どっか薄暗いところでいろいろ話したような気はする。夢じゃなければ）

　ほかは、さっぱり何も思いつかない。フェルは唸うな

 りながら、どうにか記き

 憶おく

 の欠片かけら

 を手た

 繰ぐ

 り寄せ──ひとつだけ、思い出した。

（あっ）





　──〝たとえ、お前が本当の『シレイネ』ではなくても〟





　二日酔いの頭痛が、一気に消し飛んだ。

　全部が夢じゃ、ないのなら。

「ラナ、どうしよう」

　フェルは呆然と呟いた。

「え？　どうしたのよ？」





「殿下ね。……わたしが贋にせ

 物もの

 だって知ってた」
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「あのねえクロウ。あんたアタシに何か隠し事してない？」

「何も？」

　翌日、ガウェインの黒こく

 陽よう

 宮きゆう

 を訪れたクロウは、鋭するど

 い質問に一瞬ひやりとした。彼女が酔った隙すき

 に唇くちびる

 を奪うば

 ったなどと告白したが最後、ただの鉄てつ

 拳けん

 制せい

 裁さい

 では済す

 まない確かく

 信しん

 がある。

　しれっと否定しつつ内心冷や汗をかくクロウに、ガウェインは目を眇すが

 めて嫌いや

 そうな顔をした。

「本当？　なんか怪あや

 しいわねん。うーん、女のカンは良く当たるんだけど……」

「怪しいといえば、我わ

 が君きみ

 どころの話じゃあありませんよ。ユアン殿下の呪じゆ

 毒どく

 の件」

　幸い、同席していたケイが図はか

 らずも話題を逸そ

 らしてくれたので、クロウは脳のう

 漿しよう

 をぶちまけずに済んだ。ガウェインも、これには顔をしかめる。

「あなたのお母ぎみ……リグレイン妃ひ

 がいよいよ臭くさ

 いって話だったわねん」

　ユアンの話では、先だって皇こう

 宮ぐう

 でリグレインに招かれ、『不思議な艶つや

 のある紅茶』を自じ

 家か

 製せい

 だと勧すす

 められたという。

「それが呪毒だという確かく

 証しよう

 もないが、疑わしきは徹てつ

 底てい

 的てき

 に調べなければ、禍か

 根こん

 は絶た

 てない」

「そう、その呪毒の根でございますが。なんとびっくり、今回の騒動から思わぬ収穫が」

　ケイはもったいぶって続けた。

　ユアンはエルラントの中央教会で幼少期を過ごしていたため、教会の上層部にかなり顔が利き

 く。

「迷めい

 惑わく

 をかけた詫わ

 び代わりに、中央教会に直接渡りをつけてくれると──まあ、そういう次第です」

　ティカルの妖よう

 精せい

 伝でん

 承しよう

 に加え、パールが調べようとしていた教会と『聖せい

 詩し

 篇へん

 』。

　真相に近づくための鍵が、はからずも手に入るかもしれないわけだ。

「で、ユアン殿下から、もうひとつ。……というか、彼が最近、別件にて中央教会に赴おもむ

 いたときのことだそうですが」

　──〝禁書庫の位置が変わってたんだ。封ふう

 鎖さ

 区く

 域いき

 なんかもできたりして、しかもそれが毎日入れ替わって……そうだな、単なる模様替えっつうより、ずっと妙な増ぞう

 改かい

 築ちく

 を続けてるようなんだ〟

　それに伴ともな

 い、庭や床に埋う

 め込まれた墓ぼ

 標ひよう

 が急激に増えた。聖職者たちは一様に俯うつむ

 きがちで、薄うす

 気き

 味み

 悪かったとユアンは語ったそうだ。

「妙な増改築？」

「理由を恩おん

 師し

 の預言者ウアテス

 に訊くと、『赤い病が来るからだ』と。そう答えたそうです」

「なっ……！」

　赤い病。

　それは、一連の事件に関わってきた者たちが使う、呪毒を暗示する言葉だ。眉まゆ

 根ね

 を寄せるクロウの隣で、ガウェインがため息をつく。

「皇こう

 統とう

 の権けん

 力りよく

 とは切り離された世界だからねえ。アタシもエルラント派は初めてよん。……何が出るかしらね」

「……何が出ようと、結論は同じだ。『妖よう

 精せい

 の王』とやらの手がかりを、今度こそ摑む。これ以上、好きにはさせない」

　あの亜あ

 麻ま

 色いろ

 の髪を持つ、太陽のような弟の魂たましい

 に報むく

 いるためにも。

　呪毒の連れん

 鎖さ

 はこの手で絶た

 ち切ってみせる。

　クロウは、自らの手に視線を落とした。三年前、パールの胸を貫つらぬ

 いたときの感かん

 触しよく

 は、今も生々しくこの指に残っている。





「じゃあ、また何か分かったら教えてちょうだいねん。教会に踏み込むなら、派は

 閥ばつ

 違いでも多少は役に立てるわ」

　相談を終え、ガウェインに見送られて黒陽宮の扉をくぐったとき、クロウはらしくもなく焦あせ

 りで前髪を搔か

 き回した。幸い、ケイには用事を言いつけて先行させてある。

（今考えるべきは、呪毒の根こん

 源げん

 を断つこと。もう、何も失うつもりはない。フェルを、パールの二の舞になどさせてたまるか。……決して）

　クロウはかぶりを振った。

　守るべき少女の顔を思い浮かべるたび、ふっと脳のう

 裏り

 によぎるのは、月明かりの中庭。闇に浮かぶ紅いドレスと、鼻び

 腔こう

 をくすぐる鈴すず

 蘭らん

 の香り。それから──

（……まあ、どうせあいつは覚えていないんだろうがな）

　思い至った途と

 端たん

 、それこそ一気に夢から醒さ

 める思いだった。

　唇を奪うば

 ったことに後こう

 悔かい

 はない。それでも、満足しているはずなのに、妙な虚むな

 しさがある。

　大切だと声に出して伝えたことも、結局彼女が気を失うしな

 ってしまったことで、返事は聞けずじまい。

（返事？）

　その言葉に、クロウは違い

 和わ

 を覚えた。

（──別に、あいつの気持ちがどこにあっても関係ないだろう。俺の在あ

 り様よう

 さえ確かであれば）

　今までは、相手の心など要らないと思っていた。

　ただ、守れればいい。無事で、手の届く場所にいてくれるならば、それだけで構わなかった。

　同じ想いを返してもらえる可能性などないのだ。それ以前に、心を求めれば、──クロウが孤独のままに朽く

 ち果は

 てることを願うリグレインの呪いに、彼女まで巻き込むかもしれないから。

　けれど、今は？

　一方的に想い続ける、それだけでは満足できなくなっていることに気づく。

　あり得え

 ないし、望むべくもない。だから、意識の奥底に閉じ込め、ずっと見ない振りをしてきたことを、彼は声に出して呟いていた。





「……あいつの心が欲しいのか、俺は？」














Ｆｉｎ．
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　このたびは、「（仮）かつこかり

 花はな

 嫁よめ

 のやんごとなき事じ

 情じよう

 ～円えん

 満まん

 離り

 婚こん

 に新たな試し

 練れん

 !?
 ～」をお手にとって頂き、ありがとうございます。本作は、毒どく

 嫁よめ

 から擬ぎ

 似じ

 据す

 え膳ぜん

 に突とつ

 如じよ

 クラスチェンジを図ることになったド庶しよ

 民みん

 仮嫁と、今まで嫌われ過ぎたせいでいざ据え膳を前にすると逆におののく不ふ

 憫びん

 ドＳな旦だん

 那な

 さまの離婚ラブコメです。

　しかし、ラブコメのくせに、四、五巻と立て続けにちょっと展開激はげ

 しめの前後篇をやらかしたので、今回はワンクッションと申しますか、箸はし

 休め的なお話にしてみました。どうぞ、肩の力を抜いてお楽しみ頂ければ幸いです。

　ところで、執しつ

 筆ぴつ

 で切せつ

 羽ぱ

 詰つ

 まってくると、時間、というか眠ねむ

 気け

 との戦いになります。

　そこで最近、懇こん

 意い

 にしているかたから、驚きよう

 異い

 のドーピングドリンクを教えて頂きました。ポカ●スエットとレッ●ブルを、半々の割合で混ぜて飲むのです。するとあら不思議、一晩じゅう無理なく起きられるという。勝手に『眠ねむ

 らずの蝶ちよう

 』と名付けて愛あい

 飲いん

 しています。……まずは徹てつ

 夜や

 せんで済むようにしろよって話ですね！　すみません！

　それではここで、お世話になった皆様にお礼を申し上げたく。

　担当Ｉ様。いつも、的てき

 確かく

 で心に残るアドバイスに助けて頂いております。特に、エピローグ中で、個人的にこれは本当に書いていて恥ずかしい、もう恥で死ねると思った台詞せりふ

 を、数度にわたり朗ろう

 読どく

 してくださり、あまつさえ電話口の向こうで笑いすぎ呼こ

 吸きゆう

 困こん

 難なん

 を起こしてくださった事件は、きっと、ずっと覚えています。ええずっと。

　イラストの山やま

 下した

 ナナオ様。いつも、美び

 麗れい

 なイラストの数々をありがとうございます!!　
 特に今回、新キャラの四よん

 男なん

 坊ぼう

 と護ご

 衛えい

 女子のデザインが好み過す

 ぎて悶もだ

 え転がりました。恒こう

 例れい

 のカバー裏イラストもありがとうございます……！　まさかのラの人再登場です。個人的に、四巻裏のミニッツ旦那とセットでマグカップに入れて愛め

 でたいかわいさです。

　お手紙やホームページで、あたたかなご感想をお寄せくださる皆様。お返事が遅くて本当に申し訳ございません……！　しかし、読んで頂けるのみならず、こうしてお心遣づか

 いまで頂けるのが、本当に奇き

 跡せき

 のようだと、いつも幸せを嚙か

 みしめております。

　落とす・ぶつける・ぶっとおしで使うなどの、粗そ

 忽こつ

 な私めの扱あつか

 いに健けな

 気げ

 にもついてきてくれる愛用ＰＣのシャ●にも、多少感謝すべきなんだろうか……。でも、「ラフのチェック」を「裸ら

 婦ふ

 のチェック」って最初に出すのはやめて。ひとを痴ち

 女じよ

 扱あつか

 いしないで頂きたい。

　この本の出版・販売に携たずさ

 わってくださる皆様。そして、今この本を開いてくださっている皆様に、最大級の感謝を込めまして。

　ありがとうございます。またお会いできれば幸いです。


夕鷺かのう　拝
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Kanoh Yusagi





自分のＰＮについて、最近とみに後悔しています。

リアル中二（病）の時に考えた名前だからか無駄に難しい漢字は使うわ、痛々しいったらありません。
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